
第8図大松山城跡(1 /500 ) 

赤枠内は史跡指定範囲
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され，ほぽ東西に直娘状に連なり，周りには腰曲輪と考えられる小さな平坦面

が数カ所確認されている。

昭和初期に，備中松山城や城下を調査研究し，同5年に刊行された信野友春

の『備中松山城及其城下』の「大松山城の祉」によると， 6箇所の大きな平坦

面の内，東から3箇所を順に本丸・二ノ丸・三ノ丸としており，残り3箇所(

西の3カ所)は，三ノ丸に取り付く腰曲輪であるとしている。

ここでは，各平坦面にこの呼称を用い，西部3段の腰曲輸としている平坦面

は，上段(東)から順に第1腰曲輪・第2腰曲輪・第3腰曲輸として以下に述

べる。

本丸は，大松山の最高所に位置し， 50mX40mの広さを有する。櫓跡等の遺

構は，現状では確認できないが，南側と西側に道が設けられている。南側の道

は途中で不明となるが 西側の道は二ノ丸の北東側ヘ取り付く。

二ノ丸は，本丸の西側に位置し，標高は約470mである。 60mX45mの広さ

を有する。二ノ丸の西側には，腰曲輸と考えられる南北に細長い平坦面がある

が，この平坦面の北側に井戸跡と考えられる径約2mの石組遺構がある。

二ノ丸の東側には三ノ丸が位置し，最高所の標高は468mである。三ノ丸の

西側と東側の2箇所には道があり，東側の道は，三ノ丸の東に隣接する曲輪か

ら延びる道と合流し，北上して東西に分かれる。一方の道は，二ノ丸の南側を

巡って，前述した帯状の腰曲輪ハと続き，もう一方の道は，三ノ丸の南側を巡

って第2腰曲輪へとつづく。西側の道は，西に隣接する第1腰曲輪八と続く。

第1腰曲輸は標高462mを測る。第2腰曲輸はその北東隅で第1腰曲輪と，

南東隅で前述した三ノ丸の南側を巡る道と，また南西隅で第3腰曲輪とつなが

る。第2 ・3腰曲輸は，それぞれ標高は457m . 451 mである。

大池(第9図)

大池は，天神の丸の北ヘ延

びる緩やかな尾根と，大松山

の東ヘ延びる尾根とが交わる

あたりの平坦面上に造られて

いる。天神の丸跡と，切通番

所跡のほぼ中聞に当たり，標

高446m~.こ位置する。大きさ

は23mX10mで，長方形を呈 園田曲闘

し，長軸をN-250 - Eにとる。園田園園

大池の側壁は，全て石積み
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で，非常に堅固に造られている。南西辺及び南東辺のほぼ中央に石段を持ち，

大池内への昇降口となっている。また北東辺のほぼ中央に，排水口を持つ。大

雨などによって溜りすぎた水は，そこから谷筋に流出していたものと考えられ

る。このあたりには，等高線に平行して，谷側に城壁らしき石積みが築かれて

いるが，現在の遊歩道がその石積みを横切っており，部分的に欠損している。

大池の側壁から約1m離れ，南・東壁に沿って石列が認められる。また，元

禄7年(1694年)に，備中松山城の接収にあたった大石良雄の書状や古絵図に

よると，この池には上屋がかかっていたようであるが，池底には礎石の配置が

想定されるが詳細は不明である。

切通及び番所跡(第10図)

臥牛山は，高梁市街の北側にそびえており，周囲はかなりの急斜面となって

いる。唯一，北東の一部が津川町の佐与谷山に連なっている。そのため，ここ

に切通し(堀切)を築き，それに伴い防御の要衝として，また出入城者の確認

のために，設置されたのが番所である。

切通及び番所跡は，臥牛山の主峰，大松山の東斜面上に位置し， 8つの史跡

第 9図大 池(1 /500 ) 

赤枠内は史跡指定範囲
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第 10図 切通及び番所跡(1 /500) 

赤枠内は史跡指定範囲
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指定地の中では，最東端にあ

たる。自然の岩盤を巧みに利

用し，石積みを施すことによ

って，傾斜面に3段にわたっ

て曲輪状の平坦面を形成して

いる。標高は，それぞれ418m

. 417m・410mである。

番所跡と考えられる石列は，

その平坦面の上から2段目に

位置しており，切通及び周囲 写真 22 切 通

を一望することができる。大きさは5mX4 mを測り，形状は方形を呈する。

また，最下段には，井戸跡と考えられる径1.5 mほどの石組遺構があるが，土

砂の流入等によって詳細は不明である。

切通は，約8mの1隔で約40mにわたって東西に築かれており，その切通の北

側は塁状に盛り上げられている。またその切通の東側にも，南北に切通が築か

れており，東側が土塁状に盛り上げられている。それら土塁状高まりの両端は

それぞれ岩盤に取り付くが，その崩れ易い取り付き部分に，石積みを築くこと

によって堅固なものとしている。

切通の底は通路となっており，大地から延びる道がここに続く。また，東西

の切通と南北の切通の接点は，士塁状高まりが約3mの幅てふ開口しており，こ

ごが域外への出入口となっていたと思われる。

く付記〉御根小屋跡(第11図)

御根小屋跡は臥牛山の南西

麓に位置する。北・東は臥牛

山に接し，南は小高下川まで，

西は現在のJR伯備線までの

範囲にわたる。約34，OOOrriの

広さを有し，その四方は，堅

固な石垣がほぼ当時のまま残

存している。現在はその跡地

の全てが岡山県立高梁高等学 写真 23 御根小屋跡

校の敷地となっており，平成3年に岡山県の史跡指定を受けている。

小松山城が臥牛山山頂に位置するというその地形的な条伺二から山麓の御根小

屋を松山城主の日常の居館として，また領内を治める政庁として設置し，平素
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はこの御根小屋において政務を執り，実質上の「城j としての機能を果してい

たものと考えられる。

創建年代は不明であるが 天正3年 (Hi75年)の備中兵乱によって焼失した

といわれていることから，それ以前に造営されたものであると思われる。

現在の石垣などは，文献や石垣の状況などから，小堀政一(遠州)によって

慶長11年 (1606年)から15年(16101年)にかけて再建されたものと考えられて

いる。

御根小屋は「御下屋敷J I御殿Iとも呼ばれていたが，江戸時代には一般に

「御城j と呼ばれており，小松山城のごとを「御山城j と分けて呼称し，一般

に登城とは御根小屋ヘ出仕することであったようである。また後には「松府城」

とも称していた。

御根小屋跡の建物の配置等の詳細が記されたものとしては延享元年(1744年)

の絵図があり，それによると南と西の二方に高い石垣を築き，さらに内部を石

垣や塀・門で7つの曲輪に分け，御殿および付属建物を配置している。また，

板倉氏の移封当時設けられていた御殿及び付属建物の様子は，寛延2年(1749

年)4月の『覚』に詳細な記述がある(資料編参照).， 

これらの建物は明治維新後撤去され，その跡地に一時監獄が置かれていたこ

ともあるが，明治33年に岡山県立高梁中学校が設置された。現在は岡山県立高

梁高等学校敷地となっているが，石垣や御殿の庭の一部はほぼ江戸時代のまま

残っている。
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第 11図御根小屋(松府城)

推定復元図
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第 12図御根小屋跡及び周辺(1 15，000 ) 
高梁市都市計画図より作成
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2.遺構調査と問題点

本稿では史跡指定地外の山の斜面部に関連する遺構があるかどうかを確認す

るために行った分布調査の結果を報告する。

分布調査を行うにあたり，期間，人員の数，人が立ち入らなくなって荒れた

山の状況などの諸条件をあわせて考えて，次の事柄を中心に検討することにし

た。

①地形図をまず検討して，関連する遺構が存在すると考えられる場所を調査

する。たとえば尾根上で急に傾斜が緩やかになり，人の手が加わった可能性

が推測できる場所などである。

②「史跡備中松山城跡Jに関しては幸いに江戸時代初期からの絵図が20枚あ

まり残っている。そこでその絵図を検討して，現在確認されていない遺構，

たとえば曲輪や井戸などはないかを先ず調べ，その位置を地形図とあわせ検

討して現地を調査する。

③地元の方にお話を伺い，これまでの報告書などでは明らかにされていない

関連する遺構や道などはないかを検討し，現地で調査する。

以上の3点を念頭に分布調査を行ったが，短期間での分布調査であり，正確

な測量等も行っていないため，以下に述パる標高，計測値などはおおよそのも

のであることをあらかじめお断りしておく。

また便宜上，第13図のように地区をわ付て説明する。

大松山地区(第14図)

大松山地区では北から西の尾根を中心に調査した。

まず北側斜面では標高450m----460m付近に縦横10m前後のものから20m前後

の曲輪と推測される平坦部が6カ所確認された。いずれも樹木，落葉に覆われ

詳細は分からないが，比較的しっかりしている。

北西側尾根は大松山の西端曲輪から下りる比較的険しい尾根筋である。途中

で2筋に分かれるが，北側の尾根は傾斜がきっく，途中で引き返した。南側の

尾根は傾斜はやはりきっかったが，高梁川ぞいの国道180号線まで下りること

ができた。この尾根ではA地点の平坦部が注目される。

このA地点は標高約320----3:30 m前後に位置する。大松山の西端の曲輪から直

線距離で約200m離れた地点・である。大松山からのかなり傾斜がきつい尾根が

ここで突然平坦になる。まずこの傾斜がかわるところには上部での幅約5.2m 

中段での幅約3.3m，長さ約7mの堀切状のものが見られる。底は落葉などで埋

に
dro 
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もれており，明確な幅はだせ

ないが，尾根の高い方との比

高差は約1.2mである。平坦

部側との比高差，つまり現状

での堀切の深さは約0.8mで

ある。

次に平坦部であるが，本来

の尾根のカーブ，傾斜に沿っ

て4つに区切られて作られて

いるようである。まず東端の

もの (A1区と仮称)は小さな

変化を無視すると長さ約28m"

幅約9.......10mの平坦部を形成

している。この平坦部の北西

端部に少し盛り上がる部分が

あり，これを境にほぼ同じ幅

で長さ約14mの平坦部が続く

(A2区と仮称)。次にA2区の

北西端から緩やかに下がる部

分が約20m続き(A3区と仮称)，

写真 ~!4 大松山地区A地点

写真 25 A地点遠景

最後のA4区にいたる。 A3区とA4区の間は幅が約5.6mと狭く，高さもこのつな

ぎの部分が低くA4区の頂部との比高差は約3.5mある。A4区は平面形が台形状

の小山のような形を呈し，高さからもやや独立した感がある。大きさはA3区側

の幅が約8m，先端部側が約12m，長さが約12.5mである。

このA地点は以上のように人の手が加わったものである可能性が極めて高く，

重要な地点であると思われるが，今回の調査では遺物などは確認できなかった

またこの平坦部は国道180号線からも尾根上に平らな部分が十分確認できる。

A4区から下方へは傾斜がきっくなり，国道180号線までに小さな平坦地が3

カ所ほどある。ただしこれらは人工的な曲輪かどうかはわからない。

次に大松山西側の尾根では， 2カ所ほど平坦部を確認したが，人工かどうか

ははっきりしない。

相畑西地区(第14図)

本地区では第 図の尾根を調査した。北の尾根では4カ所の平坦部を確認し

た。そのうちのBとした地点は幅約8m.長さ約33mと比較的広く，曲輪とし
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て利用した可能性が高い。特

に先端部は岩盤が露出してお

り，使用しにくいようである

が，ここからの眺望はすばら

しく，北は遠く鳥取県の大山

が望め，南は高梁市内が望め

る。また現在の小松山地区の

お城もよく見える。またこの

すぐ上の平坦部も幅約12m，

長さ8mの広さがあり，使用

可能であろう。 写真26 相畑西地区曲輪

相畑に最も近い平坦部は，現在遊歩道となっている道の北側，相畑の曲輪か

らも直線距離で40mほどしかなく，要所と，思われる。またこの遊歩道自体も小

松山と相畑の間の土橋の横の番所の北西部から始まっており，それ以前の道を

整備して作っているようであり，城が機能していた時期の道である可能性はな

いのであろうか。

次に今述べた尾根の南側に小さな尾根状のものがあり，標高350m付近に地

形図を見ると平坦部らしきものが見られる。そのため確認に行ったが，現地に

は大きな岩が散在し，明確な平垣部はなかった。またその上方，遊歩道のすぐ

下の地点で大きな岩の露頭が見られ，石垣に切出しうる場所と考えたが，石切

りの矢の痕などは見られなかった。

一方相畑の北，せいろうが壇の南西部，すぐー下方に幅約11m，長さ9mの平

坦部がある。これはその位置からもせいろうが壇に伴う曲輸の一つであろう。

相畑東地区(第14図)

相畑の東側では，天神の丸

の南東の尾根と，相畑の東側

の尾根，そしてその途中から

南東ヘ伸びる尾根，土橋から

東におりる斜面と尾根部を調

査した。

天神の丸の東から南東側は，

頂上部の標高466mから400

mまでは比較的傾斜がきっく，

そこから標高350mくらいま 写真27 相畑東地区井戸

口
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で尾根部の傾斜が緩くなる。

この尾根では緩傾斜の部分で

3カ所の平坦部を確認した o

西から8X7m，10X6 m， 18 

Xllmの大きさで，最も低い

東側のものが少し大きい。西

端のものは円形に近い平面形

をなしている。ただしいずれ

も明瞭な平坦部を形成してい

るわけではなく，多少の傾斜

はもっている。 写真28 相畑東地区切通

相畑の東の尾根では，まず標高415m付近に幅約10m，長さ約50mの平坦部

を作り，この平坦部の東側に上部での幅10m，底から城側の平坦部までの高さ

5mの明瞭な堀切がみられる。城との位置などから判断してこの堀切までが狭

い意味での城の範囲と言えよう。この堀切の上の平坦部から相畑と小松山を結

ぶ土橋の北側に向かつて道らしきものが1本見られる。またこの堀切へも土橋

からの道が伸びているようである。慶長年聞に描かれた絵図にこれに対応する

と思われる道が描かれている。そしてこの絵図にはこの堀切を抜けて北側に2

カ所の井戸が描かれているが，今回の調査では確認できなかった。

この堀切から東では標高320m付近で1カ所平坦部を確認している。

堀切から南東に伸びる尾根では標高280m付近で幅約9m，長さ約22mの2

段になる平坦部を確認している (C地点と仮称)。上段の長さは17mで， 1m 

ほどの段差を持ってさらに5m伸びる。この平坦部は比較的明瞭で，この南東

側先端部から道と思われる通路が東側の谷まで伸びている。この平坦部の谷を

挟んで南西側には昭和58年に調査された平坦部 (F地点と仮称)がある。とも

に城の南東側の守りに重要な地点と思われる。

土橋のすぐ東側には石垣を持つ平坦部，持たない平坦部があって，この付近

を守っているが，そこからさらに東に約5m下がった地点に幅約30m，奥行約

10mの大きな平坦部がある (D地点と仮称)。この平坦部は前面を石垣で構築

しており，その石垣の高さは中央部で約5m，両端で約3mあり，大規模かっ

立派なものである。

D地点から東ヘいま述べた道に沿って直線距離で約160m下りると，道の北

側に井戸と考えられる円形の石組遺構がある (E地点と仮称) 0 3. 7X4. 2mの

大きさで深さは現状で0.5mである。塊石や割石を3~4段積んで、壁を築いてい

る。
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E地点から斜面に沿ってさらに道を下ると，道が二手に分かれ，左に行くと

前述のC地点に行く。右に行くと昭和58年に発掘調査したF地点に行く。

F地点は現在順正短期大学のゲランドになっているが，発掘調査によって建

物が3棟検出されている。発掘調査以前の状況は幅10m，長さ約30mの平坦部

となっていた。周辺部に柵などは検出されなかったが，出土遺物から16世紀代

に使用された曲輸のーっと考えられている。この発掘調査の成果はこれまで述

パてきた平坦部のいくつかに同様の建物などがあった可能性を示している。

土橋からの道はこのF地点の平坦部ヘ下りるとともに，現在はこの西側の谷

筋を通って現在の登山用舗装道路に下りる。

小松山地区(第15図)

小松山地区では現在の城の周辺を調査した。特に第六平櫓と第三平櫓の横か

ら城外に出られるようになっているが，これがどこに行けるのかを確認するた

めにその付近を調べた。

まず第六平櫓から第七平櫓の横を通って外に出ると，南側の斜面に沿って道

らしきものがないでもないが，傾斜はかなりきっかった。次に西に伸びた尾根

であるが，標高415m付近と410m付近に9.5X9m，9.5X6mの平坦部がある。

前者は比較的しっかりしている。さらにこの尾根に沿って標高385m付近， 36 

Om付近にも平坦部がある。また標高395m付近に南西方向ヘ下がりながら伸

びる小さな道状ののものがある。

第七平櫓から北西方向に伸びる小さな尾根にも小さな平坦部がみられる。

第六平櫓から外に出る道は以上のように利用はできそうであるが，かなり厳

しい道である。

次に第三平櫓から西ヘ出る道であるが，まず石垣に沿って北西方向ヘ進むと

ちょうど石垣の外折れの部分の標高395m付近で，地形に沿って外湾気味に幅

3 m，長さ12.5mの平坦部がある。これは比較的しっかりしている。

また第三平櫓の南側には尾根に沿って4段の石垣が築かれている。この尾根

から東ヘ斜面に沿って下りると中太鼓櫓跡から大手門へいたる道にすぐ出る。

小松山の東側では明確ではない部分もあるが，大手門のすぐしたから揚手門

ヘ抜ける道が確認できた。乙の道は絵図にも描かれている。ただ同じ慶長年間

の絵図に，この道の大手門のすぐ下から分かれる小道が措かれており，その先

に井戸が描かれているが，今回の調査では確認できなかった。

小松山の城跡の南側には中太鼓櫓跡，下太鼓の丸跡と呼ばれる立派な石垣を

もっ櫓跡が2カ所ある。中太鼓櫓は小松山の本城から伸びた尾根がもう1度高

くなった標高350m付近に築かれていた。そして下太鼓の丸はそこからまた南
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下してふいご峠を越え，再び高くなった前山の頂上部の標高320m付近に築か

れていた。今回の調査では地形図を検討して，中太鼓櫓跡の下方，ふいご峠の

上手に平坦部があるようであったので現地を調査した結果，標高305m 付近に

15X15mの比較的しっかりした平坦部を確認した。石垣などの構造物はなかっ

た。この場所は南北に伸びるこの城を東西に横切るふいご峠のすぐ上という要

所であり，なんらかの施設があった可能性は高い。

小松山西下地区(第15図)

この地区は臥牛山の南西麓，国道180号線に近いところであるが，地形図を

見て平坦部があるようであったので調査した。その結果標高160-----200mの範囲

で4カ所の平坦部を確認した。大きさは18X5m， 12X3 m， 15Xllm， 10X 

3mで、ある。

小松山南地区(第15図)

下太鼓の丸跡から南西山麓の御根小屋跡の間の尾根j訪を調査した。現在は麓

から山上の城跡ヘ登るには車で臥牛山の南斜面を下太鼓の丸跡の上の駐車場ま

で行くが，以前は御根小屋か lら尾根筋』こ沿って登り，途中から下太鼓の丸の西

斜面を登っていたと推測されている。今回の調査ではその古道の調査を行った。

まず現在の舗装道路が下太鼓の丸跡の急にカーブしているところの下方斜面(

標高250m付近)から標高200m付近までの尾根筋に4段の石垣が築かれてい

る。石垣の高さはだいたい1mほどである。この石垣は尾根筋に直交するよう

に築かれており，その上面に石垣に沿って幅1mほどの平坦部がある。この平

坦部はジグザグになって尾根j簡を切っている。つまりこれが御根小屋から登る

古道と考えられるのである。

次に慶長年間の絵図に「あせびノ丸j と書かれた曲輸がある。しかしこれま

ではその位置がはっきりせず rあせびノ丸」を上下の太鼓の丸跡に当てる考

えもあった。しかし今回の調

査において「あせびノ丸j と

推測される平坦部を確認した。

この平坦部は標高180m付

近にほぼ南北に伸びている。

多少地形に沿ってカーブする

が，南北約62m，東西約8m

の明らかに人工と考えられる

平坦部である。石垣などの施

設は確認していないが，中央 写真 29 あせびの丸
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部の南北17m，東西8，5mの範囲が一段高くなんらかの構造物があったものと

推測される。また新しいものと考えられるが，中央部にお地蔵様が立てられて

いる。

さて，慶長年間の絵図に描かれた「あせびノ丸j は長辺に「拾弐間J，短辺

に「四問j と書かれており，一聞を1.8mで計算すると，長辺が21.6m，短辺

が7.2mになる。長辺の21.smは中央部の一段高い部分の17mよりは長いが，

平坦部全体からみれば十分おさまる数字であり，短辺の7.2mはちょうど良い

数字である。さらに慶長の絵図では実際に石垣が築かれている部分には石垣が

表現されているが，この「あせびノ丸」には石垣が描かれておらず，現地での

石垣の未確認と符合している。そして絵図に描かれた位置を考えるとこの平坦

部が fあせびノ丸Jの跡であると考えて，ほぽ間違いないであろう。

そしてこの平坦部から下方ヘ下りる道が南西部についているが，割石を使っ

て28段の階段が作られている。この道はそのまま御楓小屋のあった現高梁高校

ハ下りていく。ただし，乙の道の起点である坂口門に関係するような遺構は確

認できなかった。

まとめと問題点

以上，大松山，天神の丸，相畑，小松山と南北約1kmに及ぶ史跡備中松山城

跡の周辺の関連遺構に対する調査結果を報告したが，ここで簡単に整理する。

まず史跡指定地の外側の斜面部についてはこれまでほとんど触れられていな

かったが，今回の分布調査によって少なくとも備中松山城に関連する遺構がか

なり存在することが確認できた。特に絵図のみで知られていた「あせびノ丸j

と推測される平坦部が確認されたこと。そしてその下方，上方に石を用いた階

段や石垣を築いた道が存在することが確認できたことは極めて大きな成果と言

えよう。

さらに，明らかに人工の物と推測されるA---Cの平坦部，そして発掘調査をし

てみなければ明確な答えは出し得ないが， 30カ所ほどの平坦部， D地点の石垣

をもっ平坦部， E地点の井戸など，多くの成果を挙げた。

これらの時期については「あせびノ丸jと推測される平坦部が推測通りである

ならば慶長年間(1596---1614年)以前のものとなる。しかしこれ以上については

遺物が採集されておらずわからない。ただ，大松山関係には石垣がなく，小松

山関係には石垣が使用されているようである。そして慶長年間の小松山の城は

石垣が使用されている。石垣の使用，未使用，不使用だけでは年代は当然決め

られないが，一つの参考にはなると恩われる。この観点から今回確認した周辺

の平坦部などを見ると，石垣を使用しているのはD地点の平坦部のみである。
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第 14図 臥牛山遺構分布状況その 1
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第 15図 臥牛山遺構分布状況その 2
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今回の分布調査は初めに述べたようにある面で大雑把なものでしかない。特

に，夏から秋にかけての台風によって倒れた多数の樹木によって道が遮られた

り，斜面を確認できなかったりした部分もある。絵図に描かれているにも関わ

らず確認できなかった井戸もある。歩いて確認した範囲では遺構の残存状況は

極めて良好であると判断されるので，これらの井戸なども将来条件の良いとき

に時間と人手をかければ確認できるのではないかk期待している。

又今回の分布調査は臥牛山だけを対象としたが，城の北東部へ連なる山々に

も良好な平坦部や砦と言われている地点があるようである。今後は周辺の山々

を含めた調査が必要であろう。

最後に，今回の分布調査の成果は史跡指定地以外の斜面部にかなりの関連す

る遺構が存在することを確認したことである。この一部はすでに昭和58年のF

地点の発掘調査によって確認されている。特にF地点は平地に近く，臥牛山全

体の低い地域にまで関連遺構が存在することを推測させるのである。今後は今

回の調査成果をもととして，正確な測量調査や発掘による確認調査を含めた総

合的な調査が必要であろう。

3.天然記念物『臥牛山のサル生息地』としての臥牛山の現況と課題

昭和29年，古来より臥牛山に生息する野生のニホンザルに餌付けする計画が

高梁市により立案され， 11月には「臥牛山野猿保存会J (会長:三木岡山県知

事当時)がつくられた。

昭和30年2月から餌付けが開始され， 12月には「臥牛山自然動物園Jとして

開園，翌31年12月28日に，この自然動物園を含む臥牛山のほぼ3分の2の地域

が天然記念物「臥牛山サル生息地Jとして指定を受けた。

自然動物園の管理は，当初，高梁市が行っていたが，昭和39年6月からは民

間会社に委託するようになり r備北観光株式会社j を皮切りに，昭和40年4

月以降は「高梁川観光株式会社Jが，さらに昭和57年以降は r有限会社 吉

備エンタープライズJが管理・運営に当たってきた。

天然記念物の指定地域は，標高478.8mの臥牛山の西斜面(高梁川沿い)を中

心とする国有林と一部民有地を含む地域であり，指定地のほぼ中央の小松山山

頂から大松山にかけて分布する史跡備中松山城跡も含んでいる。

この指定地域内の国有林については，その全域が禁伐地域に指定され，樹齢

130年と推定される巨樹が生育しているが，天然林の割合が74.8%と高く，中

園地方では，数少なくなった暖帯自然林(樹齢100年以上)としても有名であ

る。

また，植物に限らず昆虫類も，その豊治、な食樹・食草の種類によって，多種
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多様なものが混棲している。

この動植物豊かな臥牛山の自然が，遥か昔からニホンザルの生息を可能仁し

ていたと考えられ，現在では約300頭のニホンザルが生息している。

しかしながら，餌付け当初120頭前後であったニホンザルの頭数を考えると

3倍近い頭数に増えており，当然のように猿害が問題となっている。

臥牛山のサル生息地は，全国で最も市街地に近いものの一つであり，自然動

物園の開圏直後から猿害が問題となり，猿害対策は，天然記念物の管理の上で

様々な課題と問題点を抱えてきた。

とりわけ備中松山城との関わりの中では，天守閣及び二重槽の建造物を泊ま

り場として利用していたために，フンによる汚れ，瓦及び壁の損傷，避雷針の

破壊等，年々重要な問題となっていた。

この被害防止のため，昭和61・62年度の2年で天守閣と二重櫓に電気柵を設

置し，現在では天守閣と二重櫓の被害は，皆無といって良いほど効果が上がっ

ている。

しかしながら，臥牛山周辺の強害に関しては，一時よりその件数は減ったも

のの現在も続いている。そのため高梁市では，文化庁の指導・協力のもとに，

単に猿害防止のためだけでなく，文化財である天然記念物のサル生息地の保護

保存と，そこに生息するニホンザルの適正な保護・管理を目指して，昭和61年

度から5年間の国庫補助事業で，臥牛山のニホンザルについての調査・研究に

取り組んできた。

初年度の昭和61年度には，財団法人日本野生生物研究センターに調査を委託

し，昭和62年度以降は，同年5月21日に設立された「臥牛山のサル生息地調査

団J (団長 :111口四郎岡山大学名誉教授)に委託し実施したが，最終年度の平

成2年度の調査報告書により，天然記念物の管理体制について，基本的な方向

性が提案された。

この提案を受けて，高梁市では，天然記念物臥牛山のサル生息地のニホンザ

ルについての保護・管理基本計画と保護・管理実施計画を策定し，天然記念物

臥牛山のサル生息地及びサルの適切な保護・管理を目指すこととした。

この計画の実施仁あたっては，臥牛山に生息する臥牛山のサルたちが，自然

の状態で生存でき，地域住民と共存できる状態を目指して，専門家の指導を受

けながら教育委員会のもとでの一元的な管理を行うことが基本となる。

この計画実施の手始めとして，平成3年12月から観光施設としての自然動物

園を閉鎖し，臥牛山の自然環境の中で生息できる適正頭数の目標を100頭前後

におき，乙の頭数に近付けるため，適切な給餌により個体数の自然調節を図る

こととした。
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しかしながら，課題が多く，さらにより良い管理方法を目指すために，文化

庁の指導・協力を仰ぎながら，本年度から3カ年計画で，再び国庫補助を得て

新たに調査研究及び保護対策事業を進めているところである。

4. 自然休養林・高梁川上流県立自然公園としての臥牛山の現況と課題

史跡備中松山城跡を含む臥牛山は9 前述した固による天然記念物指定のほか

に，昭和50年に，岡山県によって高梁川上流県立自然公園・臥牛山特別地域と

しての指定を受け，昭和63年には，林野庁によってレクリエーションの森・臥

牛山風景林としての指定を受けている。また，朝日新聞社と森林文化協会によ

って f21世紀に残したい日本の自然100選Jのーっとして，県内では岡山市の

百間川と共にこの臥牛山が選ばれている。

このような種々の指定を受けた理由として，臥牛山が長期にわたり人為的な

影響をほとんど受けていないという事と，臥牛山の植物相が非常に豊富である

という事が挙げられる。

臥牛山自体は，明治維新後直ちに国有林に編入されたため，現在までそのほ

とんどが自然林として残っている。また，臥牛山の立地が岡山県の中部地域に

あり，南方系と考えられる植物と北方系と考えられる植物とが混在しており，

基本的にはモミが優占するものの尾根沿いのアカマツ林や，谷筋の落葉広葉樹

林，山麓の二次林(スギ・ヒノキの植林)等があり，多種多様な植物相を呈し

ている。その樹種の豊富さはこの地域の植物相の特徴として古くから指摘され

ており，最近行われた調査によるとシダ植物以上の高等植物は， 133科927種

を数える。

また，前述したように，植物仁限らず動物相もその豊かな食樹・食草の種類

と地理的な条件によって，多種多様なものが混棲している。

特に，動物相の中で注目されるのは，自然林の中に生息する昆虫類で，ここ

臥牛山にしか生息していない種類も少なくない。昭和s;O年までには蛾類で260

種以上が，カミキリムシ科だけで13'l種が発見されており，岡山県では昆虫相

の最も豊かな地域と考えられている。

また，昭和61年度から始めた天然記念物臥牛山のサル生息地保存管理に伴う

動物相の調査によって，蛾類はさらに約6s;0種が確認され，現在921種となり

昆虫類は，全部で158科1，695i種を確認している。

ごのように，県下でも数少ない原生林を残し，動植物の宝庫である臥牛山の

自然を維持することは，現代に生きる我々の責務であると考えられる。
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5.管理施設等の整備状況及び問題点

史跡備中松山城跡の位置する臥牛山は，これまでに述べたように史跡指定の

他に様々な指定を受けてきている。これにより，岡山県や高梁市によって，継

続的に整備を行ってきた。主なものとして，防災道路整備や遊歩道の整備，そ

れに伴う案内板・ベンチ等の設置等が挙げられる。

特に小松山域内に関しては，管理団体として高梁市が独自に案内板や標柱，

説明板を設置し，また史跡内や重要文化財である天守閣・二重櫓・三の平櫓東

土塀の保護・管理を図る目的として，管理事務所を設置して管理人を置き，域

内の美化清掃、維持管理に努めている。

以下にその問題点を挙げる。

①現在，ふいご峠から上は，原則として緊急自動車及び通行許可書を持つ車

以外は通行禁止としている。そのため，見学者は，ふいご峠から歩いて登城

するが，途中の道路法面のコンクリート擁壁等に落書きを行い，非常に美観

を損ねている。

②現在設置している案内板は，市が設置したものと，民間企業によって寄贈

されたものの2種類があり，また，ベンチ・説明板に関しでも，そのつど必

要に応じて設置したため，形態・デザイン等に一貫性がなく，景観への配慮

に欠けている。

③城郭内には，管理棟・休憩舎・便所といった管理施設があるが，現在の位

置は，遺構(建物跡)上にあり，然るべき位置に移築する必要がある。

④屑寵・ベンチ等の施設が，二の丸より上段に集中しており，系統的な設備

配置となっていない。

@現在，小松山城跡には，域内外の閉塞施設がなく誰でもが自由に出入りで

きる。昼間は，管理人が詰めて清掃・管理を行っているが，夜間は無人とな

るので，重要文化財や自然林等の失火・損壊の心配がある。

これらを解消しても，整備としてはまだまだ十分と言えるものではなく，基

本計画を策定して，今後， :tJt郭の歴史や本来の姿を，見学者に理解してもらう

ための整備を行う必要がある。しかし，先に述べたように，様々な指定を受け

ているという特殊性と，現状を十分考慮すると，常に文化財保護と自然保護の

整合性を前提とすることが必要である。
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第 16図 各種指定範囲図 (1/25，000) 

[ ~下太鼓の丸跡 2吋跡 3山城跡
4.相畑城戸跡 5.天神の丸跡 6.大松山城跡

7.大池 8.切通番所跡
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皿 史跡備中松山城跡保存管理計画

1.現状変更の規制

史跡備中松山城跡のうち，近世城郭である小松山城跡は，天守閣・二重櫓・

土塀の一部をはじめ，石垣や櫓・番所・門の礎石などがほぼ完全に原形をとど

めている。

また，大松山城跡を中心とする中世城郭跡についても，臥牛山の自然の中

に溶け込んでしまっているが，縄張り自体はそのまま残っているので，これも

後世に伝えていくために保存に努めなければならない。

さらに，臥牛山は県下有数の自然環境を有しており，天然記念物「臥牛山の

サル生息地j の指定も受けているので，この自然環境の保存にも配慮しなけれ

ばならない。

表2のとおり，過去の現状変更許可申請を見ても，史跡の保存管理にともなう

ものが主で，開発行為のための現状変更は皆無である。したがって，史跡と天

然記念物の保存のため，現状変更は，下記事項のもの以外は原則として認めな

いものとする。

なお，国有林としての利用については，関係機関と別途協議する。

①建造物や石垣の保存修理及び復元整備，地下遺構の調査・整備等，史跡の

環境整備及び史跡の維持管理上必要と認められるもの。

②史跡や天然記念物の管理施設等の改廃・設置等の管理上必要と認められ

るもの。

③各種催し物の開催，映画及びテレビ等の撮影のための仮設物の設置等の

ため，別に定める管理規則に示すもの。

2.指定範囲について

現在，史跡に指定されている地域は，飛び地になっており，城地の一体性に

欠けているので，連続した史跡として指定の見直しを図る必要がある。

また，今回の史跡保存管理計画策定のために行った遺構分布調査により，数

々の曲輪跡や古道らしきものの遺構が発見されているので，それらを文献や絵

図及び発掘調査による確認等によって明らかにしたうえで，山麓の御根小屋跡

を含め，史跡備中松山城跡の一部kして追加指定し保存を図る必要がある。

追加指定を考えていく上では，前2章で述パたとおり，城地が臥牛山全体に

及ぶので，臥牛山全体の史跡指定についても検討する必要がある。
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3.民有地の公有化について

相畑城戸跡は，史跡備中松山城跡の指定地の中で，唯一の民有地である。昭

和30年代まで人家があり，畑地として利用されていたところで，現状は雑草が

生い茂った荒地であるが，この場所は天正3年(1575年)に起こった備中兵乱

の際の古戦場で，中世城郭に関連すると考えられる土塁や近世城郭に関連する

と考えられる石組遺構，井戸(跡).堀切などが現存しており，遺存状況はき

わめて良好である。

とくに井戸に関しては現在でも湧水するものがある。車井戸と呼ばれるこの

井戸は，一般公開を行なっている小松山城跡内にある重要文化財(建造物)の

防火用水や管理用の水源として利用されている。

臥牛山中において，水源として利用できるものはこの車井戸と史跡に指定さ

れている大池の2カ所のみで，小松山城跡との距離を考えると，ごの車井戸を

利用せざるをえない。現在は所有者の御理解』こより年間を通して使用させてい

ただいているが借用している関係上管理面にさまざまな制限がある。

史跡備中松山城跡の保護・保存及び公開活用を図っていくうえで，この相畑

城戸跡のもつ史跡としての重要性や特殊性を考慮すると，一刻も早い民有地の

公有化を進める必要がある。
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N 史跡備中松山城跡整備計画

ごの史跡保存管理計画を受けて，次年度からは史跡備中松山城跡の整備計画

を樹立し，その計画に添った史跡整備を図ってゆく予定であるので，ここでは

その基本的な考え方を述べておく。

1.史跡備中松山城跡の位置付け

史跡備中松山城の歴史や概要 及び現況と問題点等については，前述までの

項で述べたとおりであるが，一言で表すならば備中松山城は，市の象徴であり

市民の誇りともなっている貴重な文化遺産である。

また，現存する天守閣等の建造物だけでなく，史跡についても，県下有数の

自然環境を持つ臥牛山の中で，自然ととけあって重要な役割を果たしている。

ごういった状況の中で，文化財の保存活用としての意味だけでなく，高梁市

の今後の「まちづくり j も松山城ぬきに考える事はできない。

これらのことを総合して，今後の史跡備中松山城跡を，次のように位置付け

るごとカtで、きょう。

①史跡として後世に残していく歴史公園。

史跡を後世に永久に残していくための保存整備が必要であるが，整備を図

る上で，単に保存の手段を構じるだけでなく，親しみやすく，松山城の歴史

についても視覚的に体験学習ができるような史実に基づいた櫓・土塀等の復

元を含めた歴史公園的な整備を図る。

②自然と文化を考える場。

県下有数の臥牛山の自然、を守り伝えていくために，臥牛山全体の自然環境

を生かした安らぎの場，人間と自然の調和について考える場とする。

2.整備の基本方針

史跡備中松山城跡の整備にあたっては，次の基本方針に基づいて実施する

ものとする。

①史跡備中松山城跡は，永久に後世に伝えていかなければならない貴重な文

化財として十分認識し，その保護・保存を第一に考える。

②適正な活用・公開は，保護・保存のためにも必要なことであるから，遺構

の調査を進めながら 城跡の歴史性を認識できるよう史実に基づいた櫓・土

塀等の復元も含め環境の整備を行う。
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③環境の整備にあたっては，城跡の歴史性を認識できるよう文献・遺構の調

査を進めながら慎重に行うものとする。

④史跡備中松山城跡の整備は，山城であり県ド有数の自然林の中にあるとい

う特殊性に鑑み，その整備にあたっては常に文化財保護と自然保護を基本と

する必要があり，これらを阻害する整備は避けるべきである。
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藩
別
席

民
政
・
市
政
・
社
寺
兼
会
計
方

小

幡

七

之

進

馬

場

泰

右

衛

門

同
広
間
江

松
本
与
次
右
衛
門

キナ

岡

貞



大

ま佐

印

石

隼

慶
応
四
年
辰
正
月

桑

野

亀

~p 

金

外

記

~p 

子

備
前
守
様
御
家
老

議
木
若
狭
様
」

O
正
月
十
七
日

本
日
者
城
下
へ
進
軍
之
筈
之
処
、
抑
、
当
城
者
東
ハ
高
山
波
詩
之
如
ク
連
リ
、

西
ハ
高
梁
川
遠
ク
流
レ
来
リ
、

山
河
之
間
唯
一
条
之
道
路
ア
ル
而
巳
、
所
謂
一

夫
之
ヲ
守
レ
ハ
、
万
卒
攻
ル
不
能
之
要
害
ニ
テ
、
大
軍
之
駆
引
甚
自
在
ヲ
不
得

之
地
ナ
レ
ハ
、

不
得
止
大
手
ニ
ハ
相
当
之
守
兵
ヲ
置
、
惣
軍
捕
手
野
山
口
ヨ
リ

進
入
ス
ヘ
キ
軍
配
ナ
リ
、
然
ル
処
、

城
主
板
倉
伊
賀
兵
ヲ
帥
ヒ
、
浪
華
ヨ
リ
玉

島
港
へ
帰
着
之
由
注
進
ア
リ
ケ
レ
ハ
、
速
一
一
探
索
セ
シ
ム
ル
処
、

重
臣
熊
田
恰

初
百
余
名
玉
島
へ
帰
着
、
至
極
謹
慎
之
趣
ナ
レ
ハ
、
押
へ
ノ
兵
ヲ
残
シ
置
、
惣

督
以
下
順
々
野
山
口
へ
進
軍
ス
、
右
等
之
都
合
一
一
而
意
外
遅
刻
ニ
及
野
山
ニ
至

レ
ハ
日
既
ニ
没
ス
、
於
愛
、
無
止
山
々
峰
々
ニ
聾
ヲ
焼
、
諸
軍
一
同
野
陣
ヲ
張

/レ
O
正
月
十
八
日

払
暁
、
河
合
源
大
夫
・
久
岡
喜
源
太
先
発
シ
テ
、
城
下
ニ
至
ル
、
道
筋
各
所
一
一

郡
宰
及
村
役
人
共
、
何
レ
モ
上
下
脱
万
ニ
而
路
傍
ニ
迎
フ
、

城
下
入
口
ニ
ハ
郡

代
進
昌
一
郎
・
大
目
付
横
屋
譲
之
介
等
同
シ
ク
脱
刀
礼
服
ニ
而
出
張
致
シ
、
市

中
ハ
毎
戸
立
退
タ
ル
ニ
、
盛
砂
・
水
桶
等
ヲ
出
シ
、

町
奉
行
某
同
心
数
名
ヲ
召

連
テ
先
導
ス
、
直
一
一
城
門
ニ
至
ル
、
家
老
金
子
外
記
・
桑
野
亀
、

又
礼
服
脱
刀

ニ
而
左
右
ニ
迎
へ
、
式
台
ニ
ハ
取
次
両
人
迎
へ
テ
客
ノ
間
へ
案
内
ス
、
夫
ヨ
リ

家
老
・
用
人
順
ニ
出
テ
挨
拶
ア
リ
、
午
後
惣
督
初
諸
軍
追
々
着
陣
、
直
-
一
城
一
一

入
各
書
院
広
間
ニ
着
座
、
家
老
・
用
人
罷
出
、

一
応
挨
拶
之
上
大
石
隼
雄
城
地

目
録
及
(
欠
字
)

ヲ
広
蓋
一
一
載
セ
テ
持
出
、
之
ヲ
惣
督
ニ
呈
シ
歎
願
書
之
主
意

ヲ
述
テ
退
ク
、
畢
テ
惣
督
ハ
城
内
ニ
、
其
佑
ハ
下
陣
一
一
引
取
、
薄
暮
全
ク
引
渡

相
済
候
事

一
今
夜
人
質
板
倉
千
代
太
郎
官
杭
・
金
子
寛
人
程
説
梓
両
人
ヲ
受
取
、
岡
山
へ
護
送

ス
、
依
之

不
取
敢
如
左
御
届
書
差
出
サ
ル

過
日
、

以
童
日
付
御
届
申
上
候
、

以
後
家
老
伊
木
若
狭
其
外
番
頭
・
物
頭
等
備

中
江
出
張
為
致
、
松
山
城
取
囲
及
応
接
候
処
、

一
藩
謹
慎
朝
命
奉
戴
実
効
之
為
、

城
地
領
内
共
預
置
可
申
旨
申
出
候
処
、
征
討
之
義
被
仰
付
候
一
一
付
、
直
様
人
数

繰
込
、
松
山
城
受
取
落
城
相
成
候
段
注
進
申
越
候
問
、

不
取
敢
御
届
仕
候
、
委

曲
之
義
者
取
調
之
上
追
而
可
申
上
候
、
此
段
宜
様
御
執
奏
奉
希
候
、
以
上

正
月
十
八
日

備

少

1寺

第
弐(
慶
応
四
年
正
月
廿
五
日
)

(47) 

O
於
京
師
、
伺
書
並
御
下
知
之
次
第

一
松
山
城
之
義
、
御
裁
許
被
仰
出
候
迄
、
家
老
伊
木
若
狭
初
総
人
数
其
憧
差
置
、

領
分
末
々
迄
取
締
為
致
置
可
申
哉
之
事

御
付
紙

伺
之
通
可
相
心
得
、
尤
、
無
罪
之
万
民
困
窮
不
致
様
可
用
深
意
事

一
故
松
山
家
中
上
下
城
外
一
一
立
退
、
謹
慎
罷
在
候
者
共
へ
、
先
当
地
之
有
米
ヲ

以
扶
助
仕
居
申
候
事

向
上

伺
之
通
不
迷
路
頭
ニ
様
所
置
之
義
ハ
勿
論
、
衣
食
住
之
義
厚
手
当
可

有
之
事

(中

田各

一
城
付
之
武
器
尽
ク
頂
リ
置
申
候
、
非
常
之
節
臨
時
弾
薬
等
、
取
遺
候
而
モ
不

苦
哉
之
事

(中

略



日
の
覚

御
番
所
前
に
て
下
座
、
御
三
階
を
初
め
、
諸
所
の
御
櫓
へ
は
い
ら
れ
る
、
天
神

の
宮
御
参
詣
、
大
松
山
の
方
ま
で
御
一
覧

-
文
久
三
年
九
月
朔
日

御
山
城
詰
組
、
補
助
に
て
二
十
人
昼
夜
詰
切
に
相
成
る
、
付
て
取
次
役
一
人
、

歩
目
付
役
一
人
、
締
り
方
相
詰
候
ょ
う
仰
せ
出
さ
れ
る
、

よ
っ
て
是
迄
御
免
成

さ
れ
候
指
南
方
諸
芸
世
話
役
も
、
加
勢
の
出
番
に
相
成
り
、

十
五
日
よ
り
始
ま

り
申
候
、
尤
も
弁
当
取
り
は
仲
間
の
事

御
番
所
用
語
取
覚

夜
具
御
借
下
さ
れ
候
事

弁
当
取
り
、
仲
間
の
事

朝
五
ツ
時
交
替
、
昼
夜
持
切
り
、
翌
朝
五
ツ
時
交
替
の
事

み

そ

か

か

み

し

も

正
月
三
カ
日
麻
上
下
、
大
晦
日
当
番
の
者
上
下
、
弁
当
取
に
持
た
せ
候
事

武
芸
世
話
加
勢
の
向
も
、
御
山
城
当
番
程
は
、
相
勤
め
ら
れ
候(『
高
梁
市
史
』
)

五
J¥ 

松
山
征
討
始
末

第
壱
(
慶
応
四
年
正
月
)

O
去
ル
十
一
日
於
京
師
、
如
左
御
達
有
之
備

少

将

目IJ

備
中
松
山
板
倉
伊
賀
義
、
徳
川
慶
喜
反
逆
之
妄
挙
ヲ
助
条
、
其
罪
天
地
不
可
容

ニ
付
、
征
討
之
義
被
仰
付
候
、

旦
、
同
国
倉
敷
其
外
国
中
是
迄
徳
川
領
之
分
、

惣
而
没
収
可
有
被
仰
出
候
、
宜
軍
威
ヲ
厳
ニ
シ
、
速
ニ
可
奏
追
討
之
功
之
旨
、

御
沙
汰
候
事

正
月
十
一
日

追
而
、
備
中
国
中
徳
川
領
之
義
者
勿
論
、
徳
川
吏
卒
之
領
地
二
至
リ
、
惣
而
取

調
言
上
可
有
之
、
且
、
人
民
鎮
撫
偏
ニ
可
服
王
化
様
、
可
致
処
置
候
事

備

目リ

少

1守

征
討
被
仰
付
候
ニ
付
、
御
紋
御
旗
二
流
下
賜
候
事

正
月

O
伊
木
若
狭
へ
左
之
通
御
下
知

イヲ壬

木

若

狭

此
度
、
備
中
松
山
征
伐
被
仰
付
候
付
而
者
、
日
疋
迄
応
接
之
順
序
ヲ
改
、
早
々
軍

勢
ヲ
進
メ
戦
書
ヲ
贈
リ
討
懸
リ
可
申
、
若
、
致
降
伏
候
ハ
¥
領
内
ノ
砲
器
悉

ク
取
置
、
重
臣
ヲ
生
捕
兵
ヲ
城
中
へ
龍
メ
、
従
朝
廷
御
沙
汰
有
之
候
迄
諸
事
城

代
之
心
得
ニ
テ
、
備
中
国
内
猶
鎮
撫
可
被
致
候
事

但
、
服
王
化
候
様
御
沙
汰
モ
有
之
候
問
、
此
旨
厚
ク
相
心
得
、
加
鎮
撫
可
被

申
事

(46) 

O
正
月
十
五
日

(
弁
脱
力
)

惣
軍
進
ン
テ
湛
村
宿
ス
、
大
石
・
井
上
両
士
再
ヒ
来
リ
、
哀
訴
シ
テ
不
止
、
依

之
、
源
大
夫
並
若
狭
家
来
久
岡
喜
源
太
ト
共
ニ
松
山
一
一
領
芙
袋
村
へ
進
ミ
リ
右
両

士
井
一
冗
締
役
三
島
貞
一
郎
・
大
目
付
横
屋
譲
之
介
ヨ
リ
歎
願
書
ヲ
受
理
シ
、
且
、

一
般
恭
順
謹
慎
之
事
情
ヲ
具
ニ
承
リ
届
、
益
謹
慎
後
命
ヲ
可
待
旨
申
問
、

応

引
取
、
其
願
書
云

今
般
、
徳
川
前
内
府
不
奉
王
命
、
開
兵
端
及
軽
拳
暴
動
候
処
、
主
人
伊
賀
守
輔

佐
之
任
ヲ
失
ヒ
、
其
後
大
坂
表
ヨ
リ
脱
走
、
行
方
不
相
知
、
今
日
ニ
至
リ
候
テ

ハ
、
松
山
領
分
五
万
石
之
地
無
主
ト
相
成
、
家
来
共
其
憧
当
城
罷
在
候
テ
ハ
、

対
天
朝
奉
恐
入
候
処
、
依
朝
命
御
人
数
御
指
向
、
重
々
奉
恐
入
候
ニ
付
、

城
地

領
内
不
残
御
藩
江
御
預
申
上
、
御
指
図
之
地
江
引
退
、
謹
テ
御
裁
許
奉
待
候
問
、

万
端
宜
奉
願
候
、
依
テ
連
印
知
件



外
渡
方
藁
蔵

〆

一
代
官
役
所
土
蔵

〆

一
辻
巻
上
塩
蛸
蔵

一
小
高
下
山
塩
嫡
蔵

〆

一
町
口
御
番
所

一
青
木
御
番
所

一
辻
巻
御
番
所

〆
〆

御
門
数

〆

御
番
所
数

〆

御
土
蔵

御
根
小
屋

〆

御
長
屋

〆

塩
梢
蔵

〆

板

〆

a馬

五
六

御
目
付
覚

-
年
末
詳

明
何
日
、

但
し
三
間
に
二
間
ヅ
ツ

カ
所

日
疋
は
中
間
町
に
あ
り

カ
所

二
間
半

九
尺

{;七

尺尺

一
間
二
尺

閣
四
尺

間関

木
戸
幅
九
尺
聞
き

九三
尺間

問
問問十

二
カ
所

但
町
口
木
戸
共

十
カ
所

十
七

諸
役
所
土
蔵
共

外
一
ケ
所

渡
方
藁
蔵

但
中
間
町
に
あ
り

百
九
十
一
間
半

カ
所

橋

カ
所

場

カ
所

以
上

五
ツ
時
よ
り
、
御
本
丸
見
回
り
の
た
め
、
何
の
誰
、

(
『
高
梁
市
史
』
)

登
山
候
問
、

の
節
各
拝
見
仰
付
け
ら
れ
候
問
、

明
五
ツ
時
御
根
小
屋
へ
御
出
で
な
さ
る
べ
く

候
、
尤
も
雨
天
に
候
は
冶
、

日
送
り
致
し
登
山
候
問
、
左
様
御
心
得
な
さ
る
べ

ノ
¥
ユ
民
、

必
引
山
町

以
上

月

日

御
目
付

何
の
誰
殿

何
の
誰
殿

何
の
誰
殿

右
の
通
に
て
、
当
人
は
御
役
方
の
部
屋
前
に
て
、
拝
見
の
御
礼
を
聞
か
せ
申
候

ょ
う
申
し
達
し
相
済
み
候
は
冶
同
道
致
し
候
、
御
役
方
・
御
月
番
へ
罷
り
出

口
上
に
て
拝
見
御
礼
申
し
聞
か
さ
れ
候
段
、
申
し
達
候
事

-
嘉
永
四
年

殿
様
(
勝
静
)
御
奏
者
御
役
、
仰
せ
付
け
蒙
ら
れ
候
節
(
中
略
)
御
山
城
天
神

(45) 

御
三
階
へ
御
近
習
頭
御
代
参
、
御
役
方
登
山
、

下
山
の
上
御
用
部
屋
へ
恐
悦
申

上
る

(
『
高
梁
市
史
』
)

五
七

御
取
次
格
覚

-
天
保
十
四
年
五
月
十
六
日

殿
様
(
板
倉
勝
職
)
御
参
り
に
付
、
御
発
駕
遊
ば
さ
れ
候
節
、
御
本
丸
当
番
、

井
上
東
一
郎
(
近
習
頭
)
相
当
り
候
に
付
、
御
目
付
中
へ
問
合
せ
申
さ
れ
候
処
、

御
発
駕
登
山
い
た
し
候
ょ
う
、
聞
き
申
さ
れ
、
則
ち
今
日
暁
六
ツ
時
御
供
揃
に

て
、
四
つ
時
過
、
御
機
嫌
よ
く
御
発
駕
遊
ば
さ
れ
候
て
、
登
山
こ
れ
有
り
候
事

-
天
保
十
五
年
九
月
十
七
日

其

若
殿
様
(
新
十
郎
、
後
の
勝
静
)
御
登
山
遊
ば
さ
れ
候
節
の
覚

か
み
し
も

前
日
御
目
付
中
よ
り
、
裏
付
上
下
着
用
、
罷
出
で
候
ょ
う
触
れ
参
り
候
御
登
山



地
形

一
御
米
蔵

一
御
番
所

一
坂
口
聞
き
御
門

〆

東
西
十
五
問

南
北
七
卜
六
間
T東

棟

十
七
間

三
間
半

五
戸
斗
則

八
戸
前

四
戸
前

幅
二
間
五
尺

地
形
御
米
蔵
向
御
旗
組
大
組
御
武
具
蔵

一
御
土
蔵

〆一
御
根
小
屋
裏

御
根

屋
上

一
御
根
小
屋
上

〆一
釜
屋
・
物
置

長
一
大
工
小
屋

一
木
挽
小
屋

一
中
間
部
屋

一
門
長
屋

土

棟

一
卜
五
間

一間

棟

十
四
間
半

三
間

三
間
半

九
尺

東
西
卜
二
間
半

南
北
九
間
半

十
一
間
半

三
間
半

作
事
方

屋蔵
t来

一
一
一
戸
中
削

開
御
門

但
渡
方
脇
世
戸
奥
に
あ
り

御
武
具
方
前

，馬
場

南
北
五
十
二
間

幅
四
間

坂
口
腕
木
開
御
門

四八
問問間寸

聞

と七
間間

二七
問問間間

二五
間間棟

五
間
二
問

〆一
南
御
門

一
同
御
番
所

一
御
門
菌
瓜
橋

〆

一
惣
御
門

一
同
御
番
所

一
御
門
外
板
橋

〆

棟

間間

幅
一
丈
一
尺

九二
尺陪

幅
三
間
三
尺

幅
二
間
二
尺

幅
三
間
半

横
二
間

間間
半

長
四
間
五
尺

幅
二
間
三
尺
五
寸

一
惣
御
門
前
御
米
蔵

〆

一
不
明
御
門

幅
二
間
半

〆
御
厩
，馬
場

土
蔵〆

一
御
厩
脇

一
同
御
番
所

〆

一
御
勘
定
所
土
蔵

〆

一
渡
方
土
蔵

内

幅
一
丈
一
尺

五
十
問

団
関

但
三
十
五
匹
立

九
十
間

幅
五
間
一
カ
所

川
端
口
御
門

間間
半

カ
所

カ
所

ケ

所

奉
行
方

十
間
二
間
半

一
二
戸
前
…

一五
間間

幅
一
丈
一
尺
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川
端
丁



中
太
鼓
平
御
櫓

〆

下
太
鼓
平
御
櫓

〆
〆
三
重
御
櫓

〆
二
重
御
櫓

〆
平
御
櫓

〆
御
門
数

〆
番
所
数

〆
土
〆
掛
〆
挟

〆
柵
〆
塵

〆
控
〆
水

三五
問問

南
方
向

御
根
小
屋

三五
問問

地
形

東
西
八
十
一
間

南
北
五
十
川
問
予

南
方
向

一
御
玄
関
前
御
門

一
同
所
腰
掛

一
同
所
御
番
所

十

両
太
鼓
共
)

以
上

横幅 横幅
二五 二四
間間 間間
子 半半

、一一一一一~ーーーー-'

棟

二
間
九
尺

一
同
所
御
長
屋
打
廻
百
二
十
間

ハ
匹
立

御
山
城
下
坂
口
御
門
共
十

間
梁

御
山
城
下
番
所
共

五

但
右
の
内
に
厩
有
り

幅
二
間
半

t扉

百
八
十
七
間
四
尺
五
寸

一
御
居
間
御
土
蔵

一
御
作
事
よ
り
出
る
聞
き
御
門

四
間
二
間
二
尺

塀

二
百
五
十
五
間
一
尺

一
中
御
門

間

三
百
五
十
六

一
御
番
所

コ

リ

百

十

川

弓

吋

r二
百
四

l
二
鉄
砲

一
物
頭
番
所

二
十
六
間
四
尺
五
寸

腰
掛
共
に

落

十
八

一
御
長
屋

に主
i
品
川
・

百
四
十
五
本

御
武
具
方

，~刀
4田

五
カ
所

地
形

東
西
十
七
間
四
尺

南
北
四
十
五
間
三
尺

一
御
土
蔵

四
十東

一
大
手
御
門
よ
り
水
子
御
門
迄

棟

二
町
四
十
三
間

十
四
間
半

二
閣

棟

十
間一間

一
大
子
御
門
よ
り
中
太
鼓
迄一

町
四
十
六
間

棟

八
間
半

二
間
半

棟

五
間
半

二
間
半

一
大
手
御
門
よ
り
下
太
鼓
迄五

町
四
十
五
間

一
御
長
屋

一
大
手
御
門
よ
り
坂
下
御
門
迄

〆

十
二
町
六
間

御
米
蔵
棟 幅

四
問

横
一
間

九三
尺悶

ー
一
間
間

、一一一~ー-'

棟

十
三
間
半

一
一
間

三
二
戸
中
削

一二一一
Y
4削

二戸
4

別

一
一
戸
中
則

一
十
七
間

一間

T来

棟

(43) 



十
平
御
櫓

掛
塀

土
塀

控
柱

挟
間

協
手
御
門

〆

黒
御
門

掛
塀

土
塀

控
柱
挟
間

墜
落

柵四
平
御
櫓

〆

御
門

土
塀

掛
塀

挟
間

控
柱

〆

里
山
御
門
の
内

厩
曲
輪

グ〉

丸

間間

東
方
向

十
間
二
尺

二
間
三
尺
五
寸

八山
本

十
四

内
組
十

幅
一
丈

幅

間

三
十
二
間
半

三
間
五
尺

十

本

四
十

寸

1
九
弓

Hr三
卜
一
鉄
砲

カ
所

一
間

五
間
二
間

西
方
向

幅
八
尺

腕
木
門

十

間
十

間

二
十
五

司
J

九
弓

吋

v
l
Eハ
鉄
砲

二
十
四
本

黒
門
よ
り
大
手
御
門
迄

空
地

上
御
番
所

足
軽
番
所

土
塀

桂ト
塀

挟
間

控
柱

塵
落

足
軽
箱
番
所

二
平
御
櫓

三
平
御
櫓 東

西
十
四
閑

南
北
十
二
間

三
十
八
間
半

十
八
間

内
路
地四
十
六

九
本

四
カ
所

大
手
一
の
御
櫓
門
カ
所

水
溜

柵

〆

大
子
御
門
外

土
塀

挟
間

柵

〆

f~P 
山
城
下

坂
口
御
門

同
御
番
所

〆

十
間

十
八
間
半

十
J¥. 

十

間

三五
問問

五
間
二
間一

間
ド

九
尺

二
間
半

九
尺 間間

ド

西
方
向

北
方
向

門
)
あ
り

幅

尺

司
d
l五
弓

H
Y
三
十
一
鉄
砲

一
間
四
方

東
方
向

間間

西
方
向

十
間
二
間
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北
東

司
J

四
日

吋
ド
ト
同
鉄
砲



表
御
門

幅

丈

右
表
御
門
外

土
塀
八
間
一
尺

幅
三
尺
路
地
門
有

三
重
御
櫓
下

同
御
門
外
坂

坂
上

但
引
戸

腕
木
御
門

聞
き

但
幅
壱
丈

此
掛
塀
石
川
様
の
代
に
崩
し
取
り
こ
れ
あ
り
、
御
交
代
の
節
、
急
に
掛
替

掛
塀
九
間
半

東
の
門

引
戸

え
御
渡
し
な
さ
れ
候
由
、
其
後
風
雨
に
て
倒
れ
候
に
付
其
節
崩
し
取
る

幅

丈

土
塀

七
十
間
二
尺

掛
塀

二
十
三
間
五
尺

挟
間

五
十
四

塵;控
落E柱

九
本カ

所

御
三
階
下

雪
隠

* ，'$.TJ 4田
壱
カ
所

〆

之
丸

空
地

東
西
二
十
三
間
半

南
北
ト
六
間

二
の
御
門

五
間

ヨ1
6

十
九
日
『

U
Y
二
十
三
鉄
砲

カ
所

イ旦

仕
切

南
方
向

間

相~t 平
子め
て御
御
門櫓
よ
り

グ〉

丸
迄
掛
塀

百
三
十
五
間

〆〆〆

土
塀

尺

寸

控
柱

七
十
五
本

挟
間

百
三
十
五

塵
落

十
八
カ
所

雪
隠

カ
所

日IJ

掛
塀

* 溜
二
カ
所

後
曲
輪

九
平
御
櫓

土
塀

二
十
四
間
四
尺

棚

間

尺

挟
間

十

水
子
御
門
脇

土
塀

ハ
間
二
尺

挟
間

御
門
上
棚

水
子
御
門

御
番
所
* 'J広刀
4田

カ
所

御
門
外
土
橋

水
子
御
門
内

司
J

四
十
五
弓

同
ド
九

i
卦
砲

五

士

刀

三

間

I
i
d
1
A
R
E
尺

四
間

問問

東
方
向

」
司
コ
八
弓

!日

Y
十
三
鉄
砲
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内
三
間
御
門
外

H
1
一
弓

H
r
二
鉄
砲

七
尺
五
寸

幅
八
尺
五
寸

但
腕
木
門

ヲl
戸

問問

長
五
間

巾
一
間十

の
櫓
よ
り
揚
子
御
門
迄



哉
、
如
何
承
度
存
候

一
、
被
入
御
念
預
一
不
恭
奉
存
候
、
貴
様
御
在
番
ニ
て
御
座
候
ハ
¥
幸
之
儀
日
々

隙
ニ
て
罷
在
候
問
、

以
参
け
い
こ
可
仕
も
の
と
又
之
丞
と
者
申
暮
事
御
座
候
、

先
者
従
日
疋
以
書
状
申
入
候
、
品
々
申
入
候
、
此
節
御
用
も
候
ハ
、
可
被
仰
下
候

恐
憧
謹
言

(
元
禄
七
年
)

三
月
廿
一
日

大
石
内
蔵
助

近

源
八
様
江

(
花
押
)

(
津
山
市

斎
藤
達
太
郎
氏
蔵
)

五

足
軽
頭
之
覚
(
抜
草
)

，-L，・

疋ミ

一
、
番
人
御
定
の
通
無
悌
怠
相
勤
べ
く
候
、
兼
て
申
付
置
候
旨
堅
相
守
べ
き
事

一
、
御
番
所
交
代
の
義
、

五
日
っ
、
詰
切
番
に
仕
、
番
代
の
節
諸
事
申
通
諸
道
具

等
入
念
引
渡
申
べ
く
候
、
御
門
番
所
不
明
様
に
致
除
詐
り
相
詰
出
入
の
義
入
念

相
改
申
べ
き
事

一
、
御
本
丸
御
曲
輸
の
内
朝
夕
二
度
つ
冶
見
廻
り
申
べ
く
候
、
若
相
替
の
義
有
之

候
は
¥
御
番
家
へ
申
達
、
措
又
右
の
旨
惣
御
門
日
行
司
共
迄
申
越
べ
く
候

火
の
元
の
義
大
切
に
仕
る
べ
き
事

右
の
通
堅
相
守
べ
き
者
也

延
享
一
万
年
子
六
月

足
軽
頭

山
城
大
手
御
番
所

(
高
梁
市
立
図
書
館
蔵
、
写
本
)

五
回

足
軽
頭
之
覚
(
抜
草
)

r'-> 

疋三

一
、
番
人
御
定
の
通
り
無
慨
志
相
勤
べ
く
候
、
番
替
の
節
御
道
具
共
相
改
申
べ
し
、

兼
て
申
付
置
候
旨
堅
相
守
、
代
の
刻
限
無
相
違
様
に
仕
べ
く
候
、
火
の
元
入
念

大
切
に
仕
べ
き
事

一
、
御
山
城
へ
罷
通
ら
れ
候
御
番
の
家
等
、
御
目
付
中
よ
り
差
出
さ
れ
候
書
付
の

外
無
断
通
間
敷
事

右
の
通
堅
相
守
べ
き
者
也

延
享
一
冗
子
年
六
月

足
軽
頭

山
城
上
り
口

御
番
所

(
高
梁
市
立
図
書
館
蔵
、
写
本
)

五
五

御
山
城
・
御
根
小
屋
相
改
候
覚

寛
延
二
年
四
月
相
改
候
覚

御
本
丸

一
空
地

東
西
ト
間
半

南
北
十
七
間
二
尺

(40) 

二
二
重
御
櫓

七
閣
六
間
半

坤
方
向
(
南
西
)

御
装
束
之
間

九三
尺問

上
ノ
重

三凹
間間

知
叩
性
斗
直
且

j
J
4
4
 
問問

一
八
平
御
櫓

九八 三三
尺間 間間

乾
方
向
(
北
西
)

同
廊
下

五
平
御
櫓

問閣

坤
方
向

ハ
平
御
櫓

二五
間間

坤
方
向

同
廊
下

九四
尺問

七
平
御
櫓

間関

西
方
向

二
重
御
櫓

四
間
二
間
半

上
ノ
重

一
間
半
間



内
二
人
定
番

以
上

(
高
梁
市
立
図
書
館
蔵
、
写
本
)

五

赤
穂
藩
家
老
大
石
内
蔵
助
書
状

去
る
十
五
日
之
貴
札
着
拝
見
、
先
以
殿
様
益
々
御
機
嫌
好
被
成
御
座

十
五
日

月
並
之
御
礼
被
為
請
、
御
同
意
奉
恐
悦
候
、
宜
ハ
元
無
御
別
義
弥
御
家
内
御
堅
固

御
座
候
旨
、
珍
重
奉
存
候
、

先
頃
者
御
袋
様
息
女
様
初
め
留
守
へ
御
越
候
へ
共
、

何
之
御
馳
走
不
申
入
御
残
多
存
候
、
乍
御
恐
又
々
御
越
候
様
一
一
可
被
成
候
、
御

息
女
様
御
婚
礼
之
日
限
来
月
十
二
日
ニ
相
究
り
目
出
度
御
大
慶
察
存
候
、
右
一
一

付
月
岡
治
右
方
迄
先
日
以
書
状
申
入
候
旨
被
仰
候
御
紙
面
之
趣
、
誠
二
入
御
念

候
義
ニ
御
座
候
、
将
又
、
池
田
主
水
儀
御
承
知
之
不
仕
合
ニ
付
、
其
元
思
召
致

遠
慮
申
候
、
御
婚
礼
之
節
御
見
舞
申
入
有
度
旨
、
御
聞
被
成
候
而
被
仰
下
候
趣

致
承
知
候
、
其
一
冗
少
も
御
構
無
御
座
候
由
ニ
御
座
候
ハ
¥
御
書
中
之
通
可
仕

申
遣
候
へ
と
も
、
御
存
知
之
通
不
仕
合
者
之
義
一
一
候
故
、
何
れ
遠
慮
可
仕
も
難

斗
と
存
候
、

一
、
拙
者
留
守
御
座
候
義
被
掛
御
念
被
仰
間
余
存
候
、
度
々
御
見
廻
候
態
々
之
義

ニ
て
申
越
不
浅
奉
存
候
、
度
々
御
礼
も
不
得
申
候

一
、
安
元
無
別
事
、
在
番
候
衆
中
末
々
迄
無
着
候
、
拙
者
義
無
事
相
勤
、
乍
慮
外

可
御
心
安
候
、

又
之
丞
参
舎
申
候
而
、
其
元
御
噂
有
之
申
事
も
御
座
候
、

一
、
愛
一
冗
御
城
付
武
具
相
記
し
、

か
な
て
子
二
丁
、
塩
鶴
一
羽
御
座
候
由
御
聞
及
、

鶴
之
儀
御
不
審
思
百
者
御
尤
と
御
座
候
、
塩
鶴
之
儀
拙
者
も
曲
目
而
不
存
候
、
御

書
中
ニ
て
了
簡
い
た
し
見
申
候
へ
者
、
鶴
之
は
し
之
御
間
違
ニ
て
無
御
座
候
哉
、

鶴
之
は
し
と
申
候
て
、

石
な
と
割
普
請
ニ
入
用
之
道
具
と
承
り
申
候
、
此
義
多

ク
可
在
御
座
哉
と
存
候
、
塩
鶴
之
沙
汰
不
承
候
、
左
様
御
心
得
可
被
成
候
、
何

方
よ
り
御
聞
被
成
候
哉
、
様
子
承
度
存
候
、
夫
々
嬉
し
候
て
追
而
詮
索
尋
見
申

度
候
、
御
城
付
武
具
者

番
具
足

十

足
軽
具
足

五
十

鉄
砲
道
具

五
十

鑓

五
十

此
通
引
渡
し
請
取
候
一
一
覚
候
、
此
外
帳
は
し
書
ニ
て
鍬
五
十
、

は
し
こ
、
金
棒
、

た
る
少
々
在
之
候
由
、
此
内
ニ
右
之
鶴
は
し
も
御
座
候
哉
、
立
(
段
分
明
ニ
覚
不

申
候
、
材
木
、
竹
、
縄
等
、

少
々
蔵
ニ
在
之
候
、
日
疋
も
引
渡
一
一
て
出
在
合
候
旨
、

役
人
申
開
候
、
御
城
付
米
な
ど
者
、
前
々
よ
り
無
之
候
而
、
此
度
も
一
粒
も
無

ん
ノ
三
矢
、
右
武
具
ハ
山
下
ニ
ヤ
ン
キ

」ベ
A
ド

高

ニ

押

堕

陣

一
、
安
一
冗
御
城
絵
図
、
其
元
前
掛
御
目
候
絵
図
を
以
而
引
合
申
候
所
、
大
形
者
相

違
無
御
座
候
、
乍
然
城
中
水
之
子
一
ケ
所
も
無
之
候
、
下
水
之
溜
桶
な
ど
二
、

三
ケ
所
在
之
候
へ
共
、

(39) 

用
水
ニ
者
、
成
か
た
く
候
、
図
ニ
在
之
候
通
ニ
水
之
子

門
之
前
掘
切
橋
之
先
ニ
小
キ
井
戸
在
之
候
、
日
疋
も
城
外
口
ニ
て
御
座
候
、
大
池

者
城
よ
り
五
、

七
町
、
十
町
斗
も
可
在
之
候
様
一
一
存
候
、

坂
越
候
而
事
外
へ
た

た
り
申
事
候
、

城
中
自
由
ニ
用
水
ニ
者
成
間
敷
体
と
相
見
へ
申
候
、
勿
論
右
之

大
池
ハ
長
十
四
、

五
問
、
横
四
、

五
間
ほ
と
ニ
て
深
さ
壱
丈
余
も
在
之
候
様
ニ

候
、
内
ニ
小
船
在
之
候
、
是
者
、
塵
芥
取
候
為
と
申
候
、
池
之
上
ニ
屋
根
致
し

候
而
丈
夫
ニ
御
座
候
、

如
何
程
之
日
照
一
一
て
候
へ
と
も
、
此
水
乾
申
事
無
之
由
、

随
分
津
山
成
水
ニ
者
御
座
候
へ
共
、

城
外
ニ
て
各
別
通
り
不
申
候
、
勿
論
城
中

よ
り
見
通
り
な
と
、
見
へ
申
儀
ニ
も
無
之

一
、
二
坂
程
越
候
而
彼
方
ニ
右
之

池
在
之
候
、
此
外
一
一
者
近
辺
一
一
水
之
手
井
戸
な
と
も
相
見
え
不
申
候
、
定
而
書

細
又
之
丞
よ
り
可
申
入
と
存
候
、

城
内
普
請
者
随
分
念
入
丈
夫
成
儀
、
こ
と
ニ

山
城
一
一
而
者
内
曲
輪
な
と
打
開
ら
き
出
来
る
様
相
見
へ
候
へ
共
、
拙
者
儀
不
案

内
故
、
善
悪
之
程
者
見
分
仕
難
く
候
、
水
之
子
右
之
通
ニ
而
も
不
苦
も
の
と
候



南
之
門

惣
門

城
付
武
具
引
渡

内
山
下
屋
敷
引
渡

辻
巻
足
軽
屋
敷
引
渡

米
蔵
番

城
坂
口
番

棒

四
本

十両

橋

中
之
門

E: ノ、

衛

ノ、

小

島

伝

右

衛

門

足
軽

五
人

昼員

人

大
川
端
四
軒
屋
之
下

三
道
具

幕棒

本

開I
ロ
ヰ勿

門

矢

島

惣

左

衛

門

近

松

ム

ノ、

高力

足
軽

五
人

重員

人

小
高
下
塩
硝
蔵

三
道
具

小
高
下
番
三
ケ
所

幕棒

四
本

猿
谷
番
二
ケ
所

三

木

団

右

衛

門

下

石

平

右

衛

門

猿
谷
番
二
ケ
所

足
軽

人

大

久

蔵

大
池
番
二
ケ
所

{呆

十

葛

野

E力

占

52三
口

之

足
軽

人

城
外
堀
切
番
二
ケ
所

番
足
軽
小
姓

足
軽

人

地
久
番
二
ケ
所

棒

本

足
軽
二
人

午
追
谷
番
弐
ケ
所

棒

本

足
軽

人

言員

人

棒

本

足
軽

人

ト
百
円
''・↓
nvt

人

棒

本

足
軽

五
人

E員

人

一
二
世
渇
旦
一
ハ

幕足
軽

人

足
軽

六
人

(38) 

内
二
人
定
番

足
軽

四
人

内
二
人
定
番

足
軽

四
人

内
一
人
定
番

足
軽

四
人

内
一
人
定
番

足
軽

四
人

内
一
人
定
番

足
軽

四
人

内
一
人
定
番

足
軽

四
人



之
丸

水
之
子

矢
倉
改
役

広
間

不
明目頁

壱
人

長
柄
ノ
者
五
人

不
明
弓

五
張

鑓

五
本

不
明

三
道
具

棒

本

牧

左

門

居
屋
敷
引
渡

衛

市

足
軽

屋
敷
台
所
番

人

E頁

人

玄
関
前
之
門

幕棒

本

進

藤

i原

四

良日

足
車王

五
人

頭

人

一
二
世
迫
旦
一
ハ

幕棒

本

横
目

人

伴

見

七

下
之
門

竹

内

治

郎

右

衛

門

足
軽

人

外

村

源

左

衛

門

野

瀬

兵

衛

j章

田

又

久

傍

島

次

郎

兵

衛

松

井

庄

右

衛

門

大

石

i原

蔵

柴

山

茂

左

衛

門

高

根

沢

内

蔵

勝

目

新

左

衛

門

木

十す

イ罪

助

別

野

蔵

新

歩
行
小
姓
五
人

藤

井

彦

四

i!~ 

足
軽

拾
人

(37) 

重員

壱
人

長
柄
之
者
五
人

鉄
石包

五
挺

弓

五
張

鑓

五
本

三
道
具

幕棒

四
本

大

木

九

郎

右

衛

門

足
軽

五
人

E長

壱
人

幕



御
在
番
中
御
家
中
之
面
々
居
所
之
儀

右
四
ケ
条
最
前
小
四
郎
様
内
匠
様
よ
り
御
指
図
之
通
先
便
に
申
上
候
に
付
、

此
度
窺
不
申
候

。
正
月
十
日
堀
部
弥
兵
衛

御
当
使
様
へ
窺
覚

内
匠
頭
殿
松
山
へ
御
着
は
両
人
参
着
翌
日
と
先
は
可
被
相
心
得
、
乍
然
松
山

城
下
混
乱
に
も
可
有
候
哉
、

且
又
二
月
六
日
、

七
日
頃
此
番
人
こ
こ
も
と
発
足

に
成
、
二
月
十
九
日
に
松
山
へ
参
着
候
は
、

翌
廿
日
は
御
精
進
日
に
松
山
へ
内

匠
頭
殿
御
参
着
は
い
か
か
に
て
候
問
、

城
御
受
取
廿
一
日
早
朝
に
松
山
へ
御
着

候
て
可
然
候
、

と
か
く
宜
様
に
御
相
談
可
申
候

御
墨
印
御
項
戴
御
誓
紙
之
事
、
此
後
御
用
被
仰
付
候
節
被
仰
出
候
は
早
々
お

知
せ
可
申
候
、

か
っ
か
、
り
ノ
儀
も
御
墨
印
之
寸
法
可
申
聞
候

御
墨
印
御
返
上
ハ
御
在
所
へ
御
帰
江
戸
へ
以
使
者
可
被
指
上
先
格
と
覚
申
候
、

使
者
柄
等
水
谷
隼
人
正
殿
御
間
合
せ
候
、
弥
兵
衛
申
上
候
、
右
御
墨
印
御
項
戴

之
御
衆
様
方
麻
上
下
御
着
候
哉

御
項
戴
之
御
方
も
此
方
も
上
下
着
候

土
屋
相
模
守
殿
御
加
筆
之
通
に
候
へ
は
、

翌
日
御
一
逗
留
早
速
御
帰
可
然
存
候
、

内
匠
頭
殿
御
一
逗
留
之
内
、
若
御
家
来
に
出
入
出
来
候
て
ハ
不
宜
候
、
在
番
之
御

家
来
斗
に
て
出
入
有
之
候
分
は
、
内
匠
頭
殿
御
為
に
軽
く
可
有
之
候

内
匠
頭
殿
一
日
御
逗
留
に
で
も
水
谷
殿
居
宅
に
可
被
成
御
座
候
、
御
家
来
を

指
置
候
事
御
無
用
候
、
家
老
ハ
其
長
屋
被
指
置
候
事
口
か
る
ま
し
く
候
、
其
外

侍
明
屋
敷
可
然
候

御
請
取
之
方
へ
は
承
合
事
も
御
指
図
申
事
も
さ
の
み
無
之
候
、
渡
し
方
へ
は

品
々
有
之
む
つ
か
し
く
候

此
後
、
段
々
御
相
談
可
申
候
、
其
元
へ
の
心
入
と
申
候
に
は
無
之
候
、
其
一
冗

此
方
首
尾
よ
き
様
一
一
と
存
て
ノ
事
候

一
一
月
廿
四
日
過
に
我
等
共
参
着
候
様
に
引
払
え
左
右
有
之
候
へ
ハ
、

公
儀
御

精
進
日
ニ
構
無
之
、
其
元
も
此
方
も
よ
く
候
へ
共
、
此
段
難
斗
候

両
人
御
暇
早
ク
被
出
候
付
、
引
払
注
進
遅
候
て
ハ
如
何
一
一
候
、
相
知
候
は
早
々

御
し
ら
せ
給
候
へ
と
被
仰
候
、
己
上
此
方
に
て
御
直
に
成
共
先
達
て
成
共
御
相

談
被
遊
可
然
候

江
戸
申
上
候
書
付
写

城
御
請
取
の
刻
、
鉄
砲
一
一
玉
く
す
り
込
、
火
縄
ニ
火
を
付
候
様
可
被
仰
付
哉
、

前
か
た
御
窺
之
事

御
城
御
請
取
之
刻
、
大
子
一
方
よ
り
御
人
数
御
入
可
被
成
哉
、
御
伺
ひ
之
事

御
城
御
請
取
之
節
御
城
内
へ
何
迄
御
馬
上
に
て
御
越
可
被
成
候
哉
、
御
伺
ひ

之
事御
城
在
番
に
付
、
御
盤
一
昌
紙
被
遊
儀
ニ
候
哉
、
此
段
御
目
付
衆
へ
御
対
談
之
節

に
で
も
前
か
た
に
で
も
御
尋
可
被
遊
哉
之
事

(36) 

御
墨
印
御
頂
戴
被
遊
儀
に
候
は
¥
御
返
上
之
儀
御
相
談
可
被
遊
候
事

右
之
外
は
、
於
其
元
御
目
付
衆
へ
御
相
談
被
遊
可
然
御
申
談
相
伺
不
申
候
、

然
処
ニ
段
々
右
之
御
指
図
之
趣
に
候
へ
は
、
右
之
外
御
伺
ひ
に
及
申
ま
し
き
と

奉
存
候
、
御
堂
=
一
一
紙
、
御
墨
印
之
儀
ハ
次
て
御
座
候
て
口
上
に
て
伺
申
候
処
ニ
、

小
四
郎
様
思
召
し
御
間
御
伺
ひ
の
書
付
ニ
申
上
候
己
上

(
高
梁
市
立
図
書
館
蔵
、
写
本
)

五

浅
野
内
匠
頭
様
御
中
松
山
御
城
御
請
取
之
節
御
役
付
覚

Aムι
見

山
城

岡

林

助

オミ
ニ工二

之

用
人

追
子

月
岡
治
石
衛
門



目
、
或
は
十
四

五
日
も
先
へ
用
人
役
人
な
ど
被
遣
、
所
々
様
子
間
合
、
出
羽

守
殿
家
来
示
合
、
尤
兵
根
鳥
飼
料
な
と
用
意
被
仰
付
可
然
候

城
御
請
取
之
目
、
内
匠
頭
殿
に
は
御
手
廻
り
之
人
数
斗
に
て
城
へ
御
入
可
被

成
候
、
其
節
両
人
も
御
同
道
申
城
内
へ
入
可
申
候
、
内
匠
頭
殿
御
跡
へ
続
城
内

番
所
/
¥
可
被
指
置
候
、
子
く
は
り
の
人
数
斗
行
列
に
て
城
内
混
雑
可
仕
候

城
御
請
取
の
前
日
御
対
面
之
諸
事
可
被
仰
談
と
被
仰
候

御
人
数
二
旦
二
日
も
御
先
へ
御
勝
手
次
第
段
々
可
被
遣
候
、

不
及
申
横
柄
に

無
之
様
可
被
申
付
候
、
水
谷
殿
家
来
は
い
さ
ま
し
き
鉢
に
て
有
之
由
候
問
、
御

い
た
は
り
之
駄
に
可
然
候

も
し
篭
舎
囚
人
な
ど
有
之
候
共
御
請
取
候
事
必
御
無
用
候
、
日
疋
は
代
官
衆
の

さ
い
は
い
に
て
候

御
墨
印
御
項
戴
御
誓
紙
之
事
窺
申
候
へ
は
、
此
両
事
は
御
老
中
様
方
へ
も
御

伺
御
無
用
候
、
憶
に
思
刀
口
、
内
匠
頭
殿
へ
被
仰
付
候
上
ハ
、
御
誓
紙
詞
に
及
間

敷
候
様
存
候
、
気
を
付
候
て
其
通
成
候
へ
は
い
か
が
に
候
、
今
迄
当
人
方
へ
何

の
御
沙
汰
も
不
承
候

正
月
三
日
御
上
使
よ
り
弥
兵
衛
、
喜
六
方
へ
御
手
紙
に
て
被
仰
付
候
写

拙
者
共
御
暇
被
下
候
へ
共
、
前
か
た
具
申
談
通
、
出
羽
殿
家
来
共
よ
り
左
右

有
之
、
其
一
疋
へ
申
談
、
規
発
足
相
究
申
候

松
山
に
て
城
地
請
取
之
前
、
内
匠
頭
殿
御
座
所
は
侍
屋
敷
、

又
は
町
屋
御
見

A
口
御
二
倍
、

城
地
御
請
取
分
以
後
は
城
内
出
羽
守
殿
居
被
申
候
所
に
御
一
退
留
之

内
御
座
候
而
可
然
儀
ニ
候

内
匠
頭
殿
御
在
所
へ
御
帰
己
後
は
、
在
番
の
御
家
来
中
は
出
羽
守
殿
居
被
申

候
所
ハ
少
々
御
遠
慮
候
而
、

頭
立
候
衆
ハ
城
外

城
内
其
外
長
屋
等
も
候
は
ず
、

よ
り
番
被
勤
可
然
候

城
内
出
羽
守
殿
居
被
申
候
所
斗
に
て
外
長
屋
等
も
無
之
、
頭
立
候
衆
住
居
難

成
候
は
城
外
住
居
、
番
ニ
相
勤
候
て
可
有
之
候
、
先
日
右
之
段
々
申
候
へ
共
紛

可
申
哉

と
く
に
序
申
入
候

大
形
何
時
分
松
山
仕
廻
可
申
と
申
来
候
は
、
槻
御
用
承
発
足

彼
地
参
着
、

中
一
日
逗
留
、
着
之
日
三
日
目
城
地
引
渡
申
事
候

内
匠
頭
殿
御
着
は
、
拙
者
共
着
之
翌
日
朝
よ
り
昼
迄
の
内
御
着
被
成
候
、
諸

事
御
相
談
仕
儀
御
座
候
、
己
上

正
月
二
日

駒
井
内
匠

堀
小
四
郎

。
正
月
九
日

御
両
所
様
へ
窺
申
候
覚

宣
豆
ハ

在
番
之
人
数
残
置
候
節
御
目
付
中
様
夫
々
御
図
被
成
候
て
可
有
御
座
哉
之
事

御
目
付
中
構
無
之
候
、
水
谷
殿
先
格
之
通
番
人
被
指
置
候
て
可
有
之
候
、
夫

と
て
も
見
斗
ニ
可
被
指
置
候
由

城
内
破
損
修
覆
之
事

(35) 

在
番
之
御
家
来
被
指
置
候
所
、

少
々
ノ
破
損
は
可
被
仰
付
と
存
候

町
在
一
一
仕
置
ノ
儀
御
代
官
衆
よ
り
仰
付
儀
一
一
御
座
候
哉
之
事

町
在
に
仕
置
之
儀
ハ
御
代
官
中
被
申
付
候

内
匠
頭
家
来
之
者
居
徐
候
侍
屋
敷
は
御
代
官
衆
よ
り
番
人
被
指
置
儀
御
座
候

哉
之
事

御
代
官
よ
り
町
人
指
置
候

城
付
之
米
穀
等
改
請
取
御
代
官
中
へ
引
渡
申
儀
に
可
有
御
座
哉
之
事

城
米
有
之
候
へ
ば
御
在
番
へ
御
請
取
、

重
て
城
主
に
仰
付
候
節
御
引
取
之
事

候
、
其
外
之
米
蔵
は
御
代
官
支
配
に
て
候

殿
様
松
山
に
御
、
滞
留
之
内
御
座
所
之
儀

城
御
請
取
被
遊
候
節
目
限
之
儀

城
付
之
武
具
之
儀



横
山
孫
兵
衛
殿

(
堺
)

御
代
官
境
よ
り
御
越

今
井
七
郎
兵
衛
殿

御
勘
定
衆

同
断
京
よ
り
御
越

稲
野
喜
右
衛
門
殿

平
岡
吉
左
衛
門
殿

右
之
通
以
御
書
付
正
月
十
三
日
御
渡
之
御
室
日
付
有
之

足
軽
二
十
人
松
山
牢
人
足
軽
之
内
吟
味
仕
年
頃
力
量
惜
成
も
の
請
人
を
取
召

抱
可
申
候
、
但
し
松
山
侍
中
引
払
之
後
刀
口
抱
可
申
事

右
之
旨
年
寄
中
口
上
に
被
仰
渡
候
事

松
山
絵
図
井
御
上
使
へ
江
戸
に
て
御
窺
之
書
付
と
く
と
見
候
て
置
候
、

っ
と

に
仰
渡
絵
図
井
窺
書
数
通
請
取
申
候
事
、
十
二
月
廿
九
日
土
屋
相
模
守
様
へ
御

窺
備
中
松
山
之
城
請
取
之
番
人
等
指
置
、
私
儀
翌
日
逗
留
仕
、
則
在
町
へ
可
罷

帰
候
哉
、
但
二
、
三
日
も
逗
留
仕
家
来
之
者
共
に
弥
諸
事
申
付
可
罷
帰
哉
之
事

城
請
取
候
翌
日
に
成
共
又
は
二
、
一
二
日
逗
留
被
致
候
て
成
共
其
元
万
事
被
申

付
候
様
様
子
次
第
に
可
被
致
候

松
山
之
城
三
万
五
千
石
之
以
后
役
高
請
取
之
候
様
ニ
と
仰
付
候

城
請
取
候
上
在
番
之
家
来
何
程
之
極
に
措
置
可
申
哉
之
事

在
番
之
家
来
は
役
高
之
人
数
に
不
構
軽
く
可
被
措
置
候

参
勤
御
窺
之
事

三
月
中
に
御
窺
候
様
に

己
上

十
二
月
廿
六
日
堀
部
弥
兵
衛
御
両
使
様
窺
候
書
付

三
万
五
千
石
役
高
の
人
数
在
番
之
内
其
侭
指
置
申
候
て
可
有
御
座
哉
之
事

此
段
此
方
よ
り
御
指
図
申
儀
に
て
無
之
候
、

被
相
伺
度
候
ハ
冶
豊
後
守
殿
へ

可
被
相
伺
候
、
指
図
に
て
は
無
之
候
、
番
所
/
¥
に
相
応
に
人
数
被
揃
置
、
其

外
は
軽
被
揃
置
人
数
減
少
可
然
哉
と
存
候
、
何
方
も
此
趣
に
候
様
に
相
聞
へ
候
、

松
山
へ
御
越
候
て
内
匠
殿
御
座
所
大
手
先
の
明
屋
敷
に
可
被
成
御
座
候

在
番
中
、

且
又
一
退
留
之
内
家
来
共
御
城
内
明
屋
敷
に
指
置
可
申
哉
之
事

御
城
外
侍
屋
敷
或
は
町
屋
に
成
共
可
被
指
置
候
、
侍
屋
敷
三
百
軒
も
有
之
候
、

今
弐
百
軒
に
も
被
指
置
、
百
軒
も
明
屋
敷
有
之
可
然
存
候

松
山
御
城
請
取
之
節
所
々
に
様
子
次
第
何
里
程
前
に
ひ
か
へ
御
指
図
請
可
申

哉
之
事
御
城
外
大
手
先
明
屋
敷
へ
御
越
可
被
成
御
座
候
、
其
節
懸
御
目
可
得
御
意
候

御
城
付
武
具
等
御
家
来
中
へ
内
匠
頭
家
来
立
合
請
取
可
申
哉
井
所
々
蔵
へ
家

来
中
立
合
相
対
仕
候
て
御
座
候
哉
之
事

日
疋
は
前
方
水
谷
出
羽
守
家
来
役
人
、
其
元
家
来
衆
一
不
合
、
前
方
に
も
相
渡
候

帳
面
物
数
さ
へ
合
候
へ
は
破
損
之
所
迄
不
及
吟
昧
請
取
蔵
へ
入
置
、
出
羽
守
家

来
役
人
と
其
元
家
来
役
人
相
対
い
た
し
、
当
日
相
対
改
候
迄
に
て
可
然
候

(34) 

右
武
具
等
請
取
日
限
之
事

於
彼
地
水
谷
出
羽
守
殿
家
来
へ
指
図
も
可
申
候

火
消
人
数
御
城
外
に
可
指
置
候
哉
、
出
火
之
節
は
御
城
近
所
斗
ふ
せ
き
申
候

て
可
有
御
座
哉
之
事

御
城
近
辺
の
外
は
御
構
に
及
ま
し
く
候

御
城
之
御
門
/
¥
不
断
戸
を
た
て
置
候
所
々
へ
も
不
残
番
人
可
指
置
哉
之
事

被
指
置
可
然
処
に
は
可
被
指
置
候
、

其
外
は
御
見
斗
ひ
次
第
小
四
郎
内
匠
頭

様
よ
り
仰
聞
候
覚

小
四
郎
様
、
内
匠
様
御
先
へ
松
山
御
城
下
へ
御
越
、
御
参
着
之
翌
日
御
城
御

順
見
被
成
、

三
日
目
に
御
城
御
引
渡
被
成
候
問
、
内
匠
頭
殿
に
は
両
人
参
着
之

翌
日
朝
よ
り
昼
過
迄
の
内
城
下
へ
御
着
候
様
に
憶
に
可
申
遣
由

水
谷
出
羽
守
殿
家
来
よ
り
注
進
有
之
候
、

以
后
内
匠
頭
殿
御
越
前
十
二
、

一



狭
箱
一
荷

具
足
橿

鉄
砲
一
挺

同
断

伊
藤
五
左
衛
門

草
履
取

右
同
断

弓
一
挺

合
羽
篭
一
荷
臨
勺

組
頭
五
百
石

高ま
断箱

荷
組
騎
馬

同同同同
以
下
大
に
略
す

鎌
隠

茶
弁
当

玉
薬
箱

箱戦
鎗鎗

乗
掛

A
口
羽
篭

荷

押
之
者

右
同
断

上
下
五
十
二
人

弐
百
五
十
石

近

松

勘

太

郎

上
下
i
E
人
弐
百
五
十
石

甲

斐

太

左

衛

門

土
下
十
五
人

井

口

忠

兵

衛

弐
百
石

木

村

孫

左

衛

門

弐
百
石

来

寿

佐

左

衛

門

立
傘

沓
篭

元
緑
七
成
年
二
月
十
八
日
先
勢
立
、
同
十
九
日
旗
本
勢
発
足

(
高
梁
市
立
図
書
館
蔵

五
O (

表
紙
)

歩
具
足

借
乗
掛

幸山大大I 山

田弐内主石ド 宇
与Eゴコ石 1野占中正長
惣三俊I 会手持
高記太ii丹佐右主
門門郎平日介

同同同同同

備
中
松
山
御
城
御
請
取
之
節
諸
事
覚
書

「
元
禄
七
甲
成
年
二
月

備
中
松
山
御
城
御
請
取
之
節
諸
事
覚
書
」

覚

松
山
役
人
中
へ
致
対
談
諸
事
可
申
合
事

写
本
)

番
所
之
数
可
被
届
候
井
只
今
迄
之
番
人
之
数
又
は
足
軽
更
ニ
相
勤
候
哉
、
定

番
人
之
番
所
も
有
之
候
哉
、

可
承
合
事

常
に
御
門
打
候
て
有
之
、
番
人
は
無
之
所
も
候
哉

可
承
A
口
事

御
域
外
大
手
先
に
御
座
所
に
成
候
明
屋
敷
可
有
之
候
哉
、
見
斗
可
申
候
事
、

但
明
屋
敷
に
無
之
候
て
町
屋
に
で
も
御
座
所
に
可
罷
成
所
見
分
可
仕
候
事

御
城
侍
屋
敷
之
絵
図
致
才
覚
借
り
可
申
事

御
城
附
之
武
具
等
前
方
帳
面
に
引
合
相
改
置
可
申
候
哉
、
松
山
役
人
中
へ
相

談
之
上
相
改
申
候
、
相
対
致
置
可
申
事

馬
飼
料
兵
糧
等
之
子
あ
て
日
用
之
雑
物
可
相
調
置
事

若
篭
舎
囚
人
な
と
い
て
も
此
方
へ
御
請
取
被
成
筈
に
て
無
之
候
問
、

取
あ
い

申
間
敷
事

少
々
に
で
も
替
事
候
は
ず
度
々
に
注
進
可
申
越
事

御
目
付
中
其
外
松
山
へ
御
越
候
御
役
人
中
之
御
家
来
、
先
達
て
参
着
候
は
ず

知
人
に
罷
成
御
目
付
中
御
入
候
屋
敷
等
も
可
申
談
事

此
方
の
侍
中
居
所
も
申
談

明
屋
敷
か
町
屋
か
宿
割
心
当
之
事

松
山
之
衆
へ
内
証
に
て
申
談
可
然
事
候
は
ず

(33) 

仕
置
人

端
山
次
兵
衛

稲
川
武
右
衛
門

物
頭

中
西
小
右
衛
門

八
田
藤
兵
衛

平
野
武
兵
衛

此
面
々
へ
可
相
尋
事

御
目
付
中
御
役
人
中
松
山
へ
御
着
之
日
為
御
迎
町
は
づ
れ
迄
可
罷
出
事

松
山
家
中
衆
近
辺
之
在
郷
々
罷
在
度
と
の
断
申
聞
儀
も
可
有
之
候
哉
、
是
は

御
代
官
中
の
御
指
図
可
有
之
候
間
其
挨
拶
可
申
達
事

松
山
町
人
に
用
聞
に
致
可
然
も
の
壱
人
と
く
と
承
立
可
申
候
、
然
ば
其
者
に

諸
事
内
用
可
申
付
候
問
、
先
達
其
者
申
然
可
相
伺
事

御
目
付

堀
小
四
郎
様

御
勘
定
組
頭
桜
井
七
右
衛
門
殿

駒
井
内
匠
様



騎
馬
弐
本
道
具
三
百
五
十
石

先
勢
之
内
十
日
前
に
立
人
数

長
物
奉
行

同同乗
懸

同同同乗
懸

百
五
十
石

同百
石

物
頭

宿
害Jj

同
役

勘
定

同賄
方
役

押
之
者
紺
木
綿
羽
織
、
押
之
者
歩
目
附

跡
之
押
不
残
同
装
束

組
足
軽
廿
四
人

玉
薬
箱
二
荷

橋

本

茂

左

衛

門

具
足
長
持
一
指

上
下
十
九
人

騎
馬
弐
本
道
具

原

ヰ勿

衛

右

門

上
下
廿
二
人

抱
足
軽
三
十
人

高

松

喜

右

衛

門

騎
馬
二
本
道
具

同

十

人

萩

原

勘

左

衛

門

足
軽
廿
四
人
之
内

十
一
人

馬

場

九

右

衛

門

同
人

見

半

七

畑

衛

門

勘

右

品

木

七

騎
馬
弐
本
道
具

藤

乗
入
内
匠
頭
様
立
前
に
先
勢
、
但
し
一
目
前
松
山
ニ
て
一
緒

騎
馬
弐
本
道
具

騎
馬
二
本
道
具

旗
守二

旗
箱
一
指

具
足
長
持
四
指

合
羽
篭
四
荷

騎
馬
二
本
道
具

抱
足
軽
三
十
人
内

弓
一
張
、
鉄
焔
五

月
岡
比
右
衛
門

旗
持
廿
一
人

上
下
廿
五
人

長
柄
廿
五
本

押
之
者
、
但
残
木
綿
羽
織

騎
馬
弐
本
道
具

小
頭
一
人

押
之
者

合
羽
篭
三
荷

平
野
藤
右
衛
門

足
軽
大
将
三
百
五
十
石

奉
行
横
目
附

手
明
之
者
三
人

長
柄
拾
五
本

上
下
廿
五
人

同

同

牽
馬
壱
疋

矢
箱
壱
荷
、
壱
荷
押
之
者

合
羽
篭
四
荷
、
同
断

足
軽
大
将
三
百
五
十
石

加
藤
半
太
夫

上
下
廿
五
人

行
列
上
に
問
、
押
之
者
同
断

足
軽
大
将
三
百
石

八
島
惣
右
衛
門

上
下
廿
五
人

弓
一
張

鉄
姐
四
挺

同

子
明
一
人

同

右
同
断

玉
薬
箱
弐
荷
、
矢
箱
壱
荷
、
押
之
者

具
足
長
持
ニ
指
、
合
羽
篭
三
荷
同
断

足
軽
大
将
八
百
石

近
藤
源
四
郎

(32) 

上
下
三
十
七
人

行
列
上
ニ
同

押
之
者

右
同
断

足
軽
大
将
百
五
十
石

高
橋
六
兵
衛

上
下
六
十
九
人

小
頭
一
人

右
同
断

押
之
者

司
断

具
足
長
持
三
指

長
柄
奉
行
百
五
十
石

萩
原
兵
介

上
下
十
九
人

行
列
右
同
断

内
匠
頭
馬
方
附
具
役

太
鞍
役

箱
竿
昔
箱

区
吋
向
山
川



城
間
之
事

先
代
よ
り
城
附

弓
弐
十
挺
、
征
矢
八
百
、
鉄
抱
百
挺
、
玉
薬
五
荷

但
玉
薬
ナ
シ
、
銅
乱
百
、

薬
入
百
、
長
柄
五
十
本
、
旗
竿
五
十
本
、
能
手
三
本
、
鎌
六
本

出
羽
守
様
御
城
附
被
成
候
分

弓
弐
十
挺
、
征
矢
千
、
鉄
地
五
十
挺
、
火
縄
千
、
玉
薬
三
千
五
百
、
薬
十
貫
目

入
五
十
箱
、
玉
薬
箱
五
荷
、
銅
乱
五
十
、
口
薬
入
五
十
、
滑
皮
袋
五
十
、
鋳
型

五
ツ
、
鋳
鍋
五
ツ
、
諸
足
軽
具
足
二
十
領
、
同
具
足
百
領

出
羽
守
様
御
抱
之
家
来
人
数

一
給
人
百
九
拾
六
人

知
行
高
三
万
八
千
八
百
弐
拾
石

一
扶
持
切
米
百
九
拾
七
人

此
扶
持
米
二
千
六
百
八
十
八
石

一
足
軽
五
百
人

同

四
千
七
百
十
五
石

一
長
柄
持
百
五
拾
人

同

七
百
弐
十
石

一
中
間
百
七
十
七
人

此
切
米
千
弐
百
七
拾
二
石

一
普
請
方
之
者
七
百
九
十
四
人

此
切
米
弐
千
八
百
七
拾
二
石

一
船
手
の
者
百
八
拾
人

同

千
六
拾
四
石

〆
九
百
二
十
八
人

〆

壱
万
三
千
三
百
三
十
二
石

松
山
落
去
之
次
第

元
禄
七
申
成
年
二
月
十
五
日
、
何
茂
御
家
中
御
屋
敷
明
、
同
廿
一
日
御
目
附
・

御
代
官
・
御
勘
定
御
入
被
成
、
同
廿
六
日
御
在
番
衆
播
州
姫
路
城
主
本
多
中
務

大
輔
様
、
同
城
請
取
と
し
て
、
同
国
赤
穂
城
主
浅
野
内
匠
様
、
依
御
病
気
御
名

代
家
老
大
石
内
蔵
之
介
良
雄
殿
御
入

御
目
附

様

四

良日

堀駒

匠

同

井

頭

内

御
勘
定
衆

桜

井

七

右

衛

門

同

御
代
官

御
手
代

御
代
官

御
子
代

撮

所

喜

右

衛

門

同

武

藤

十

郎

兵

衛

同

今

井

七

郎

兵

衛

殿

喜

兵

同

衛

キ雀

田

小

林

次

左

衛

門

同

中

西

半

夫

同

太

安

田

与

惣

衛

門

同

平

岡

吉

左

衛

門

同

増

七

同

良日

田

貞

稲

平

衛

同

王主ノ、

塚織

同

義

夫

太

~ 

宅

夫

ヰ勿

太

同
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大
岡
喜
右
衛
門
様
御
手
代

獅
朱
印

同同

石

崎

庸

右

衛

門

殿

下

村

瀬

右

衛

門

同

佐

瀬

惣

右

衛

門

同

稲

葉

伝

蔵

同

人
足
二
人

桜

井

七

右

衛

門

様

馬
五
匹

武

藤

重

郎

兵

衛

同

右
為
御
用
御
越
、
備
中
松
山
明
十
四
日
御
発
足
、
京
都
へ
御
掛
り
被
成
候
問
、

稲

葉

喜

右

衛

門

同

候
、
以
上

人
足
令
用
意
相
待
可
被
申
候
、
尤
此
趣
を
先
々
へ
も
相
触
、
無
滞
様
に
可
被
成

元
禄
七
年
成
五
月
十
一
日

備
中
松
山
町
倉
光
重
郎
右
衛
門

諸
々
問
屋
家
中



比
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吉
助
(
花
押
)
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林
権
左
衛
門
参

(
岸
本
家
文
書

『
岡
山
県
史
」
第
二
六
巻
)

四
七

水
谷
勝
宗
書
状

一
筆
申
候
、
弥
御
無
為
之
由
、
珍
重
大
悦
申
候
、
此
方
無
異
儀
吾
等
犬
千
代
女

共
息
災
、
犬
千
代
一
段
息
災
一
一
而
成
人
申
、

我
々
大
慶
不
大
形
候
、
然
者
今
度
、

其
許
城
之
修
覆
之
義
申
上
候
処
、

早
速
首
尾
好
如
元
立
候
様
一
一
と
奉
書
被
下
、

幾
久
万
々
年
目
出
度
大
慶
申
候
、
就
夫
建
申
前
-
一
七
日
護
摩
を
可
有
御
執
行
候
、

我
等
存
心
入
之
通
、
能
々
合
点
候
て
護
摩
御
執
行
尤
候
、
我
等
存
候
者
、

城
之

守
護
神
之
為
ニ
者
我
等
者
守
二
而
候
問
、

子
孫
繁
昌
ニ
何
事
も
仕
合
好
、
試
運

長
久
一
一
偏
混
入
候
与
城
之
守
護
神
を
別
而
頼
上
候
と
存
候
問
、
此
段
能
々
相
心

得
候
て
護
摩
幾
久
万
々
年
目
出
度
御
執
行
尤
候
、
此
状
之
趣
、

必
々
御
沙
汰
有

間
敷
候
、
猶
期
後
慶
候
、
恐
々
謹
言

七
月
十
四
日

勝
宗
(
花
押

松
連
寺

(
松
連
寺
蔵
)

四

J¥ 

水
谷
勝
宗
書
状

先
月
廿
一
日
之
御
状
令
被
見
候
、
然
者
先
月
十
五
日
よ
り
廿
一
日
之
朝
迄
一
一
而
、

於
城
本
丸
護
摩
御
執
行
、
仁
王
経
井
於
御
天
神
も
城
中
安
全
之
旨
御
祈
祷
之
由

ニ
而
、
三
人
江
御
礼
御
守
巻
数
井
末
広
三
本
、
幾
久
万
々
年
目
出
度
、

子
孫
繁

昌
項
戴
申
候
、
猶
期
後
慶
候
、
恐
々
謹
言

左
京

九
月
二
日

勝
宗
(
花
押
)

松
連
寺

(
松
連
寺
蔵
)

四
九
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史
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元
禄
二
年
巳
二
月
十
四
日
家
禄
継
、

五
万
石
、
十
九
日
死
去



合
壱
石
者

舛
ハ
京
判
也

鈴
木
平
右
衛
門
(
花
押
)

回

右
慶
長
拾
五
年
度
九
月
二
日

中
村
十
右
衛
門
殿
ま
い
る

固

飯
米
書
付

松
山
御
城
御
用
か
わ
ら
し
ニ
渡
飯
米
之
事

A
口
弐
石
者

舛
ハ
京
判
也

右
慶
長
拾
五
年
戊
九
月
品
川
日

中
村
十
右
衛
門
殿
ま
い
る

四

飯
米
書
付
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企

吉
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(
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本
家
文
書
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史
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六
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)

回
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鈴
木
平
右
衛
門
(
花
押
)

吉

助

(
岸
本
家
文
書

合
壱
石
五
斗
者

舛
ハ
京
判
也

松
山
御
城
為
御
用
、
働
申
大
工
二
渡
飯
米
之
事

右
慶
長
拾
五
年
成
十
月
五
日

中
村
十
右
衛
門
殿
ま
い
る

四

扮

請

取

請
取
申
下
御
や
し
き
そ
き
入
め
之
事

A
口
弐
拾
束

長
さ
弐
疋
壱
寸
二
寸
也

は
h

壱
寸
八
分
也

右
慶
長
十
五
年
十
一
月
十
九
日

林
孫
左
衛
門
殿
ま
い
る

『
岡
山
県
史
』
第
二
六
巻
)

回

上七

人
」ι

鈴
木
平
右
衛
門
(
花
押
)

吉

助

(
岸
本
家
文
書

上七鈴

左

大

夫
守
岡
山
県
史
』
第
二
六
巻

で七
仁3

介
(
花
押
)
⑮

四
回

飯
米
請
取

御
数
奇
屋
為
御
用
、
大
工
遣
申
飯
米
之
事

但
京
舛
也

大
工
甚
右
衛
門
へ
渡
分

合
弐
石
ハ

(
岸
本
家
文
書

右
慶
長
十
五
戊
十
二
月
一
日
(
岸
本
家
文
書

四
五

飯
米
書
付

松
山
御
城
御
用
か
わ
ら
し
ニ
渡
飯
米
之
事

舛
ハ
京
判
也

合
壱
石
者

上七

右
慶
長
拾
五
年
戊
ノ
十
二
月
八
日

四
六

扮

御
下
屋
敷
や
ね
の
い
た
替
之
為
御
用
、
う
け
取
申
そ
き
の
事

ほ
ん
の

上
の
そ
き
拾
壱
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半
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岡
山
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史
』
第
二
六
巻
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(
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中
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右
衛
門
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い
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岸
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取
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岡
山
県
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第
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巻
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太
き
也

但
御
屋
敷
書
院
の
や
ね
い
た
替
の
そ
き
也

な
ミ
の
そ
き
此
小
数
合
五
千
七
百
枚
也

寸
、
四
寸
っ
、
但
は
、
弐
寸
五
分
、
六
分
、
長
さ
弐
尺

ハ
拾
束以

上

此
小
数
合
参
万
枚
也

右
慶
長
拾
五
年
戊
極
月
九
日

鈴
木
平
右
衛
門
(
花
押

回



遠
江
様
御
て
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我
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所
有
之

合
弐
拾
四
石
弐
斗
三
升
六
合
弐
勺

慶
長
拾
三
年
申
十
二
月
廿
九
日

但
御
城
詰
米
ニ
て
可
有
御
渡
候

右
ニ
渡
申
分
指
引
残
分
也

中
重
右
衛
門
尉
殿

四

役
儀
人
数
書
付

松
山
御
普
請
御
役
儀
人
数
之
事

但
口
郡
、

合
百
弐
拾
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ハ

中
村
之
普
請
共

慶
長
十
四
年
二
月
晦
日

長

屋

木

五

役
儀
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数
書
付

御
普
請
御
役
儀
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数
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(
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村
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尉
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(
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久
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衛
門
尉
(
花
押
)

慶
長
十
四
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一
一
月
晦
日

合
六
拾
壱
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出
入
引
而

中
重
右
衛
門
尉

工
殿
ま
い
る

(
岸
本
家
文
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県
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第
二
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廿
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よ
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時
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積
四
郎
右
衛
門
殿
ま
い
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(
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中
村
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伐
、
其
外
ニ
松
山
之
御
普
請
共
ニ

⑮
 

『
岡
山
県
史
』
第
二
六
巻
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書
付

松
山
御
城
為
御
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申
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工
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渡
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市
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衛
門
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役
儀
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書
付

合
拾
六
石
也

右
慶
長
拾
四
年
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七
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十
二
日

松
山
御
普
請
御
役
儀
人
川

U

A
口
弐
百
八
拾
人
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三
月
よ
り
七
月
時
日
ま
て

着
到
ま
へ
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慶
長
十
四
年
八
月
二
日

持
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ノ
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月
晦
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ま
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分

(
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文
書
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役
儀
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付

松
山
御
並
日
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御
役
儀
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数
之
事

合
弐
百
六
拾
八
人

但
三
月
よ
り
七
月
昨
日
ま
て

若
到
ま
へ
如
件

慶
長
十
四
年
八
月
一
一
日

積
四
郎
右
衛
門
殿

〆
拾
弐
人
未
進
、
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(
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押
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吉
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(
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三
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目
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ハ
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五
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束
代
米
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斗
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十
五
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日

四
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飯
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松
山
御
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た
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拾
弐
石
八
斗

作
介
様
御
侍
衆
切
米
ニ
渡
之
、
但
慶
長
拾

弐
年
分
、
少
右
衛
門
・
又
六

五
拾
石

松
山
御
城
つ
め
米
、
十
右
衛
門
て
か
た
有

ケ
A司W

三
石
五
斗
四
升

河
上
よ
り
出
申
女
房
衆
ふ
ち
か
た
三
人
分

慶
長
拾
弐

十
一
月
よ
り
明
六
月
時
日
ま

て

六
拾
石

駿
河
へ
ノ
千
石
夫
拾
弐
人

か
し
申
銀
子

壱
貫
弐
百
め
代
石
一
一
弐
拾
め
っ
、

八
百
弐
拾
石
六
斗
七
升
五
合

)
い
つ
ミ
山
へ
上
ル

六
斗
三
升

三
尾
崎
山
よ
り
札
木
出
申
人
足
ノ
飯
米
、

喜
八
郎
て
か
た
有

七
拾
弐
石

づ
く
の
方
二
渡
之

弐
百
石
九
斗
七
升

在
々
た
ね
米
一
一
か
し

百
五
拾
弐
石

慶
長
拾
弐
年
分
、
ふ
か
町
切
米
被
下

四
百
五
拾
石

銀
八
貫
百
め
上
、
但
石
ニ
拾
八
匁
っ
、

以
上
三
千
拾
六
石
七
升
九
合

〆
弐
千
三
百
八
拾
六
石
四
斗
五
升

申
六
月
晦
日

(
岸
本
家
文
書

『
岡
山
県
史
』
第
二
十
六
巻
)

納
米
払
帳
断
簡

(
前
欠
)

残
米
弐
千
三
百
八
拾
六
石
四
斗
五
升

右
は
ら
い

五
拾
壱
石
五
斗

国
友
か
ち
ニ
渡
之
御
鉄
焔
代
、
林
孫
左
衛

百
五
拾
四
石

弐
千
百
弐
拾
石
八
斗
四
升

弐
石
六
斗
八
升
五
合

弐
石
八
斗
九
升

弐
石
七
斗
弐
升
弐
A
口
五
勺

壱
石
弐
斗
五
升

五
拾
三
石
弐
斗
五
升

は
ら
い

門
殿
井
か
ち
の
手
形
有
之

銀
子
弐
貫
五
百
五
拾
壱
匁
、
石
ニ
拾
六
匁

五
分
つ
冶

銀
子
品
川
壱
貫
八
百
め
拾
弐
匁
六
分
、
石

拾
五
匁
つ
冶

安
藤
ふ
ち
方
三
人
分
、

七
日
よ
り
十
二
日

ま
て
松
山
御
城
御
用
役
儀
、
小
者
千
百
五
拾
六

入
、
各
一
飯
一
人
ニ
弐
合
五
勺
つ
¥
奉
行

衆
子
形
有
之

同
御
用
人
足
三
百
六
拾
三
人
、
飯
米
一
人

ニ
七
合
五
勺
つ
¥
奉
行
衆
手
形
有
之

ふ
き
い
た
弐
万
五
千
枚
之
代
、
中
重
右
衛
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二
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(
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二
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久
三
郎
一
殿
(
岸
本
家
文
書

九

役
儀
人
数
書
付

松
山
御
普
請
御
ゃ
く
儀
人
数
之
事

『
岡
山
県
史
』
第
二
十
六
巻
所
収
)

一
百
五
人
、
卯
月
廿
三
日
ヨ
リ
五
月
十
四
日
ま
て
、

日
数
廿
二
日
分

一
弐
拾
弐
入
、
千
石
夫
壱
人
ッ
、

一
四
百
拾
八
人
、

五
人
ッ
、
日
数
廿
一
日
分

八
人
ッ
、

日
数
七
十
一
日
分

七
月
十
七
日
ヨ
リ
九
月
八
日
ま
て
、

五
人
ッ
、
、
同
十
日
ヨ
リ

一
五
拾
弐
人
、
千
石
夫
壱
人
ッ
、
、

合
五
百
九
拾
七
人
、
内
国
同
問
山
一
一
一
一
人
位

慶
長
十
一
年
十
月
十
日

爪
右
之
内
三品休
十手
四八足
人殿
未
進
分(
岸
本
家
文
書

O 

そ
ぎ
請
取

七
月
十
六
日
ヨ
リ
九
月
八
日
ま
て

九
月
晦
日
ま
で
の
分

杉

t
r
 

，4
1
 

二
(
花
押

長

日ホ

⑮ 

太

『
岡
山
県
史
』
第
二
十
六
巻
)

一
五
十
五
束

小
数
壱
万
六
千
五
百
枚

御
下
屋
敷
為
御
用
、
う
け
取
申
そ
き
の
事
併
説
『

か
ら
船
ニ
て
下

一
百
拾
弐
束

小
数
三
万
弐
千
八
百
枚
也

合
百
六
十
七
束

小
数
四
万
九
千
三
百
枚
也

慶
長
拾
壱
年
十
一
月
五
日

爪

十
仇
ド

イ
l

足
殿
ま
い
る

田

(
岸
本
家
文
書

鈴

木

平

右

衛

門

回

比

ノ¥
-= 

-hH 

Eιι' 

⑮
 

τ七
ιュ

可
岡
山
県
史
』
第
二
十
六
巻

納
米
払
帳
断
簡

(
前
欠
)

定
米
三
千
九
百
七
拾
九
石
壱
升
弐
合

同

九
百
八
拾
六
石
五
斗
弐
升
弐
合

同

弐
百
七
石
三
斗
七
升
壱
合

弐
百
弐
拾
九
石
六
斗
弐
升
五
合

A
口
五
千
四
百
弐
石
五
斗
三
升

右
之
払

千
五
拾
石

百
弐
拾
八
石

壱
石
三
斗
六
升
七
合
五
勺

弐
石

八
斗
五
升

拾
壱
石
弐
斗
四
升
六
合
七
勺

日
米
共

日
米
共

加
次
屋
跡

日
米
共

御
知
行
分

か
し
米
本
利
共

三
わ
り
加
テ

銀
弐
拾
壱
貫
め
、
石
ニ
付
而
弐
拾
め
っ
、

国
友
か
ち
ニ
渡
之
、
御
鉄
砲
五
拾
五
丁

内
五
十
丁
ハ
一
両
つ
わ
い
、
弐
丁
ハ
十
匁

の
償
問

三
丁
ハ
六
匁
の
筒
、
孫
左
衛
門
請

(26) 

取
有
之

同
人
へ
渡
之
、

き
り
玉
五
百
四
十
七
ノ
代

銀
弐
拾
七
匁
三
分
五
リ
ン
ノ
代
、
石
ニ
廿

め
つ
¥
作
次
子
形
有
之

す
る
か
へ
ま
わ
り
申
こ
わ
四
万
枚
ノ
代
、

拾
匁
一
一
そ
き
壱
万
枚
っ
、

十
右
衛
門
て

か
た
有
之

松
山
御
下
屋
敷
御
用
こ
わ
壱
万
六
千
五
百

枚
之
代
、

平
右
衛
門
・
吉
介
て
か
た
有
之

成
羽
・
ま
し
原
二
ヶ
村
、
両
所
之
池
普
請

人
足
ノ
飯
米

十
右
衛
門
、
休
足
て
か
た
有
之



一
大
も
り
て
ま
へ

一
さ
ね
や
す
て
ま
へ

一
喜
介
て
ま
へ

一
与
介
て
ま
へ

急
度
催
促
い
た
し
相
極
さ
せ
可
申
候
、
由
断
仕
間
敷
候
、

鉄
の
駄
数
そ
れ
よ
り

多
可
在
之
事
候
、
能
々
相
改
、

た
し
か
に
可
申
越
候

一
此
方
一
一
普
請
可
申
付
事
候
問
、
宜
(
方
一
一
在
之
て
っ
ほ
う
の
も
の
の
ほ
せ
可
申
候

一
う
り
付
銀
な
と
相
滞

(
後
欠
)

(
佐
治
家
文
書

『
岡
山
県
史
』
第
二
十
六
巻
)

ニ
七

小
堀
政
一
書
状
断
簡

前
欠

様
に
と
申
事
ニ
候

一
倉
敷
を
か
へ
て
ほ
し
き
と
の
儀
候
へ
と
も
、
是
ハ
い
ま
た
相
き
わ
め
不
申
候
、

か
へ
候
ハ
¥
中
村
・
里
山
田
を
か
へ
可
申
候
、
其
段
ハ
あ
と
よ
り
猶
可
申
越

候
、
先
唯
今
之
替
知
の
分
、
急
度
相
き
わ
め
仕
置
可
申
付
候
、
右
申
付
候
こ
と

く
、
笠
岡
す
い
ふ
せ
ん
を
取
候
而
、
舟
っ
か
ひ
申
時
ハ
う
ん
ち
ん
ふ
ね
に
仕
、

っ
か
ひ
候
や
う
に
可
仕
候

一
う
ら
や
く
な
と
も
相
定
候
而
よ
く
候
ハ
ん
哉
、

よ
く
ノ
¥
あ
ら
た
め
可
申
候
事

一
う
ら
や
く
の
た
い
の
代
米
、
水
夫
銭
、
備
中
殿
手
代
衆
右
一
一
引
候
て
取
候
分
、

唯
今
又
此
方
へ
う
け
取
候
問
、
右
の
こ
と
く
算
用
仕
う
け
取
可
申
候
事

一
下
く
ら
き
介
儀
、
今
度
於
京
都
甲
斐
殿
へ
よ
く
申
候
、

一
段
か
つ
て
ん
に
て
よ

く
う
け
お
い
被
申
候
問
、
相
す
ま
さ
れ
可
申
候
、

其
方
罷
下
刻
、
申
付
候
通
仕

候
哉
、

n
H
H

司
サ

品
目
r引
a

一
さ
ね
や
す
与
一
儀
、

如
何
仕
候
哉
、
様
子
可
申
越
候
、
替
知
に
成
候
沙
汰
き
冶

候
者
、
も
し
小
田
を
も
替
知
に
取
可
申
か
と
存
、
相
済
申
儀
一
一
可
在
之
候
、

日l

今
さ
い
そ
く
い
た
し
ま
い
ら
せ
可
申
候
、
其
元
之
様
子
追
々
可
申
越
候
、
重
右

衛
門
尉
ハ
播
州
へ
越
候
哉
、

其
元
一
一
い
ま
た
居
候
哉
、
倉
敷
之
儀
も
大
略
替
知

ニ
成
可
申
候
問
、

や
と
を
ハ
笠
岡
へ
引
候
て
可
然
候
、
左
様
一
一
時
明
候
ハ
、
、

播
州
へ
も
見
舞
可
申
候

一
倉
敷
替
地
に
成
候
ハ
、
、

は
ま
無
由
断
相
ま
も
り
候
へ
と
可
申
付
候

一
城
之
儀
ハ
、
諸
道
具
ミ
な
/
¥
下
屋
敷
の
長
屋
へ
そ
ろ
/
¥
と
と
り
下
し
可
申

候
、
天
し
ゅ
ニ
在
之
候
分
も
、

い
つ
れ
も
孫
左
衛
門
尉
預
り
状
可
在
之
候
、

以

来
無
相
違
様
一
一
可
仕
候
、
但
余
い
そ
か
ぬ
事
候
、
乍
去
城
之
留
守
居
無
之
候
ハ
、

と
申
候
へ
く
候
、
当
年
中
ニ
こ
は
ち
候
儀
一
一
て
も
無
之
問
、
門
を
う
ち
、
番
少

候
へ
ハ
不
苦
候

一
我
等
之
知
行
分
之
毛
見
之
儀
、
先
度
申
遺
候
、
よ
く
/
¥
ね
ん
を
入
さ
せ
可
申

候
、
当
年
ハ

取
も
上
可
申
候
、
倉
敷

(25) 

い
つ
も
の
様
ニ
ハ
取
申
ま
し
く
候
、

中
島
な
と
ハ
猶
以
当
年
よ
く
候
ハ
ん
と
聞
ひ
候

一
喜
左
衛
門
て
代
共
、
河
上
之
分
ハ
此
方
へ
よ
ひ
越
候
問
、
河
上
分
ニ
我
等
知
行

可
在
之
候
問
、
其
方
念
を
入
可
申
候

一
さ
ね
や
す
与
一
て
ま
で
算
用
相
き
わ
め
候
哉

一
下
く
ら
喜
介
て
ま
へ
な
と
も
、
算
用
相
き
わ
め
候
哉

一
佐
内
与
介
て
ま
へ
、
算
用
相
す
ミ
候
哉

(
後
欠
)

(
佐
治
家
文
書

『
岡
山
県
史
』
第
二
十
六
巻
)

J¥ 

料
紙
請
取

請
取
申
候
料
需
之
事

合
弐
束
者

但
て
っ
た
こ
う
し
ろ
昏

御
下
屋
敷
之
御
用
之
分
也

慶
長
十
年
十
月
廿
三
日

中
村
重
右
衛
門
尉
(
花
押
)



後
三
月
廿
日

小
堀
権
左
衛
門
殿

(
佐
治
家
文
書

『
岡
山
県
史
』
第
二
六
巻
)

二
五

小
堀
政
一
書
状

我
等
事
、
禁
中
御
作
事
可
得
御
意
事
候
て
、
江
戸
へ
下
候
、

以
上
急
度
申
遣

{長
一
松
山
城
の
儀
、
内
々
知
有
増
、
備
中
殿
所
替
仕
度
之
由
、

子
今
内
証
被
申
候
、

大
手
之
ミ
へ
申
候
か
た
ニ
て
、
す
ミ
な
と
や
か
せ
、
木
を
き
り
候
ハ
、
あ
き
ま

ニ
成
、
ミ
か
け
あ
し
く
可
在
之
候
、
其
心
得
一
一
て
、
大
手
よ
り
ミ
か
け
あ
し
く

不
成
様
一
一
可
仕
候
事

一
下
倉
喜
介
儀
、
於
江
戸
甲
斐
殿
へ
い
ち
/
¥
理
可
申
候
、
金
十
も
被
罷
下
候
問
、

其
通
於
江
戸
可
申
談
候

一
備
中
殿
・
甲
斐
殿
よ
り
相
渡
り
候
種
か
し
の
米
、
大
坂
へ
つ
け
候
共
、
惣
場
や

す
く
候
問
、
杢
・
金
左
衛
門
か
た
へ
申
遣
候
問
、
小
豆
島
へ
相
届
候
て
、
両
人

へ
相
渡
、
於
後
島
は
ら
わ
せ
可
申
候

一
新
左
衛
門
て
ま
へ
、
算
用
如
何
仕
候
哉
、
無
心
元
候
、

よ
く
よ
く
情
を
入
、
払

相
済
候
様
一
一
可
仕
候

一
其
許
銀
子
共
何
程
請
取
候
哉
、
銀
子
あ
つ
ま
り
次
第
伏
見
へ
ょ
せ
、
忠
兵
衛
一
一

わ
た
し
可
申
候

一
新
左
衛
門
ニ
申
付
候
、
我
等
知
行
分
之
儀
、
十
右
衛
門
ニ
罷
下
見
廻
り
候
て
、

耕
作
以
下
之
儀
、
無
由
断
不
作
無
之
様
ニ
申
付
候
へ
と
申
遺
候
、
弥
念
を
入
可

申
候
、

以
上

、ニι

~ 

江

(
花
押
)

亥
三
月
廿
一
日

小
堀
権
左
衛
門
殿

(
佐
治
家
文
書

『
岡
山
県
史
』
第
二
十
六
巻

一一六

小
堀
政
一
書
状
断
鏑

急
度
申
越
候

一
其
許
知
行
分
、
毛
見
之
帳
差
上
せ
候
、
則
さ
し
需
遣
候
村
々
百
性
中
へ
可
相
、
渡

fl芙一下
く
ら
喜
介
て
ま
で
残
米
な
と
過
分
ニ
在
之
由
候
、
少
之
代
官
所
ニ
て
沙
汰

之
限
ニ
候

一
小
田
之
さ
ね
や
す
手
前
、
是
又
人
を
付
置
催
促
可
仕
一
一
候

一
大
森
助
兵
衛
手
前
之
儀
、
是
又
人
を
付
置
、
急
度
可
相
極
候

一
鉄
之
儀
も
大
坂
へ
相
届
さ
せ
可
申
候
、
先
成
次
第
三
千
駄
程
も
上
せ
可
申
候
、

今
度
所
々
御
普
請
か
た
用
ニ
相
渡
ま
い
ら
せ
候

(
銑
)

一
つ
く
の
儀
、
先
書
ニ
如
申
候
、
急
度
相
届
、
川
崎
屋
ニ
わ
た
し
可
申
候

一
松
山
城
の
番
之
儀
、
其
許
ニ
在
之
者
共
-
一
番
之
儀
可
申
付
候

(24) 

一
大
橋
金
左
衛
門
・
長
井
左
兵
衛
儀
、
先
書
一
一
急
度
此
方
へ
可
罷
上
候
由
申
遺
候
、

子
今
不
上
候
、

如
何
候
哉
、
其
書
状
不
相
届
候
哉
、
播
州
へ
遣
候
も
の
共
之
儀

申
遣
候
刻
申
越
候
、

不
審
候

一
備
中
知
行
所
之
内
、
持
明
院
仕
候
分
、
於
在
々
者
、
其
方
子
代
を
遣
し
候
而
納

所
可
申
付
候
、
不
及
申
候
へ
共
、
知
行
方
之
犠
無
由
断
可
申
付
候

一
米
う
り
候
儀
、
右
ニ
如
申
候
、

可
成
程
う
ら
せ
可
申
候
、
十
三
匁
七
分
程
一
一
も

う
ら
せ
可
申
候

一
柳
井
新
右
衛
門
尉
ニ
申
候
而
江
戸
御
本
之
紙
の
あ
っ
さ
ニ
仕
、
大
さ
を
小
高
之

た
?
は
、
こ
仕
、

し
ほ
の
よ
く
さ
る
様
ニ
板
ニ
付
候
て
ほ
し
候
て
、

一
束
す
き

候
て
越
候
へ
と
可
申
候
、
色
の
白
き
様
ニ
と
可
申
候

一
代
官
共
子
前
、
未
進
方
残
米
う
り
付
銀

い
つ
れ
も
急
度
相
き
わ
め
可
申
候
、

其
儀
ま
て
ニ
其
方
其
許
-
一
付
置
候



(
折
い
多
郡
)

中
新
見
か
ら
松
辺
、

被
仰
さ
ま
に
よ
っ
て
可
有
分
別
候
哉
、
最
前

5
林
木
工
我

等
ハ
此
申
分
ニ
て
候
、
其
段
申
候
へ
は
、

言
は
つ
め
に
さ
せ
ら
れ
候
て
、

ち
と

芸
州
之
貝
照
負
を
も
仕
候
へ
な
と
、
被
仰
、
安
田
寺
分
別
仕
候
へ
は
、
成
事
と
思

召
候
問
、
無
申
事
候
て
ハ
及
晩
、
喧
時
か
ま
へ
に
て
、
何
之
御
座
敷
よ
り
も
毎

度
罷
立
候
、

作
伯
不
澄
内
ニ
可
有
御
理
と
思
召
候
者
、
従
両
人
使
者
、

可
相
副
候
之
条
、

前
後
不
存
可
然
仁
一
人
つ
冶
、
従
御
三
家
様
、
御
上
せ
可
然
之
由
、

被
申
候
事
、

作
伯
無
残
相
澄
、
何
之
所
成
共
、
南
ニ
一
所
、
北
に
八
橋
計
ニ
て
候
者
、
蜂

彦
可
罷
上
候
、
日
疋
も
前
後
不
存
口
才
な
る
分
別
者
、
同
道
可
仕
之
由
被
申
候
、

林
杢
・
一
任
、
両
人
間
一
人
可
召
具
由
候
事
、

(
真
島
郡
)
(
大
庭
部
)

高
田
・
岩
屋
・
宮
山
・
高
仙
江
白
日
疋
申
遺
候
儀
、
骨
日
以
不
成
候
条
、
従
其
方

可
被
仰
遣
候
、
遠
国
ニ
て
候
問
、
継
夜
於
日
不
被
仰
遺
候
者
、
秀
吉
下
向
之
内

す
ミ
か
ね
可
申
候
、
此
上
ニ
て
も
、
下
々
御
弓
矢
一
一
さ
せ
ら
れ
候
て
、

可
然
と

思
百
候
者
、
無
申
事
候
、

以
大
体
之
御
分
別
可
被
見
合
事
、
専
一
ニ
存
候
、
毎

事
長
文
進
上
申
候
問
、
例
之
事
と
思
召
候
ハ
て
、
被
入
御
精
、
此
状
御
覧
候
て
、

御
分
別
専
要
存
候
、
其
故
、
秀
吉
下
向
可
為
近
々
候
、

一
一
月
ハ
雑
賀
立
と
陳
触

候
、
其
内
一
一
此
方
被
見
廻
之
由
候

む
さ
/
(
¥
と
さ
せ
ら
れ
候
て
、
腹
を
立
さ

せ
ら
れ
候
て
ハ
如
何
ニ
存
候
、
御
侮
候
て
ハ
可
為
大
曲
事
候
、
能
々
御
遠
慮
此

時
候
、
正
月
御
礼
儀
等
、
先
上
風
ニ
め
さ
れ
候
て
可
然
存
候
、
大
酒
上
旬
の
御

相
談
正苦ハ
月子
十差す

日申
ま
し

候

工;q.

"室
謹安

国
寺

恵
理
(
花
押
)

児
三
右

1日
ノし

市

御
申
之

井
又
右

(
『
毛
利
家
文
書
』

大
日
本
古
文
書
)

口
羽
春
良
書
状

預
御
細
札
具
令
拝
見
候
、

如
仰
旧
冬
者
、
京
芸
祝
言
付
而
、
供
可
仕
之
由
被
申

至
大
坂
へ
罷
上
祝
言
相
調
候
、
其
佳
可
罷
下
覚
悟
候
処
、
ぬ
耕
一
平
有
対

面
之
由
候
問
、
於
境
令
越
年
一
逗
留
仕
候
、
筑
州
所
労
気
付
而
、
存
外
滞
留
仕
、

造
恒
之
段
、
乍
恐
可
被
成
御
察
候
、
難
然
去
月
十
七
日
御
対
面
候
而
、
種
々
家

(
小
早
川
)

顔
馳
走
之
段
、
中
々
不
及
言
舌
、
驚
耳
目
林
候
、
以
外
機
嫌
能
候
て
、
秀
包
暫

(
輝
一
冗
)

時
為
休
息
被
指
下
候
、
其
上
境
目
出
入
等
之
儀
、
芸
州
如
被
申
二
分
別
被
仕
、

(ι
房
郡
)

松
山
・
八
橋
之
儀
、
此
方
へ
被
返
付
分
候
、
児
嶋
之
儀
者
、
備
前
之
内
ニ
候
問
、

(尭
F

氷

)

(

之

)

字
喜
多
一
一
遣
度
と
被
申
候
キ
、
今
度
某
事
、
天
下
之
播
面
白
罷
下
候
O
事
、
太

候
条
、

慶
存
候
、

尤
白
日
疋
可
申
入
之
処
ニ
、
及
御
報
恐
多
存
候
、
猶
御
古
事
永
日
可
申

承

ー壬候
正

月E恐
十主々
二謹
日言

口
羽
中
務
大
輔

春
良

判

(
ま
い
る
)

湯
浅
治
部
大
輔
殿
O

御
返
報

(23) 

(
『
萩
藩
閥
関
録
』
巻
百
四
ノ
二
)

四

小
堀
政
一
書
状

返
々
城
山
ニ
て
す
ミ
を
や
か
せ
候
-
て

城
の
山
の
口
を
き
り
候
ニ
付
、

山
も
あ

せ
、
人
の
見
か
け
も
悪
候
様
-
一
申
候
問
、

お
く
へ
入
き
ら
せ
候
様
ニ
可
仕
候
、

所
替
ニ
仕
候
時
も
見
か
け
悪
候
へ
ハ
、

い
か
、
ニ
候
問
、
其
心
得
可
在
之
候
、

又
新
左
衛
門
代
官
所
、

十
右
衛
門
ニ
可
申
付
候
問
、
其
心
得
可
仕
候
、
西
江
原

も
同
前
一
一
候
、
金
左
衛
門
も
島
と
ま
た
け
候
ハ
成
間
敷
候
問
、

十
右
衛
も
ん
一
一

可
申
付
候
、
我
等
知
行
分
毛
付
け
之
事
な
と
、

十
右
衛
門
其
元
へ
下
候
ハ
¥

其
方
相
談
候
、
荒
不
申
様
ニ
可
申
付
候
、

以
上

急
度
申
越
候
、
先
方
よ
り
切
々
申
遺
候
材
木
・
板
、
早
々
の
ほ
せ
可
申
候
、
伏

見
作
事
候
一
一
付
入
候
問
、
由
断
在
之
ま
し
く
候
、

以
上

遠

i工

(
花
押
)



可
百
置
候
条
、
只
今
蒐
角
申
候
段
、
却
而
祝
着
候
事

永
々
逗
留
、
苦
労
令
察
候
、

上
洛
候
者
、
茶
を
可
振
舞
候
、
寒
天
時
分
さ
そ

と
存
候
、
小
袖
一
重
宛
遣
候
、

尚
々
其
許
儀
、
無
由
断
可
被
申
付
候
、
恐
々
謹

仁コ

(
大
正
ト
二
年
)

正
月
二
日

筑
午
問
~
マ

秀
吉
(
花
押

蜂
須
賀
彦
右
衛
門
尉
殿

黒

田

官

兵

衛

尉

殿

(
『
小
早
川
家
文
書
』

大
日
本
古
文
書
)

安
固
寺
恵
瑛
書
状

去
十
四
日
之
御
書
、
致
項
戴
候
、
先
度
遂
注
進
様
、
外
郡
諸
城
之
儀
、
引
液
中

候
、
乍
勿
論
、

至
川
西
脚
無
其
煩
候
、
請
取
候
所
も
、

少
人
数
入
替
鉢
候
条
、

錯
乱
之
趣
、
少
も
無
御
座
候
、

(
久
米
郡
)

虎
倉
・
岩
屋
、
其
外
作
州
衆
之
儀
、
引
付
之
段
、
種
々
雄
申
操
候
、
曾
以
無

分
別
候
、
先
虎
倉
之
事
、
急
度
請
取
候
て
、
作
州
江
可
打
越
之
由
候
、
先
書
一
一

如
申
上
候
、
早
々
作
州
城
々
の
儀
、
高
田
一
城
被
相
残
、
被
成
御
渡
候
事
、
専

(
福
原
)
(
口
羽
)

一
ニ
存
候
、
城
衆
可
為
油
断
之
条
、
片
時
頓
可
被
仰
遣
候
、
此
条
元
俊
・
春
良
・

(
度
辺
長
)
(
児
玉
尤
且
)

渡
石
・
児
三
右
へ
も
重
畳
難
申
候
、
吉
田
之
御
意
、
し
か
/
¥
不
承
之
由
候
、

此
上
一
一
て
不
被
仰
届
、
片
山
朋
ニ
仕
候
者
、
罷
退
衆
も
可
致
述
懐
候
、
為
御
心
得

1芙
高
田
・
松
山
・
児
嶋
、
其
外
奥
郡
之
儀
、
川
東
之
内
、
過
分
之
儀
候
、
今
一

往
御
箆
言
と
ハ
被
仰
候
、
今
度
之
両
人
底
意
ハ
、
澄
申
間
敷
之
由
、
内
々
被
申

候
、
此
儀
又
重
而
被
申
切
候
者
、

公
私
事
新
や
う
に
、

ケ
条
之
内
一
一
て
候
へ
共
、

俄
可
被
思
召
候
問
、
御
三
殿
御
間
之
御
談
合
、
内
々
可
被
成
御
澄
候
、

(
芳
土
日
)

筑
州
来
正
月
廿
日
ニ
ハ
、
必
下
向
と
被
申
下
候
、
少
も
虚
言
一
一
て
御
座
有
間

敷
候
、
自
然
一
依
人
な
と
我
等
お
と
し
候
て
、
当
座
申
候
な
と
、
申
候
共
、
不
可

有
御
許
容
候
、
境
目
之
儀
も
、
川
切
之
内
分
別
有
間
敷
候
、
筑
州
も
罷
下
候
て
、

可
被
相
澄
と
被
思
召
、
其
時
之
無
御
仰
天
事
、
乍
恐
肝
心
ニ
存
候
、

就
夫
、
蜂
彦
・
黒
官
も
、
御
渡
候
処
を
ハ
多
分
請
取
申
、

至
中
途
罷
下
、
御

礼
儀
相
調
、
御
料
人
様
請
取
候
て
、

可
罷
上
之
由
候
、
筑
州
被
下
候
て
、
外
郡

は
か
り
請
取
申
、
内
郡
・
作
州
・
児
嶋
江
か
け
候
て
、

む
さ
/
¥
と
仕
く
さ
し
、

御
礼
を
も
不
申
、
御
料
人
を
も
請
取
申
候
ハ
て
、
被
下
候
上
ニ
て
、

ふ
た
/
(
¥

と
候
て

い
か
冶
と
申
事
候
、

正
月
も
何
も
入
不
申
候
、
御
三
殿
様
御
打
合
候
て
、
御
相
談
専
て
一
存
候
、

自
最
前
、
安
国
・
林
木
・
使
な
と
不
届
候
問
、
此
両
人
を
言
つ
め
に
も
さ
せ
ら

れ
、
蜂
彦
・
黒
宮
分
別
候
へ
は
、
成
事
と
思
百
候
、

一
円
之
御
不
覚
悟
ニ
て
候
、

大
な
る
事
ハ

近
年
信
長
之
下
ニ
て
も

世
上
操
を
も

羽
柴
/
¥
と
申
候
て

又
弓
矢
を
も
子
ニ
取
候
て
、
鑓
を
も
っ
き
、

城
を
も
責
候
て
被
存
候
、

又
少
事

之
儀
ハ
、
小
者
一
ケ
ニ
て
も
、
又
乞
食
を
も
仕
候
て
被
存
候
仁
か
、
申
成
な
と

(22) 

に
て
ハ
成
間
敷
候
、

日
本
を
子
之
内
ニ
ま
わ
し
候
、
今
日
ま
て
ハ
名
人
ニ
て
候
、

明
日
之
不
慮
ハ
不
存
候
、
今
程
御
相
手
一
一
御
成
候
て
ハ
如
何
と
存
候
て
、
誠
夜

も
日
も
不
明
や
う
に
我
等
ハ
存
候
、
定
而
座
敷
之
内
に
て
、
是
程
な
ら
は
、
抗
日
田

時
引
切
御
弓
矢
一
一
さ
せ
ら
れ
候
か
、
さ
ま
り
、
今
も
さ
せ
ら
る
れ
は
成
事
な
と
、

被
仰
仁
も
、

十
人
ニ
七
八
人
ハ
可
有
御
座
候
、

そ
れ
も
尤
候
、
乍
去
、
今
之
御

操
ニ
て
ハ
破
可
申
候
、
左
候
時
、

五
日
十
日
之
内
、
大
分
限
小
分
限
ニ
よ
ら
す
、

境
目
に
打
出
、
短
束
を
も
被
申
仁
ハ
、
御
座
有
間
敷
候
、
秀
吉
ハ
弓
矢
と
被
存

候
ハ
¥
十
日
之
内
可
被
出
候
、
左
な
く
候
共
、
来
廿
日
比
一
一
ハ
可
被
下
候
、

早
々
分
別
行
候
様
一
一
、
境
目
御
調
筒
要
ニ
存
候
、
其
御
調
之
趣
者

備
中
内
郡
御
残
候
て
、
作
州
之
事
、
速
ニ
御
渡
之
事
、

伯
州
八
橋
三
頭
御
残
し
候
て
、
諸
城
御
渡
之
事

右
分
御
渡
候
て
も
、
露
塵
は
と
も
被
申
懸
候
所
成
候
す
る
と
ハ
不
存
候
、
備



国
上
下
之
御
分
別
と

天
地
相
違
仕
候
、

秀
吉
者
、
於
岩
崎
陣
互
以
謹
一
=
白
紙
申
定
候
之
辻
、
今
以
可
為
同
前
之
由
被
存
候
、

難
然
、
秀
吉
諸
所
気
遣
之
閥
、

一
度
兄
弟
契
約
を
仕
候
問
、

被
副
御
力
、
御
入

魂
候
者
、

可
為
本
意
候
、
信
長
御
果
候
後
、

更
以
血
判
申
談
候
辻
、
相
見
え
不

申
候
、
秀
吉
よ
り
ハ
五
ヶ
国
、
備
後
備
中
雲
伯
作
と
申
定
候
へ
共
、
態
不
載
神

文
、
其
時
備
後
・
雲
州
之
事
者
、
放
子
可
申
之
由
申
出
候
キ
、

又
其
後
及
三
ケ

度
、
安
国
寺
被
指
上
候
問
、
備
中
外
郡
切
取
候
城
下
二
郡
、
備
前
・
作
州
之
内

無
残
、
伯
州
三
郡
充
と
申
定
候
、
其
段
を
も
種
々
被
仰
、
秀
吉
手
前
被
見
懸
、

今
月
来
月
と
被
作
候
問
、

去
年
正
月
五
日
以
安
国
寺
申
放
候
処
、
重
而
林
木
工

被
指
上
候
問
、
手
前
隙
を
明
候
問
、
留
置
申
候
、
は
や
天
下
存
知
候
之
条
、
内
々

の
ど
う
た
ま
り
一
廉
申
懸
度
候
へ
共
、
重
而
安
国
寺
被
指
上
、
御
佑
言
候
之
条
、

備
中
河
切
一
一
申
定
候
、
其
時
之
条
数
大
形

備
中
} 11 
切

内
郡
未
相
澄
候
、

伯
老
日
三
郡
充

未
済
候
、

付
、
児
嶋
之
事
、
未
済
候
、

御
一
人
御
指
上
之
事
、

付
、
人
質
之
事
、

来
嶋
之
事

未
済
候
、

御
縁
辺
之
事

未
済
候
、

以
上
、
此
辻
ニ
て
候
、

芸
州
各
様
御
分
別
ハ
、
於
岩
崎
陳
被
仰
定
候
者
、
信
長
被
出
と
申
ニ
付
候
て

こ
そ
被
作
た
る
御
神
文
に
て
候
、
国
切
之
事
も
右
之
分
に
候
、
今
又
対
秀
吉
候

て
ハ
、
御
約
束
も
さ
ま
て
無
之
事
、
国
切
川
切
之
事
ハ
、
自
彼
方
こ
そ
申
懸
候

へ
、
こ
な
た
に
ハ
終
無
御
請
付
と
上
下
思
百
、
殊
更
白

毛
利
家
人
質
共
出
し

候
て
、
御
懇
望
共
ハ
無
是
非
事
と
思
召
、

可
成
程
之
儀
を
ハ
被
仰
理
候
て
、

可

有
御
覧
候
と
思
刀
口
、

今
度
外
郡
諸
城
引
渡
候
付
而
、
公
私
之
御
分
別
事
之
外
相
違
候
、
去
年
二
郡

ニ
て
備
中
相
澄
、
供
配
(
・
中
村
引
付
候
時
者
、
御
澄
候
ハ
て
、
只
今
御
行
あ
た

去
夏
林
下
之
節
者
、
備
中
・
作
州
・
伯
州
三
ヶ
国
無

り
の
や
う
に
見
え
申
候
、

八
月
朔
日
出
勢
候
て
、

(
吉
川
経
言
・
小
早
川
元
総
)

一
弓
矢
可
仕
之
由
被
申
候
、
其
後
安
国
土
候
て
、
種
々
申
理
、
御
両
所
御
上
之

抜
ニ
渡
給
候
ハ
¥
和
平
可
仕
候
、
其
段
無
御
分
別
、

上
ニ
、
備
中
川
き
り
、
伯
州
三
郡
・
備
前
・
作
州
無
抜
に
と
被
申
定
候
、
其
時

ハ
各
御
悦
ニ
て
、
御
両
所
上
を
被
申
候
、
御
あ
い
し
ら
ひ
共
よ
く
候
付
而
、
又
々

其
内
を
も
と
、
御
欲
出
来
申
候
、
毛
頭
上
よ
り
事
新
申
に
て
無
之
候
、
高
田
も

松
山
も
児
嶋
も
御
約
束
之
内
一
一
て
候
、
此
段
を
上
さ
ま
に
能
々
御
納
得
候
て
、

戸片
手々
十ギへ
二J の
月き御

十触
J¥ 
日御
{，、

持
専

存
候

可
預
御
披
露
候
、
恐
憧
謹
ニ
一
一
H

、

就
長
(
花
押
)

林
木
工

一
任
斎

恵
理
(
花
押
)
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t
H判
弓
左

御
申
之

(
『
毛
利
家
文
書
』

大
日
本
古
文
書
)

羽
柴
秀
吉
書
状

!日
伊虎z冬
賀倉富廿
与去・巴六
三さ升♀日
郎形百
城城世間

事請廿
取八
由日
重主

状
両
通

令
被
見
候
、

尤
候
事
、

入
念
可
請
取
事
、

草
苅
城
日
疋
又
可
被
入
念
事
、

城
々
何
角
申
候
て
、
自
然
不
相
渡
所
を
ハ
、
其
許
之
人
数
を
以
取
巻
、

帰
鹿

福
一
を
結
候
て
、
干
殺
候
之
様
、
可
被
申
付
候
事
、

長
時
一

h崎
一
旧
ん
嶋
・
八
橋
等
事
、
只
今
又
可
佑
言
由
、
沙
汰
限
事
候
、
重
々

(
恵
理
)

相
究
儀
候
を
、
右
様
申
候
者
、
成
次
第
二
仕
候
て
、
安
国
寺
一
一
佑
言
可
被
作
候
、

然
者
、
本
へ
立
帰
候
て
、
最
前
従
彼
方
仕
出
候
任
誓
紙
旨
、
一
回
五
共
ニ
此
方
へ



御
次
御
縁
辺
之
儀
、
秀
吉
書
状
被
指
下
候
之
問
、
進
上
申
候
、
是
ハ
さ
れ
言

な
か
ら
、
此
方
之
を
被
打
置
、
豊
州
と
被
申
合
候
か
、

不
然
者
、
宇
喜
多
兄
弟

共
之
内
数
多
候
条
、
被
申
合
候
者
、
弥
世
上
六
ケ
敷
可
罷
成
候
、
殊
更
御
造
作

不
入
之
や
う
に
請
取
、
御
次
へ
ハ
筑
州
し
た
て
候
て
、

可
渡
之
由
被
申
候
時
者
、

さ
の
ミ
御
手
間
も
不
入
御
事
候
か

当
時
此
方

公
私
之
御
心
中
見
懸
申
候
に
、
去
年
以
来
敷
度
之
出
入
ハ
御
忘

却
候
て
、
於
子
今
者
、
無
故
境
目
御
渡
候
と
思
召
、
上
下
御
腰
気
候
、
雌
尤
之

儀
候
、
さ
り
と
て
ハ
鳥
擬
取
詰
候
時
、
北
口
之
衆
御
後
巻
も
不
成
申
候
、
又
去

(
賀
在
郡
}

年
南
表
・
冠
山
・
宮
路
山
責
落
、
高
松
二
重
三
重
ニ
取
巻
候
後
、
ゃ
う
/
¥

小
田
郡
(
下
道
郡
)

猿
懸
・
河
辺
あ
た
り
ま
て
御
打
出
候
、
又
当
年
来
年
と
候
て
も
、
上
衆
ハ
十
日

十
五
日
之
間
ニ
可
罷
出
候
、
芸
州
之
儀
ハ
、
御
三
殿
中
途
ま
て
御
打
出
候
共
、

五
十
日
三
十
日
之
内
ニ
ハ
著
陣
御
座
有
間
敷
候
、

又
南
北
一
口
に
も
互
ニ
成
申

間
敷
候
、
此
以
後
も
児
嶋
・
松
山
・
高
田
辺
之
儀
、
無
分
別
之
由
申
候
者
、
書

又
可
有
御
仰
天
候
、
御
三
殿
様
・
貞
俊
・
一
括
僻
御
内
談
、

立
之
内
と
乍
御
存
知
、

乍
恐
此
時
候
、
正
月
も
何
も
入
不
申
候
、
大
内
家
崩
候
時
分
の
御
ま
ね
を
ハ
、

(
経
久
)

日
頼
様
弓
矢
御
取
出
、
尼
子
与
州
之
被
取
出
候
時
之
御
ま
ね
、

先
々
御
止
候
て
、

乍
恐
当
時
之
風
ニ
あ
ひ
可
申
候
、

思
召
出
候
事
、
無
是
非
存
候
、

目
出
度
事
ニ
て
も
無
御
座
候
、
義
隆
之
儀
被

(
晒
)

山
名
・
赤
松
・
土
紀
・
細
川
・
朝
倉
な
と
の
や

う
な
る
衆
、
大
名
た
て
に
て
跡
も
な
く
被
失
候
、
眼
前
一
一
、
河
野
殿
ニ
長
曾
我

(
姓
)

部
毎
事
仕
勝
候
、
大
友
殿
ニ
百
性
の
や
う
な
る
竜
造
寺
仕
詰
候
、
又
只
今
の
天

甲
斐
武
田
殿
、
当
年
芝
田
・
滝
川
気
持
た
て
に
て
即
時

下
を
見
、
」
な
し
候
て
、

一
打
負
候
、
芸
州
之
御
事
も

い
ま
た
六
七
ヶ
国
御
た
も
ち
候
問
、
各
御
丈
夫

ニ
て
、

可
為
御
長
久
候
、
誠
鉢
ひ
ら
き
の
や
う
な
る
此
間
之
正
慶
小
僧
か
、

此
申
候
事
、

口
広
申
事
ニ
て
候
へ
共
、

け
に
と
は
京
都
五
畿
内
之
儀
ハ
不
及
申
、

日
本
半
国
者
、
見
廻
申
候
条

世
上
不
被
御
覧
衆
之
御
目
と
ハ

ち
と
違
可
申

候
、
然
共
、
芸
州
の
御
芳
ハ
底
慢
心
御
座
候
て
、

世
上
之
者
を
御
見
w

」
な
し
候
、

日
疋
も
飯
田
殿
道
か
た
の
御
恩
ニ
て
候
、
唯
今
之
世
上
ハ
、
男
も
衣
装
も
言
便
さ

ハ
や
か
な
る
も
不
入
申
候
、

い
か
や
う
な
る
分
限
者
も
、

か
け
馬
一
疋
ニ
て
、

公
用
を
か
な
へ
申
候
、
出
陣
之
時
者
、

分
限
辻
之
人
数
召
具
候
、

不
入
事
を
の

け
候
と
相
見
え
候
、
仏
の
前
之
説
経
一
一
て
候
へ
共
、
余

公
私
当
時
之
御
分
別

相
違
と
、
相
見
え
候
之
問
、
く
り
言
な
か
ら
申
上
候
、

(

小

ヰ

川

元

総

)

(

広

繁

)

白
藤
四
郎
殿
様
、
以
ケ
条
被
仰
下
候
儀
、
桂
民
太
被
申
下
さ
ま
、
能
々
可
被

聞
ヌヨ
手口

十宅時

F此
十由
五可
日有
御
披
'宝章苦手

E各

候

工:);1.

'1重
安謹
国言
寺

恵
理
(
花
押
)

林
杢
允
就
長
(
花
押
)

(

冗

春

)

(

隆

景

)

(

負

俊

)

呉
々
此
一
通
之
儀
、
早
々
新
庄
様
・
沼
田
様
・
福
原
殿
な
と
へ
被
遂
御
談
合
、

(
間
悦
)

専
一
ニ
奉
存
候
、
無
届
と
被
思
召
敷
候
、
返
々
、
重
而
上
之
返
答
到
来
之
上
一
一

て
、
無
御
仰
天
事
、

正
月
朔
日
よ
り
可
有
御
相
談
候
、
只
今
世
上
ハ
、
人
の
短

(20) 

束
非
大
形
候
、

不
可
有
御
油
断
候
、
人
の
姿
を
不
申
一
一
候
、
人
の
正
念
を
用
候
時

代
候
、
為
御
心
得
候
/
¥
失

佐
与
三
左

福
原
殿

御
申
之

伊
但
井
孫
四

(
『
毛
利
家
文
書
』

大
日
本
古
文
書
)

O 

安
田
寺
恵
理
・
林
就
長
連
署
書
状

尚
々
、
今
之
分
ニ
所
々
澄
不
申
候
者
、
両
人
共
ニ
可
罷
上
之
由
候
、
非
虚
呈
一
口
候
、

立日

門
川
ハ
」
、

急
度
申
上
候
、
追
々
従
秀
吉
、
境
目
請
取
渡
延
引
、
曲
事
之
由
、

如
此
被
申
下

候
、
先
書
両
度
致
進
上
候
、
昨
日
至
林
木
所
以
一
書
如
申
候
、
秀
吉
分
別
と
御



(

荒

賀

郡

)

(

福

原

)

多
治
部
へ
ハ
田
総
可
被
遺
之
由
、
是
ハ
元
俊
彼
方
角
被
罷
居
候
条
、
定
而
切
々

可
被
申
と
、
令
推
量
候
、

三
点

三
沢
方
上
ニ
逗
留
之
儀
、
為
清
へ
自
五
竜
何
と
な
く
、
先
御
尋
か
け
候
様
に

と
、
先
度
之
御
談
合
に
て
、
御
申
上
候
つ
る
、
是
茂
如
何
御
座
候
哉
、
富
田
へ

ハ
口
羽
方
被
罷
上
候
哉
、
干
要
候
、

春
日
御
一
房
四
五
日
以
前
、
御
舟
出
候
由
、
従
輔
罷
下
候
者
申
候
、
先
度
之
辻

に
て
、
御
上
之
事
候
哉
、
其
以
後
者
、

と
か
く
御
左
右
不
承
候
、
世
上
に
ハ
何

か
と
申
候
、
内
々
御
当
家
御
あ
て
か
ひ
御
述
懐
之
事
候
問
、
お
そ
ろ
し
く
存
候
、

可
有
御
申
候
、
新
庄
愛
元
之
衆
中
之
事

諸
人
質
之
儀
、
是
非
無
御
油
断
様
、

者
、
如
形
に
で
も
可
有
之
候
、

世
上
承
合
、

せ
め
て
時
々
之
心
付
を
も
い
た
し

候
、
弥
御
一
味
中
之
表
裏
、

可
為
眼
前
候
、
今
一
は
つ
れ
不
慮
出
来
候
ハ
、
、

日
の
中
之
可
為
御
滅
亡
候
、

上
下
共
御
あ
た
り
も
社
御
座
候
ハ
ん
す
れ
共
、
各

無
御
油
断
御
短
束
之
色
ハ

一
事
も
無
御
座
候
、
無
力
無
正
林
、

世
上
よ
り
被

見
懸
候
問
、
能
々
可
被
成
御
分
別
候
、
貴
僧
様
も
御
草
臥
に
て
候
、

さ
れ
共
御

ム
叩
よ
り
ハ
、
世
上
先
可
為
減
却
之
条
、
今
少
御
短
束
候
て
被
仕
延
、
芸
州
御
拘

z之
十平内
二士御
月土切

五断
日候
者

可
為
殊
勝
候
、
御
賢
慮
之
前
候
、
恐
々
謹
言
、

隆
景
(
花
押
)

妙
寿
寺

申
給
へ

宇
品
い
ヲ
hv

(
『
毛
利
家
文
書
』

大
日
本
古
文
書
)

九

安
田
寺
恵
瑛
・
林
就
長
連
署
書
状

態
申
上
候
、

備
中
外
郡
諸
城
之
事
、
悉
引
渡
申
候
、
無
是
非
存
候
、
難
然
、

知
此
さ
せ
ら

れ
、
向
後
堅
固
之
御
調
、
一
儀
ニ
相
極
候
、

(
蜂
須
賀
正
勝
)
(
黒
田
孝
高
)

作
州
江
一
両
日
中
ニ
蜂
彦
右
・
黒
官
可
罷
越
之
由
候
、

片
時
茂
被
差
急
、
案

内
可
被
仰
遣
事
、
筒
要
ニ
存
候
、
今
ま
で
も
被
仰
渡
さ
る
事
御
延
引
、
御
無
届

(
真
島
都
)

に
て
候
、
被
指
急
候
者
、
片
山
朋
可
仕
候
、
高
田
一
城
被
相
残
、
早
々
御
渡
専
一

虎主存
倉品{辰
之ど
儀

尽
善
美
{古

雄
申
fl桑

(
久
米
郡
)

一
円
無
分
別
候
、
於
虎
倉
・
岩
屋
之
儀

(
ム

γ
喜
多
秀
L

永
)

者
、
第
一
岡
山
相
障
候
、
自
然
上
衆
両
人
当
座
分
別
候
て
も
、
八
郎
母
所
よ
り

直
文
一
一
て
申
上
せ
候
へ
は
、
両
人
失
面
目
之
由
候
、

退
城
日
限
相
延
候
や
う
に

と
難
中
候
、
是
も
無
分
別
候
、

ゃ
う
/
{
¥
来
廿
二
三
日
ニ
、

し
か
と
可
有
退
城

之
由
申
懸
候
、

一
任
無
面
目
事
、

可
申
様
無
之
候
、
責
而
十
七
八
日
之
比
罷
越
、

其
身
之
志
、
荷
物
以
下
無
相
違
之
様
、
可
引
退
存
候
司

(
l
房
郡
)

児
嶋
・
松
山
・
高
田
之
事
、
ち
と
多
過
た
る
御
愁
訴
一
一
て
候
、
中
に
も
児
嶋

之
儀
共
ハ
、
骨
日
分
引
仕
間
敷
由
ニ
て
候
、
雄
然
、
此
一
所
ニ
底
意
被
縮
候
て
、

(
許
多
郡
)

可
有
御
佑
言
候
哉
一
つ
、
高
田
・
新
見
江
か
け
候
て
、
可
被
仰
理
候
哉
一
つ
、

松
山
城
領
所
共
一
一
、

可
被
仰
理
候
哉
一
つ
、
此
三
つ
一
一
て
候
、
左
候
処
ヲ
、
大

服
ニ
被
仰
懸

(19) 

一
度
ニ
不
相
澄
、
返
答
被
申
切
候
時
、
重
而
御
佑
言
候
共
、
見

苦
敷
御
仕
合
た
る
へ
く
候
、
以
書
立
被
申
懸
た
る
所
一
者
、
多
分
可
請
取
と
相
聞

(
輝
一
冗
一
応
春
，
景
)
(
福
原
)

え
候
、
内
々
此
御
議
定
、
御
三
殿
様
・
貞
俊
御
間
之
御
相
談
、
乍
恐
専
て
一
存

候
、
年
改
候
者
、
御
公
事
も
新
罷
成
、

上
辺
之
弓
矢
も
、

一
一
月
ハ
四
国
雑
賀
両

口
へ
、

可
被
仕
懸
と
相
聞
え
候
、
自
然
又
今
之
分
之
ね
り
公
事
一
一
さ
せ
ら
れ
候

て
、
弓
矢
之
ふ
り
替
御
あ
ひ
候
は
ぬ
や
う
に
と
存
候
、
左
候
て
ハ
、
重
而
之
御

操
ハ
、
成
申
間
敷
候
、

来
嶋
之
儀
、
最
前
書
立
-
一
裁
被
申
入
候
条
、
何
之
道
一
一
て
も
、
本
渡
さ
せ
可

申
之
由
候
、
無
御
分
別
候
時
者
、
来
嶋
一
儀
ハ
御
破
一
一
て
候
、
従
土
州
申
分
ニ

放
子
可
申
之
条
、
与
州
を
ハ
土
佐
江
可
被
付
之
由
、
佑
言
半

ハ
、
阿
讃
之
儀
、

候
、
先
度
書
立
ニ
ハ
不
載
候
へ
共
、
言
渡
し
に
、
芸
州
様
へ
付
可
申
之
由
、
被

土
州
へ
之
返
答
、
今
ま
て
ハ
被
申
切
候
、
然
共
、
来
嶋
無
御
分
別

申
候
之
条
、

と
墨
付
被
下
候
者
、
其
分
可
申
上
之
由
、
黒
官
申
事
候
、
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輔允
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左
衛
門
佐

隆
景
御
判

御
宿
所

(
『
萩
藩
閥
閲
録
』
巻
百
廿
七
)

十
/、

毛
利
輝
元
書
状

態
此
者
差
上
候
、

松

山

(

天

野

)

当
城
之
儀
、
元
明
堅
固
之
覚
悟
之
由
候
条
肝
要
候
、
其
段
者
心
安
存
候
、
た
、

/
¥
兵
糠
人
数
有
間
敷
と
笑
止
千
万
候
、
涯
分
令
短
束
候
、
其
一
冗
者
人
数
等
い

か
ほ
と
役
に
た
つ
へ
き
も
の
可
有
之
候
哉
、
旦
〈
可
被
申
越
候
、

其
方
之
儀
茂
此

節
之
事
一
一
て
候
条
、
二
人
三
人
成
共
、

人
を
茂
呼
候
て
可
然
候
、
柳
不
可
有
油

断
候
、(
上

房

郡

)

(

上

房

郡

)

竹
庄
表
之
儀
者
悉
敵
同
意
候
哉
、
有
漢
表
此
比
者
相
静
之
由
候
つ
る
、
い
か
、

候
哉
、

承
度
候
、

中
と
を
り
一
城
可
取
付
と
の
儀
候
、
何
れ
之
在
所
可
然
と
の
其
元
校
量
共
に

候
哉
、
可
被
申
越
候
、

行
等
可
被
申
付
之
通
可
申
越
候
、
何
れ
之
口
江
何
ほ
と
の
可
為
行
候
哉
、

数
者
定
而
当
城
被
打
明
候
て
者
、
成
間
敷
候
之
条
、
左
候
て
者
出
勢
の
ほ
と
ハ
、

可
為
如
何
程
候
哉
、
惣
別
人
数
い
か
ほ
と
候
ハ
¥
何
ほ
と
の
行
者
、

可
有
之

と
の
校
量
可
有
之
儀
候
、
万
其
元
・
元
明
思
惟
之
所
、

可
被
申
越
候
、
人
敷
之

儀
者
、
涯
分
相
催
候
、
何
篇
其
方
之
心
遣
肝
要
候
、

(
備
中
国
)

外
郡
表
之
儀
者
、
諸
城
堅
固
之
儀
候
問
、
可
心
安
候
、
其
口
之
心
遣
迄
に
て

候

九E猶
月平吉
十主事
一退
日々
可
申
承
11芙

謹
言
、

輝
一
疋
御
判

ムャ

円高

玄

(
『
萩
藩
閥
閲
録
』
巻
百
廿
七
)

一
七

毛
利
輝
元
書
状

御
一
献
之
儀
付
而
、

一
書
を
以
申
越
之
候
、
多
分
用
意
之
由
候
問
、
筒
用
候
、

松t返
山車答
江巳別

可紙
罷ニ

越申
候遣
問候

程
近
可
談
A 
口

候

尚
以
相
尋
儀
候
者
、
追
々
可
申
越
候
、
来
廿
四
日
に
ハ

石
引
綱
之
事
、
短
束
之
由
可
然
候
、
普
請
相
定
上
を
以
可
申
遣
候
、

並
目
請
道
具
之
事
、
両
度
申
遺
候
、
日
疋
を
後
迄
入
物
候
問
、
能
や
う
に
可
調
置

候

六f謹
児克三三目白内丙月半言
王輪両]藤-+J...E
JC }[. JC 冗 H

市璽与理雅E与き一
三三日
兵右

て
る
元
御
判

(18) 

(
『
萩
藩
閥
閲
録
』
巻
五
十
七
)

「事 J¥
裳

ーヰ
J 11 
隆
景
書
状

左
衛

(
切
封

人

妙
寿
寺
ま
い
る
申
給
へ

(

時

ポ

)

(

小

田

郡

)

境
目
傍
爾
之
儀
、
猿
懸
上
之
衆
、
種
々
雄
被
申
理
候
、
曾
以
無
分
別
、
河
向
之

隆
景
」

儀
、
は
や
地
下
中
は
ら
り
と
罷
成
候
、
諸
城
之
衆
も
、
多
分
可
罷
退
候
、

(
F道
都

)

(

宍

戸

氏

)

鬼
身
之
事
、
於
子
今
者
一
口
ニ
罷
成
候
、
猿
懸
勿
論
候
、
五
竜
へ
能
被
仰
談
、

人
数
兵
根
玉
薬
、
堅
固
被
相
拘
候
、
御
調
儀
専
一
一
帳
、
能
々
可
有
御
申
候
、
先

度
巳
来
、
未
従
元
孝
者
仰
も
不
蒙
、
由
・
も
不
入
候
問
、
白
日
疋
直
一
一
申
儀
者
、

言
無
之
候
、
某
一
元
之
御
調
肝
要
候
、
不
可
有
御
油
断
候
、

〈
上
房
郡
)

松
山
之
儀
申
戦
半
候
問
、
先
度
某
元
之
御
談
合
者
震
に
て
候
、

山
内
多
賀
山

被
罷
上
候
哉
、
其
御
儀
定
に
て
、
各
御
ひ
ら
き
候
、
御
緩
に
て
ハ
無
勿
林
候
、



(
『
萩
藩
閥
閲
録
』
巻
三
十
三
)

穂
井
田
(
毛
利
)
元
清
書
状

今
度
於
松
山
表
敵
数
輩
、
殊
城
主
庄
高
資
被
討
捕
、

則
時
落
城
之
刻
、
御
粉
骨

無
比
類
御
働
候
、
伺
為
其
賞
松
山
之
城
可
遣
置
候
之
問
、
此
上
可
被
抽
軍
忠
、

猶
(杉
二量原
月平右
十)衛

八門
日尉

j可
メ泳、
口

{白
書
守
可
申
述
候

恐
々
謹
言
、

「
穂
井
田
」
元
清
(
花
押
)

三
村
修
理
亮
殿

卸
・
古
平
好

f
p一
F

(
『
貰
被
古
簡
集
』
巻
第
十
五
)

垣
屋

「蒜豊

宮続

県

垣
屋
駿
河
守

古
川
駿
河
守
殿

豊
続

参
御
宿
所

L 

態
令
啓
達
候
、
問
先
度
者
、
従
詔
照
氏
政
以
使
者
、
被
申
入
候
処
、
向
後
互
無

御
別
儀
、

如
前
々
可
被
仰
通
由
之
御
神
文
被
差
上
、
於
私
本
望
之
至
候
、
就
其
、

亦
自
詔
烈
以
神
文
一
札
被
申
入
候
、
弥
無
他
異
可
被
仰
談
事
、

可
目
出
候
、
将

亦
、
至
因
州
仰
出
張
之
儀
、

切
々
申
入
候
処
、

至
其
表
御
出
陣
之
儀
、
令
安
堵

候
、
然
者
、

至
当
表
一
勢
之
儀
被
申
入
候
処
、
可
被
差
上
之
由
預
御
返
報
、
拝

閲
本
懐
候
、
則
其
趣
詔
照
申
間
候
処
、
満
足
之
由
被
申
事
候
、
御
人
数
被
差
上

候
者
、
当
国
之
儀
、

如
御
本
意
、

如
存
分
可
被
申
付
候
、
左
候
者
、
喜
為
山
私
部
之
儀
、
頓

(
上
一
房
郡
)

可
被
仰
付
事
歴
然
候
、
次
備
中
松
山
之
儀
、
隆
景
以
御
調
略
被
属

御
本
意
由
、
誠
珍
重
候
、
左
様
候
へ
者
、
南
表
之
御
子
明
候
問
、
此
節
因
州
表

と

HF丁、

-κ
宰
u
r
f
1

可
被
差
急
儀
純
一
一
候
、
最

輝
元
隆
景
へ
以
別
書
雄
可
得
御
意
候
、

別
之
仕
合
無
之
候
問
、

不
能
其
儀
候
、
右
之
趣
可
然
様
、
御
取
成
所
仰
候
、
猶

委
曲
太
田
恒
一
土
佐
守
拙
者
相
心
得
可
申
入
通
、
大
知
日
院
乗
日
申
含
候
問
、

可
被

任
目
玉上
六雪候
月ま
七恐
日々
謹
仁コ

豊
続
(
花
押
)

古
川
駿
河
守
殿参

御
宿
所
(
『
吉
川
家
文
書
』

大
日
本
古
文
書
)

織
田
信
長
起
請
文

今
般
足
利
義
昭
中
国
之
毛
利
輝
元
恵
、
当
家
可
亡
之
風
間
為
明
白
、
貴
辺
廻
謀

於
忠
戦
被
励
者
、
本
領
之
上
備
後
一
国
可
宛
行
者
也
、
若
有
相
違
者
、
大
小
之

神
祇
弓
矢
八
幡
疑
有
間
舗
事
、

(
-
一
カ
)

天
正
三
年

依
神
文
知
件
、

八
月
五
日

信
長
(
花
押
)

三
村
修
理
進
殿

(
『
黄
破
古
簡
集
』
巻
第
十
五
)

(17) 

今
度
備毛
中利
紅宗輝
城三元
落聖書
去状
之
時

四

歴
々
被
討
捕
頚
注
文
、
随
令
一
見
候
、
尤
本
望
太

慶
存
候
、
伺
太
万
一
腰
・
馬
一
疋
令
進
之
候
、
猶
重
畳
可
申
入
候
、
委
細
相
合

此
者
(候
十王 、
，] 

一一三エ応年，c.、
月)々

ハ謹
日言

輝
元
御
判

楢
崎
三
河
守
殿

加
叩

E臼

ι川T

羽
刊

V
J
7
l
↓

E
Y

(
『
萩
藩
閥
閲
録
』
巻
五
十
三
)

一
五
小
早
川
隆
景
書
状

(
小
広
官
同
)

お
脚
隣
郷
多
分
敵
同
意
之
由
候
、
誠
御
心
遣
察
存
候
、
為
始
三
吉
方
、
追
々
人

(
口
羽
春
良
)
(
成
羽
親
成
)

口
中
・
成
越
被
仰
談
、
郷
庄
可
被
討
果
御
行
御
調
儀

数
某
許
差
出
候
問
、

肝
要
候
、
趣
蒙
仰
度
存
申
入
候
、
旦
一
ハ
承
可
得
其
心
候
、
猶
追
々
可
申
承
候
、
恐
々

謹
言
、



此
者
主可
六宅申
小月圭 11桑
寺十
佐五五
渡些日

守
殿

謹
言
、

元
就
御
判(

『
萩
藩
閥
閲
録
』
巻
四
十
六
)

九

毛
利
元
就
・
小
早
川
隆
景
連
署
書
状

尚
/
¥
、
備
後
衆
へ
折
紙
遣
候
、

可
相
心
得
候
、

か
し
く

備
後
衆
出
陣
之
儀
付
而
、
一
昨
日
以
使
者
申
遣
候
問
、
定
可
参
着
候
、
然
処

(

児

島

郡

)

(

庄

)

児
嶋
表
江
動
儀
定
候
て
、
今
日
廿
八
日
一
元
資
其
外
渡
海
之
由
、
如
此
申
来
候
、

(
児
島
郡
)

此
時
者
先
諸
勢
之
儀
、
彼
表
江
差
出
可
然
候
、
鼻
高
之
儀
、
則
時
落
去
候
へ
者

(
浬
層
部
)

至
幸
山
表
備
前
衆
可
罷
出
事
眼
前
候
、
土
辛

尤
珍
重
候
、
自
然
少
も
相
支
候
者
、

山
表
弱
々
敷
事
共
候
へ
ハ

一
大
事
之
儀
候
問
、
此
方
人
敷
迫
々
差
っ
、
け

児
嶋
表
任
存
分
候
ハ
て
不
叶
儀
候
、
得
其
心
備
後
衆
へ
之
事

一
時
片
時
茂
催

促
仕
立
可
罷
出
事
、
千
万
/
¥
肝
要
迄
候
/
¥
、

(

英

賀

郡

)

(

掛

)

一
昨
日
申
所
ハ
、
児
嶋
へ
共
、
多
治
部
へ
共
す
め
候
ハ
て
、
於
深
山
両
方
を

可
急
方
へ
と
申
事
一
一
候
つ
れ
共
、
此
分
申
来
候
問
、
重
々
申
遺
候
、
其

方
所
よ
り
一
冗
資
・
一
庄
野
江
早
飛
脚
を
遣
、

宮
司
、
1
f
 

は
や
渡
海
候
者
何
か
も
不
入
、
備
後

衆
之
事
、
つ
つ
し
か
け
、
幸
山
表
江
可
罷
出
候
、

如
日
疋
ハ
被
申
候
へ
共
、
も
し
旨

儀
相
違
候
而
、

五
三
日
も
延
引
候
て
、
未
無
渡
海
候
者
、
備
後
衆
之
事
も
先
深

山
表
在
陣
候
て
、
彼
渡
海
之
節
、
幸
山
へ
被
出
候
て
可
然
候
、

可
然
候
、
此
よ

せ
の
け
、
よ
く
/
¥
分
別
肝
心
候
/
¥
、
為
此
重
々
申
遣
候
、
謹
言
、

(
厄
亀
二
年
)

正
月
廿
八
日

元
就
御
判

隆
景
御
判

「
粟
屋
木
工
允
殿

一
疋
就
」

(
『
萩
藩
閥
閲
録
』
巻
三
十
三
)

O 

毛
利
元
就
書
状

可
然
候
ハ
ん
哉
、

は
や
白
吉
田
上
着
候
哉
、
於
然
者
愛
元
下
向
候
て
、

(
菅
)

又
家
親
供
候
て
管
罷
出
候
て
、

尚
/
{
¥
、
矢
助
事
者
、

可
然
候
ハ
ん
哉
、
三
人

可
為
談
合
候
/
¥
、

肯邑

家主申
親世遣
出候
張
キ目
瓦己

上

一

一

房

郡

(

香

川

光

景

)

旧
冬
至
松
山
帰
宅
之
由
、
香
左
被
申
越
候
之
問
、
誠
可

然
本
望
候
、
其
方
上
之
上
ニ
て
猶
以
可
相
定
候
と
祝
着
候
ノ
L
¥

(
三
村
親
成
)

孫
兵
申
之
趣
、
先
日
申
下
候
ツ
、
尤
無
余
儀
候
、
初
か
た

5
人
数
笠
寸
刀
口
具
出

張
候
て
、
其
上
ニ
て
談
合
な
と
候
て
、
少
も
日
数
候
へ
者
勢
衆
も
透
候
、
競
も

覚
候
て
不
可
然
候
之
条
、
先
家
親
者
小
者
一
人
に
て
至
菅
、

一
日
も
早
々
被
着

候
之
様
、
弥
可
申
定
候
/
¥
、

香
川

其
上
ニ
て
光
景
早
々
安
元
被
罷
下
候
ハ
、
、
東
西
之
行
動
之
趣
、
覚
悟
之
様

林
、
則
至
菅
可
申
候
問
、
左
候
而
東
西
動
相
定
候
て
、
備
中
・
美
作
之
諸
勢
を

被
呼
出
候
之
様
ニ
候
て
可
然
候
、
此
段
孫
兵
存
分
尤
ニ
存
候
、
於
此
方
其
分
候

(16) 

之
問
、
香

左
早
々
愛
元
下
向
待
入
候
、
為
此
彼
使
ニ
人
を
副
候
て
遣
し
候
、

香

左
愛
元
下
向
候
者
、
其
方
ハ
某
一
冗
ニ
候
而
、
家
親
供
候
て
菅
表
罷
出
候

ハ
ん
事

肝
要
に
て
候
、
乍
辛
労
其
段
混
入
候
、

従
家
親
、
就
児
嶋
天
神
山
之
儀
、
対
光
景
以
ケ
条
疑
心
之
趣
、

被
申
候
問
、

弥
以
神
文
申
遣
候
、
此
半
何
と
様
一
一
申
妨
和
議
候
而
、
家
親
ハ
疑
候
共
、
於
此

方
者
此
一
一
子
毛
頭
程
茂
、
表
裏
有
間
敷
候
之
問
、

心
安
可
申
分
事
肝
要
候
、

既
神

文
之
条
不
及
申
候
、

若
又
光
景
下
之
儀
不
成
候
者
、

其
方
急
度
可
罷
下
候
、
待
入
候
、
伯
州
安
元

聞
も
程
遠
候
条
、
行
之
儀
頓
申
合
候
而
、
置
度
候
問
、
香

左
下
向
待
入
候
、

謹

亀

粟月子
屋三立
木玩日
工主
允
殿

元
就
御
判



五
家主
親ぢ毛
我利
々隆
折元
紙書
可状
1昆

之
由
申
候
で

判
紙
其
方
所
へ
遣
候
キ
、
認
候
て
相
届
候

至哉

松占其
山山以

罷後
出無
之左
由右
候候

早
々
見
ム、

候
て

可
申
越
候
、

可
罷
帰
事
待
入
候
、
度
々
注
進
之

通
、
至
吉
田
も
申
下
候
、

(

誠

春

)

(

川

上

郡

)

和
知
日
方
其
外
之
衆
、
至
成
羽
可
有
陣
替
事
候
之
由
、
両
人
申
通
於
隆
元
者
、

(
貞
惜
)

不
能
分
別
候
、
其
故
ハ
其
方
両
人
罷
出
候
事
ハ
、
福
原
至
成
羽
陣
替
さ
せ
候
へ

と
の
儀
を
こ
そ
申
候
て
、
罷
出
た
る
事
候
、
然
処
ニ
福
原
所
之
儀
を
ハ
不
申
調

候
て
、
内
郡
衆
計
を
出
候
ハ
て
ハ
な
と
、
申
候
事
、
曲
事
候
、
初

5
内
部
衆
計

を
可
遣
と
の
賦
ニ
て
候
ハ
¥
我
々
此
申
事
不
入
候
、

更
於
我
々
ニ
者
、
不
能

(
毛
利
一
広
就
)

分
別
候
問
、
無
申
分
候
、
何
も
吉
田
へ
申
下
候
問
、
両
人
申
通
郡
山
ニ
分
別
ニ

て
候
ハ
、
其
返
事
関
候
て

可
申
遣
候
、

国
衆
之
儀
、
志
摩
利
表
被
罷
着
事
候
問
、
従
某
元
も
可
申
談
儀
、

肝
要
候
、

猶

iL 五聖
l'!B~ 翠百Eq
右寄託5十申
衛)肌七候

門日
尉
殿

善一一一日、

隆
元
御
判

隆
7じ

L 

(
『
萩
藩
閥
閲
録
』
巻
百
二
十
八
)

....... 
J、

小
早
川
隆
景
感
状
(
ト
房
郡
)

去
六
日
備
中
国
松
山
落
居
之
時
、
敵
一
人
僕
従
小
三
郎
討
捕
之
、
誠
神
妙
者
也
、

怖
感
状
知
件
、

永
禄
四
年
四
月
廿
日

隆
景

井
上
又
右
衛
門
尉
殿

(
『
萩
藩
閥
閲
録
』
巻
十
一
ノ
一
一
)

七

毛
利
元
就
書
状

(
三
村
親
成
)

書
状
到
来
披
見
候
、
三
孫
兵
ニ
逢
候
而
、
彼
内
儀
之
趣
条
々
申
越
候
、
得
其

心
展
、
'
i
 
其
境
動
之
事
ハ
、
家
親
小
者
一
人
に
て
罷
出
候
て
、
行
趣
を
し
か
と
談
合
仕

堅
、
其
上
ニ
て
備
中
・
美
作
諸
勢
呼
出
、
則
相
動
候
而
可
然
候
、
無
所
詮
逗
留

候
而
ハ
可
然
候
と
の
孫
丘
ハ
存
分
近
比
尤
至
極
候
、
我
等
も
内
々
其
分
に
こ
そ
存

候
へ
/
¥
、
無
余
儀
存
分
に
候
、

然
問
、
先
以
一
日
茂
早
く
家
親
罷
出
候
事
肝
要
迄
一
一
て
候
、

(
月
厄
祐
力
)

庄
四
事
者
、
家
親
存
分
次
第
一
一
則
可
被
罷
出
候
、
石
川
事
備
前
表
可
為
手
当

由
候
敗
、
是
非
此
時
伯
州
表
罷
出
候
ハ
て
ハ
、
無
曲
由
堅
申
候
へ
と
の
事
ニ
て

候
や
、
日
疋
又
内
儀
之
段
肝
要
候
/
¥
、

(
窪
屋
郡
)
(
小
田
郡
)

就
其
甲
山
へ
も
猿
懸
へ
も
可
罷
越
之
由
、
辛
労
之
至
候
、
乍
去
其
段
堅
申
候

而
可
然
候
、

天
満
之
儀
者
、
則
可
事
行
候
敗
、
長
台
寺
少
も
可
相
支
候
哉
、
安
来
表
江
以

(
三
村
親
成
)

警
固
相
動
候
者
、
日
疋
も
久
敷
儀
有
間
敷
之
由
、
孫
兵
申
候
敗
、
尤
候
、
得
其
心

詰
問
、
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な
に
か
も
不
入
候
、
先
家
親
小
者
一
人
に
で
も
被
罷
出
候
者
、
其
上
に
て
東

西
動
之
趣
、
談
合
相
澄
、
諸
勢
を
も
よ
ひ
出
さ
れ
候
様
に
、

可
申
調
事
肝
心
候

五(、
軒 IEj猶
完)月年白
殿廿主是
一重
日々
可
申
遣
候

謹

元
就
御
判

元
就
」

(
『
萩
藩
閥
閲
録
』
巻
三
十
三
)

J¥ 

毛
利
元
就
書
状

(

草

親

)

(

一

示

ー

久

)

去
月
十
二
日
、
就
三
村
帰
陣
、
河
岡
之
城
可
明
退
之
趣
候
之
処
、
末
近
市
郎
右

衛
門
尉
・
境
乱
開
討
衛
門
尉
令
同
道
、
其
方
懸
入
踏
静
一
候
付
而
、
彼
城
堅
固
候
キ
、

其
方
覚
悟
無
比
類
候
、
我
等
祝
着
之
段
、
更
不
及
言
語
候
、
忠
儀
之
至
候
、
猶



給
ふ
共
、
屍
の
欝
慣
は
散
じ
申
間
敷
、
潟
後
戟
御
立
退
候
へ
と
申
す
。
元
親
は

久
式
へ
被
申
は
、
貴
所
は
一
先
阿
波
讃
岐
方
へ
刃
心
ば
せ
給
へ
、

四
国
因
幡
丹
後

の
身
方
へ
被
申
・
合
重
て
途
本
意
給
へ
。
草
の
蔭
に
て
可
偶
感
悦
。
久
式
申
は
、

元
親
の
御
身
曜
に
可
連
覚
悟
に
て
嘗
城
へ
罷
龍
候
。
雨
家
を
断
絶
さ
せ
ん
事
如

何
と
あ
れ
ば

一
類
是
非
々
々
立
退
き
給
へ
と

元
親
を
進
て
、
妻
子
一
門

十
鈴
人
庭
敷
を
立
ち
、
両
大
将
一
所
に
成
て
麓
へ
下
る
。
升
禰
助
・
見
阿
捕
は
、

元
親
落
行
き
給
ふ
を
不
知
瞳
に
て
大
手
に
向
ひ
識
姐
戦
仕
る
。
各
落
延
び
給
は

ん
時
跡
よ
り
追
付
、
主
人
の
子
を
引
き
阿
部
山
へ
恋
ぴ
入
る
。
事
州
の
侍
大
特

は
松
山
城
へ
入
替
り
、
門
々
に
警
固
を
置
き
、
落
人
あ
れ
ば
注
進
せ
よ
と
欄
廻

す
。
元
親
、
升
禰
助
に
申
す
は
、
国
の
者
達
拝
仕
け
れ
ど
も
、
今
は
卑
怯
の
先

掛
を
仕
る
。
汝
一
人
是
迄
の
届
神
妙
也
と
泊
を
流
す
。
捕
助
申
す
は
、
某
他
圃

者
に
候
へ
ど
も
、
従
家
親
公
被
掛
御
目
不
浅
に
付
、
御
臨
終
迄
御
供
仕
ら
ん
と

存
入
候
。
御
具
足
を
致
拝
領
度
候
、
某
松
山
城
の
門
へ
登
り
、
乍
恐
元
親
と
名

乗
て
切
腹
仕
候
は
ぜ
、
敵
他
国
衆
な
れ
ば
私
の
屍
を
見
知
間
敷
候
。
左
候
は
ず

諸
口
の
番
士
共
完
候
へ
ば
、
中
津
井
口
を
被
掛
御
心
高
田
の
方
へ
御
急
ぎ
被
矯

成
候
様
に
申
上
候
へ
ば
、
昔
漢
の
高
租
が
城
を
楚
の
項
羽
攻
る
時
、
高
租
の
臣

下
に
紀
信
と
云
ふ
者
俄
圃
り
諒
君
降
城
事
、
汝
が
諌
日
疋
に
過
た
り
と
感
じ
給
ふ
。

暫
時
も
非
可
存
命
、
急
ぎ
松
山
へ
登
り

元
親
切
腹
仕
る
間
検
使
を
給
は
ら
ん

と
、
敵
将
へ
申
達
候
へ
、
飢
死
し
て
無
詮
。
老
母
へ
此
形
見
を
指
上
げ
供
偽
施

借
の
笹
口
み
頼
入
る
由
申
候
へ
、

君
生
害
に
敵
の
迎
に
参
る
事
、
非
武
義
と
申
せ

ば
、
元
親
方
於
背
此
趣
は
今
迄
の
届
け
無
詮
と
申
候
へ
は
、
敬
は
遵
と
承
候
と

泊
を
流
し
御
暇
を
申
し
、

阿
部
山
を
立
出
て
、

形
見
の
品
々
を
持
ち
母
上
に
指

上
げ
、
其
後
君
生
害
の
便
は
難
心
得
と
濁
言
云
ひ
、
松
山
の
城
の
門
へ
掛
込
み
、

三
村
家
の
近
習
に
升
禰
助
と
名
乗
り
掛
け
、
河
村
新
助
を
切
倒
し
五
三
人
に
子

を
負
せ
し
時
に
、
敵
大
勢
掛
合
ひ
討
捕
ら
る
。
敵
身
方
惜
み
け
る
。
一
冗
親
は
検

使
の
敵
来
ら
ん
と
側
な
る
山
に
上
り
見
れ
ば
、
松
山
程
近
に
見
ゆ
る
。
此
城
に

て
不
果
事
今
生
の
後
悔
後
生
の
障
に
成
り
候
。
麓
へ
立
出
て
城
内
へ
建
案
内
可

切
腹
と
思
ひ
定
め
、
六
月
朔
日
松
蓮
寺
の
大
道
へ
「
打
見
れ
ば
、
在
所
の
者
に
行

合
ひ
、

一
冗
親
愛
に
罷
在
り
切
腹
仕
る
問
、
検
使
を
被
下
候
様
に
城
内
へ
申
達
候

へ
と
、
在
所
の
者
に
申
合
め
待
居
け
る
。
松
山
城
門
へ
上
り
右
の
趣
を
御
注
進

申
上
れ
ば
、
局
検
使
児
玉
長
門
守
・
粟
屋
輿
惣
右
衛
門
、
局
警
固
桂
民
部
大
輔
・

天
野
五
郎
右
衛
門
を
被
仰
付
申
。
元
親
向
検
使
矯
亡
父
孝
養
浮
田
和
泉
守
を
可

討
取
と
存
る
所
に
、
濁
世
と
は
乍
申
天
道
も
無
悪
候
。
人
盛
な
る
時
は
天
曲
て

退
く
と
只
今
存
雷
り
候
。
不
入
儀
に
候
へ
共
、
隆
景
卿
へ
細
書
一
通
認
置
候
。

大
庭
加
賀
守
殿
は
輝
元
公
へ
歌
道
師
範
な
れ
ば

時
四
し
置
く
言
の
葉
の
陰
迄
も
哀
を
掛
て
君
を
問
へ
き

JC 

親

細
川
兵
部
大
夫
へ
呈
一
通

一
度
は
都
の
月
と
思
ひ
し
に
我
待
夏
の
雲
に
か
く
る
冶

(14) 

同

竹
田
法
印
は
親
類
な
れ
ば

言
の
葉
の
博
の
み
間
て
徒
に
此
世
の
夢
に
あ
は
て
覚
ぬ
る

同

老
母
へ
は
自
筆

思
ひ
知
は
行
時
へ
き
道
も
な
し
本
の
直
を
其
の
佳
に
し
て

同

辞

世

人
と
い
ふ
名
を
借
程
や
末
の
露
消
て
そ
跨
る
本
の
雫
に

同

前
匠
作
一
瞬
源
樹
居
士

鍾
頭
櫨
炭
清
涼
殿

と
書
留
め
、

剣
樹
刀
山
遊
戯
城

天
正
三
年
六
月
二
十
二
日
生
害
仕
り
、
介
錯
は
石
尾
助
四
郎
。

元
親
の
首
は
備
後
図
柄
津
へ
被
遣
、
将
軍
義
昭
公
奉
備
賓
検
。
千
兵
易
得
一

将
は
難
求
と
、
皆
不
惜
人
は
無
か
り
克
。

(
『
吉
備
群
書
集
成
』
第
三
巻
)



今
日
の
生
涯
三
日
に
可
延
か
、
魚
梁
庭
の
後
へ
隆
景
卿
の
御
旗
見
ゆ
る
ぞ
、

天

神
丸
の
逆
心
は
同
意
に
命
を
可
扶
と
耳
語
き
け
れ
ば
、
身
命
の
扶
言
に
不
欣
無

き
者
皆
尤
と
同
心
し
、

銘
々
人
質
を
三
村
孫
兵
衛
方
へ
連
来
り
、
本
丸
の
敵
に

成
り
、
子
切
の
矢
本
丸
へ
射
込
む
。
吉
良
常
陸
は
、

足
弱
共
を
引
連
れ
本
丸
に

て
取
龍
る
。
敵
身
方
自
立
昌
感
仕
り
け
る
。
不
知
仁
義
背
武
道
者
集
々
尾
・
杉
・
諏

訪
・
南
江
・
升
原
・
佐
藤
・
神
崎
・
山
本
・
布
施
・
林
・
渡
部
・
山
川
・
神
原

何
れ
も
元
親
譜
代
也
。
浅
ま
し
き
心
中
と
憎
ま
ぬ
者
は
な
し
。
元
親
・
久
式
は

諸
方
の
相
園
を
待
居
る
所
、
難
頼
は
嘗
世
の
郎
等
、

反
っ
て
本
丸
へ
子
切
の
矢

を
射
込
む
。
一
疋
親
申
す
は
、
譜
代
の
奴
原
敵
の
備
へ
加
り
候
へ
ば
、
敵
方
に
は

競
を
侍
候
。
首
丸
の
者
忘
却
に
見
及
候
。
宗
徒
の
者
共
討
た
る
れ
ば
、
宮
城
可

及
急
難
と
申
す
。
馬
酔
木
丸
守
新
山
玄
蕃
助
申
す
は
、
策
て
の
調
談
に
如
是
成

行
候
時
は
、
相
畑
に
て
可
曝
屍
と
御
走
候
。

明
日
に
も
成
候
は
ず
敵
方
禰
可
増

人
数
候
。
時
節
能
候
。

い
ざ
一
働
き
と
申
す
時
、

田
中
藤
兵
衛
申
す
は
、
左
様

の
談
議
は
無
事
成
る
時
、
今
日
の
軍
を
ば
某
に
御
任
せ
候
へ
と
申
す
。
元
親
損

気
色
傍
若
無
人
の
申
様
哉
、
乍
去
文
士
は
随
賎
教
国
主
は
恥
民
口
、

と
曲
留
に

仕
り
一
働
と
申
候
へ
ば
、
譜
代
の
侍
三
百
騎
相
随
ひ
元
親
・
久
式
一
一
手
に
成
り

障
子
瀧
迄
出
張
る
。
三
村
輿
七
郎
・
梶
屋
織
部
・
田
井
又
十
郎
・
上
田
加
介
、

相
畑
構
へ
城
戸
逆
木
を
引
破
り
家
々
に
掛
火
、
一
冗
親
の
罰
は
端
的
ぞ
思
ひ
知
れ

と
申
し
、
相
畑
逆
心
の
者
危
き
命
を
扶
か
り
天
神
丸
へ
逃
込
む
。

二
十
日
暮
に

及
び
、
本
城
宗
徒
の
者
五
六
十
騎
取
退
く
。
敵
は
禰
近
陣
に
寄
来
れ
共
、
本
丸

堅
固
に
相
抱
ふ
。
隆
景
卿
被
申
は
、
此
城
急
に
挫
か
ば
人
数
数
多
可
損
。
只
今

迄
矯
届
侍
共
者
、

元
親
に
可
並
枕
譜
代
可
成
ぞ
。
以
方
便
人
数
不
損
様
に
と
、

中
島
元
行
城
内
へ
様
々
探
り
け
れ
は
、
千
死
と
究
り
た
る
腹
心
、

爪
牙
の
勇
士

と
被
頼
た
る
郎
等
、
敵
方
へ
人
質
を
連
れ
掛
る
。
残
り
留
り
忠
義
を
守
る
人
々

は
、
石
川
久
式
・
三
村
右
京
亮
・
同
左
馬
允
・
同
兵
部
・
同
大
蔵
・
同
興
七
郎
・

井
山
雄
西
堂
・
日
名
助
左
衛
門
・
吉
良
常
陸
・
梶
屋
織
部
・
上
田
・
木
村
・
吉

井
・
山
口
・
門
田
・
升
禰
助
・
同
甚
六
・
児
阿
捕
、
侍
五
十
騎
小
座
敷
に
集
り
、

負
金
打
申
は
、
今
生
の
事
は
不
及
申
、

死
出
の
山
路
三
途
の
川
御
供
申
さ
ん
と

何
れ
も
中
合
け
れ
ば
、
元
親
・
久
式
向
顔
合
笑
。
元
親
の
取
立
て
給
ふ
甫
城
検

校
は
、
松
山
龍
城
の
由
及
聞
京
都
よ
り
下
り
、
龍
城
仕
り
御
最
後
の
御
供
可
仕

と
望
候
へ
ば
、
是
非
下
城
候
へ
と
進
め
、
下
部
を
附
け
城
の
麓
迄
下
し
候
へ
ば
、

衣
類
財
賓
剥
取
ら
ん
と
検
校
を
討
果
す
。
不
便
成
る
次
第
、
中
村
善
右
衛
門
と

申
牢
人
一
列
に
下
る
慮
に
、
日
疋
を
見
て
狼
籍
の
棟
梁
日
名
源
次
郎
が
細
首
を
討

落
せ
ば
、

調
者
有
ぞ
と
て
数
十
人
立
向
ひ
切
伏
す
。

元
親
は
一
類
老
従
へ
潟
暇

乞
盃
を
出
し
、
数
刻
及
酒
盛
所
に
、
馬
酔
木
出
鼻
丸
へ
中
島
大
炊
助
攻
口
よ
り

火
矢
を
射
掛
れ
ば
、

風
呂
屋
に
燃
付
き
大
矢
倉
へ
火
渡
り
、
麓
二
三
里
の
間
如

章
。
元
親
は
敵
不
近
付
先
に
切
腹
せ
ん
と
申
け
る
を
、
石
川
久
式
申
す
は
、

先
震
を
落
給
へ
。

天
神
高
田
雨
所
の
身
方
堅
固
に
候
へ
ば
、
落
着
く
身
方
程
近
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に
候
。
織
田
信
長
卿
の
御
契
約
、
従
豊
後
大
友
の
御
約
束
の
誓
紙
を
も
御
守
り

候
へ
、
細
川
民
之
・
三
好
左
京
太
夫
数
寓
騎
を
相
随
へ
、

近
日
可
有
渡
海
と
申

来
り
候
へ
ば
、
此
度
は
被
侍
御
身
候
へ
と
諌
め
げ
れ
ば
、
元
親
曜
ひ
、
今
夜
嘗

城
を
落
忍
び
、

明
日
日
本
の
固
殿
に
成
候
共
、
流
石
清
和
源
氏
を
織
し
先
祖
の

名
を
下
し
可
申
哉
。
信
長
の
契
約
大
友
宗
鱗
・
細
川
異
之
・
三
好
家
の
加
勢
不

可
待
。
神
も
嘗
家
を
捨
給
は
ず
、
於
弓
矢
之
道
は
神
未
来
歳
無
頼
ぞ
。
各
の
御

諌
め
更
に
難
心
得
と
て
、
調
切
腹
に
被
極
、
妻
子
従
類
を
鹿
の
抜
道
よ
り
玉
村

へ
送
り
け
る
。

松
山
城
浸
落
井
三
村
元
親
切
腹
之
事

同
年
六
月
二
十
一
日
本
丸
に
残
り
留
る
城
兵
、
石
川
久
式
・
井
山
雄
西
堂
、

郎
徒
三
十
騎
に
過
ぎ
ず
。
各
元
親
へ
申
上
候
は
、
御
切
腹
候
て
御
名
を
護
日
本



込
候
故
、
松
山
城
へ
逃
入
る
。
松
山
よ
り
も
玉
村
の
渡
し
四
候
・
原
・
魚
梁
場

三
口
へ
人
数
出
し
相
支
ふ
。
事
州
方
よ
り
足
軽
千
人
三
口
へ
働
き
相
戦
へ
ば
、

城
兵
引
入
る
。
鶏
足
山
に
備
居
る
城
兵
七
百
絵
、

坂
の
半
へ
下
り
敢
刻
相
戟
ふ

内
に
、
六
幡
山
の
上
に
陣
取
る
宍
戸
が
一
手
、
高
陣
の
後
を
廻
り
近
々
と
押
寄

せ
、
頼
久
寺
の
上
よ
り
廻
り
城
兵
へ
弓
射
掛
け
、

識
焔
打
掛
け
突
て
懸
り
、
数

刻
相
戟
ふ
。
事
州
勢
数
百
討
れ
立
足
も
な
く
麓
へ
被
追
下
。
鶏
足
山
の
出
崎
よ

り
中
島
大
炊
助
・
三
村
孫
兵
衛
四
五
百
騎
相
随
へ
、
横
鑓
に
突
掛
れ
ば
、

城
兵

引
上
る
節
、
異
先
に
進
む
元
親
の
譜
代
石
川
久
式
の
郎
等
二
百
三
十
騎
討
捕
れ

ば
、
隆
景
山
誉
感
不
浅
。
事
州
勢
も
六
百
三
十
枕
を
並
べ
討
死
す
。
宍
戸
備
前
守

城
兵
敵
の
大
勢
成
故
か
、
同
日
午

は
一
高
齢
相
随
へ
大
離
の
砦
へ
押
寄
れ
ば
、

刻
に
要
害
よ
り
不
残
突
出
て
、
数
刻
相
戟
ひ
多
勢
討
れ
散
々
に
成
り
、
時
四
兵
周

章
候
や
、
要
害
を
白
放
火
し
て
側
な
る
峨
岨
に
取
上
り
、
敵
を
外
目
に
な
し
て

相
戟
ふ
。
委
州
方
雄
矯
猛
勢
郷
里
山
谷
無
案
内
故
、

城
兵
以
小
勢
毎
度
得
勝
利

候
は
、

山
の
案
内
鹿
道
迄
能
く
知
り
掛
引
自
由
成
る
故
、
同
日
申
刻
に
雲
州
方

足
を
乱
し
け
れ
ば
、

城
兵
追
慕
ひ
候
故
引
取
事
難
成
時
、
中
島
大
炊
助
三
百
絵

を
百
連
れ
、
鹿
道
よ
り
城
兵
の
備
の
後
へ
駈
登
り
、
開
替
を
奉
げ
城
丘
ハ
の
備
と

城
の
聞
を
切
取
り
相
戟
ふ
時
、
宍
戸
備
前
守
・
杉
原
播
磨
守
・
浦
兵
部
少
輔
・

梨
羽
中
務
大
輔
大
返
し
、
前
後
よ
り
取
包
み
相
戟
ふ
。
双
方
に
子
負
死
人
無
限
。

其
戟
の
聞
に
事
州
勢
繰
引
仕
け
る
。
城
丘
ハ
山
の
出
崎
へ
出
張
識
焔
打
掛
け
、
事

州
後
勢
を
追
散
し
、
旗
幕
指
物
を
城
内
へ
奪
取
る
。
龍
城
の
老
若
勇
め
ど
も
、

元
親
は
気
遣
不
浅
。

可
関
連
間
身
行
を
走
る
は
、
夜
に
入
れ
共
帯
を
不
可
解
と

軍
勢
へ
鰯
れ
渡
る
。
裡
無
之
時
は
酒
を
用
ひ
間
敷
、
自
身
用
ゐ
る
時
は
小
樽
に

て
も
役
所
の
頭
々
へ
送
る
。
元
親
の
異
賓
を
感
じ
小
蓋
の
時
も
数
盃
に
酔
ひ
け

る
。
隆
景
、
中
島
大
炊
助
・
三
村
孫
兵
衛
に
被
申
渡
る
は
、
近
因
偏
見
懲
嘗
城

被
成
御
退
治
候
へ
共
、
数
年
委
州
へ
忠
節
の
三
村
な
れ
ば
、
後
々
は
家
を
も
可

被
立
問
、
身
命
無
志
立
退
候
様
に
御
内
意
の
趣
を
、
刑
部
報
恩
寺
清
水
法
印
へ

申
含
め
龍
城
さ
せ
、
隆
景
御
内
意
を
達
す
れ
ば
、
千
死
一
生
と
思
極
候
。
元
親

一
類
譜
代
共
二
心
出
来
、
中
島
元
行
・
三
村
親
成
へ
頼
み
雲
州
へ
内
通
多
く
出

来
、
本
丸
へ
手
切
れ
矢
射
懸
け
、
妻
子
を
散
々
に
引
退
る
。

備
中
松
山
攻
給
ふ
事

事
州
方
へ
城
内
よ
り
数
度
夜
討
を
掛
け
、

日
々
途
防
戦
注
進
、
諸
方
よ
り
毎

日
如
引
櫛
歯
首
五
十
七
十
松
山
へ
不
来
日
は
な
し
。
惣
門
に
棚
を
結
ぴ
、
掛
並

ぶ
る
首
三
千
百
十
六
也
。
委
州
小
勢
な
ら
ば
可
矯
難
儀
所
に
、
御
本
陣
へ
は
身

方
討
る
、
無
通
路
募
武
威
給
ふ
事
、
慶
大
な
る
御
大
将
と
成
恐
。
城
内
譜
代
の

者
共
申
す
は
、

非
可
背
君
勧
義
よ
り
無
外
は
、

兵
根
も
盤
も
来
春
迄
は
可
堪
と

一五ひ
A
口
ひ
け
る
所
に
、
家
親
代
今
以
て
厚
恩
を
請
る
竹
井
宗
左
衛
門
・
河
原
六

郎
右
衛
門
へ
、
従
隆
景
卿
御
懇
志
不
浅
を
元
親
聞
博
へ
疑
掛
る
故
、
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石
川
久
式

を
頼
み
無
別
心
旨
を
誓
紙
を
調
へ
申
上
げ
ん
は
本
心
と
心
得
、
井
山
雄
西
堂
有

同
道
小
松
山
へ
上
り
、

元
親
へ
佑
言
被
申
所
に
、
六
月
二
十
日
朝
天
神
丸
へ
野

菜
を
下
部
に
矯
持
上
る
。
門
番
策
と
は
不
知
。
扉
を
聞
き
入
る
後
を
押
立
つ
れ

ば
、
只
今
錆
る
、
其
憧
と
断
る
故
、
相
待
つ
聞
に
、
妻
州
へ
内
通
の
大
月
源
内
・

小
林
又
三
郎
、

城
内
へ
馳
入
り
、
久
式
の
女
中
息
女
を
人
質
に
取
る
。
横
き
て

土
居
・
工
藤
・
田
中
・
蜂
屋
・
肥
田
・
土
師
者
共
敢
百
人
、

天
神
丸
へ
押
込
み

関
撃
を
翠
ぐ
。
石
川
久
式
は
天
神
丸
持
口
と
一
五
ひ
、
妻
子
の
成
行
無
資
束
思
ひ
、

物
具
を
着
し
馳
向
ひ
け
れ
ば
、

元
親
被
申
は
、
催
諸
勢
一
只
今
可
挫
、

同
勢
を
待

給
へ
と
久
式
へ
被
申
け
る
内
に
、
大
松
山
守
三
村
左
馬
允
、
佐
内
丸
守
三
村
兵

部
丞
、
三
本
松
守
日
名
助
左
衛
門
・
徳
重
六
郎
左
衛
門
・
河
上
孫
九
郎
何
も
討

死
可
仕
事
塵
芥
共
不
思
、
有
持
口
違
某
只
粉
骨
の
程
不
掛
御
目
事
残
念
と
申
し

け
れ
ば
、
元
親
頼
母
敷
思
ひ
、
古
老
の
者
共
申
は
天
神
丸
に
て
切
勝
敵
討
捕
共
、



さ
み
、
松
蓮
寺
の
後
日
へ
忍
び
行
て
古
小
塚
の
謹
に
指
置
き
、

明
れ
ば
六
月
二

日
の
暁
に
大
道
の
畔
に
憩
ふ
。
二
日
巳
の
刻
計
に
、
樵
夫
一
人
通
り
過
る
。
元

親
招
き
寄
せ
て
城
内
の
有
様
を
間
へ
ば
、
喜
州
の
人
々
御
座
す
と
答
ふ
。
汝
は

松
山
に
上
り
て
、

検
使
を
給
ら
ば
出
て
腹
切

一
冗
親
痛
手
を
負
て
山
路
に
あ
り
、

る
べ
し
と
一
五
ひ
送
れ
と
云
へ
ば
、
彼
男
恩
賞
を
請
ん
と
、
大
将
小
早
川
の
陣
に

斯
と
告
る
。
去
ら
ば
検
使
を
遺
せ
と
て
、
粟
屋
輿
三
左
衛
門
尉
元
方
を
始
と
し

て
、
見
玉
・
栗
原
・
三
宅
以
下
各
馳
せ
下
る
。
元
親
、
粟
屋
を
見
て
蓄
友
の
誼

あ
れ
ば
介
錯
を
可
頼
。
今
度
城
中
に
て
腹
切
ら
ざ
る
事
漸
憾
の
至
に
存
ず
る
也
。

検
使
の
点
方
々
愚
意
の
趣
隆
景
へ
御
物
語
候
へ
。
今
度
謀
叛
を
企
る
事
、

亡
父
家

親
の
矯
め
宇
喜
多
に
欝
憤
を
存
ず
る
事
、
曾
て
以
て
無
紛
。
吾
亡
父
の
矯
な
れ

ば
天
道
に
背
く
に
も
非
じ
。
偏
に
武
運
の
薄
き
事
を
恨
む
る
也
。
掠
城
内
に
て

不
果
事
は
久
式
が
進
め
に
よ
れ
り
。

一
先
久
式
を
落
し
置
き
、
立
蹄
り
て
腹
切

ら
ん
と
せ
し
所
に
、
再
三
家
人
共
に
被
押
立
、
無
是
非
麓
に
下
る
也
。
家
僕
共

の
心
に
は
路
に
て
見
失
ひ
た
る
様
に
し
て
、
逃
去
る
べ
し
と
の
事
也
と
は
、
今

こ
そ
思
ひ
品
目
回
れ
り
と
、
始
終
段
々
語
れ
ば
、
検
使
の
武
士
皆
一
同
に
感
歎
す
。

視
重
ね
塁
の
土
に
座
し
各
へ
盃
を
指
し
、

談
笑
如
常
に
て
、
暫
く
座
を
立
ち
子

水
を
つ
か
ひ
、

又
本
の
座
に
還
て
粟
屋
を
頼
み
硯
を
乞
て
筆
を
染
め
、
最
後
の

一
首
を
必
届
け
て
給
は
れ
と
念
頃
に
契
約
し
て
、
隆
景
へ
書
一
通
諸
事
の
子
細

を
述
さ
せ
ら
る
。
次
に
細
川
兵
部
少
輔
殿
へ
一
首
、

ま

一
度
は
都
の
月
と
思
ひ
し
に
我
待
つ
夏
の
雲
に
か
く
る
冶

是
は
年
来
因
深
き
故
、
今
度
龍
城
以
来
八
雲
集
一
部
贈
り
寄
せ
ら
る
。
此
歌
書

は
世
に
稀
な
る
を
、

公
家
中
へ
頼
て
新
に
書
窮
し
、
下
し
け
る
心
の
程
こ
そ
や

元
親
一
族
に
て
、
夷
洛
往
来
の
侍
て
毎
に
至
情

さ
し
け
れ
。
又
武
田
法
印
は
、

あ
り
け
れ
ば

一首、

一
日
の
葉
の
つ
て
の
み
間
て
徒
に
此
世
の
夢
よ
あ
は
て
畳
め
ぬ
る

ば又
口ズ大
競?庭
とミ加

て賀
ー殿
首は

輝
元
へ
歌
道
の
指
南
あ
り
。
民
子
業
多
才
に
し
て
交
情
不
浅

残
し
置
く
言
の
葉
草
の
影
迄
も
あ
は
れ
を
か
け
て
君
ぞ
問
ふ
べ
き

老
母
へ
は
、

形
見
の
文
に
候
と
て
自
筆
に
認
む
。
視
一
一
軒
世
の
物
語
り
あ
り
。
去

る
二
十
一
日
の
暮
方
に
、
腹
切
る
べ
し
と
思
ひ
っ
、
位
牌
を
書
て
、
其
上
に
、

思
ひ
し
れ
ば
行
時
る
べ
き
路
も
な
し
本
の
異
を
其
佳
に
し
て

と
書
、

八
雲
集
の
内
に
入
置
し
か
ど
も
、
無
是
非
落
行
き
て
懐
き
日
教
を
送
り

け
り
。
末
後
の
一
旬
な
れ
と
て

又
一
首
、

人
と
い
ふ
名
を
か
る
程
や
末
の
露
消
て
そ
踊
る
本
の
雫
に

前
匠
作
一
瞬
源
樹
居
士

と
書
留
て
、
腰
の
物
を
抜
き
粟
屋
に
渡
し
、
帳
子
の
…
一
襟
を
押
し
さ
げ
、
案
内
申

時
頚
打
た
ま
へ
と
詞
を
か
け
居
な
ほ
る
。
粟
屋
西
へ
向
ひ
給
へ
と
云
へ
ば
、

十

方
悌
土
中
何
れ
を
悌
土
に
指
べ
き
ゃ
と
抜
身
を
持
な
が
ら
合
掌
し
て
、
鐘
湯
壇
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炭
清
涼
殿
創
樹
万
山
遊
戯
城
と
唱
へ
終
て
、
脇
指
を
左
の
脇
に
突
立
て
、
右
の

脇
に
引
廻
し
、
胸
の
下
程
に
て
柄
も
拳
も
擢
け
よ
と
押
入
れ
、
撃
を
か
く
る
と

頚
を
打
落
す
。
六
月
二
日
の
晩
景
に
頚
を
取
て
桶
に
入
り
、
本
陣
指
し
て
送
り

け
る
。
見
る
人
涙
を
催
す
計
也
。
千
兵
は
得
易
く
一
一
特
は
難
求
、

と
惜
ま
ぬ
人

は
無
か
り
け
り
。

(
『
吉
備
群
書
集
成
』
第
三
巻
)

四

中
国
兵
乱
記

塞
州
勢
成
羽
へ
陣
替
弁
松
山
城
兵
働
の
事

天
正
三
年
三
月
七
日
に
肇
州
の
諸
大
将
成
羽
へ
御
陣
替
の
節
、
先
勢
贋
瀬
を

押
行
く
節
要
害
よ
り
突
て
出
て
、
安
園
寺
備
へ
切
て
懸
り
、
摸
首
座
を
始
め
敷

輩
討
捕
る
故
、
諸
特
驚
き
去
り
往
く
。
此
要
害
を
打
破
れ
と
識
焔
を
打
掛
け
乗



た
り
と
て
何
の
奇
特
も
あ
る
ま
じ
け
れ
ば
、
松
山
へ
還
て
各
一
身
を
も
立
て
よ

と
て
、
加
介
に
園
光
の
長
万
を
賜
は
る
。
石
田
が
親
は
敵
方
に
あ
り
、
頼
寄
る

方
も
有
る
べ
し
と
て
暇
を
給
り
ぬ
。
拐
内
田
は
数
多
の
妻
子
を
打
捨
て
、
日
疋
迄

の
比
類
な
き
働
也
。
降
人
に
出
て
妻
や
子
供
を
尋
ね
よ
と
兼
光
の
刀
を
遺
せ
ば
、

三
人
一
同
に
涙
に
咽
ぴ
御
返
事
申
き
ず
り
し
が
、
何
と
な
く
還
り
行
く
。
今
は

見
阿
禰
・
禰
介
雨
入
残
り

元
親
の
子
を
取
て
禰
深
く
薮
中
へ
引
入
れ
、
膝
を

枕
に
さ
せ
ま
ゐ
ら
せ
、
胸
よ
り
足
へ
摩
で
さ
す
れ
共
、
人
の
心
地
も
な
け
れ
ば

只
さ
め
メ
¥
と
泣
居
た
り
。
見
阿
禰
つ
く
メ
¥
と
案
ず
る
に
、
気
色
正
く
ま
し

/
¥
て
、
五
日
等
最
後
の
働
を
も
榔
覧
ず
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、

犬
死
し
て
何
か
せ

ん
。
落
行
か
ば
や
と
思
ひ
、

二
十
二
日
の
戊
の
刻
に
側
な
る
小
山
に
か
け
上
り
、

四
方
を
見
廻
す
由
に
て
終
に
捨
て
、
ぞ
返
り
け
る
。
舞
の
調
介
は
是
を
見
て
無

便
思
へ
共
、

心
弱
く
て
叶
ふ
ま
じ
。
よ
し
/
¥
愛
に
て
自
害
す
べ
し
。
比
興
成

る
哉
御
家
人
等
、
死
出
の
山
ま
で
付
慕
は
ん
と
、
誓
ひ
し
事
も
虚
ら
言
に
て
、

阿
部
山
迄
も
不
来
と
濁
言
し
て
俳
個
せ
し
が
、

又
思
ふ
様
、
昔
越
後
の
忠
太
光

家
が
木
曾
義
仲
に
先
達
て
自
害
せ
し
事
、
詮
な
き
ゃ
う
に
語
り
侍
は
れ
は
、

Iじ

親
存
命
の
聞
は
可
付
慕
と
思
定
む
。
明
れ
ば
二
十
三
日
辰
の
刻
に
、

元
親
気
色

少
し
快
く
な
り
、
如
何
に
調
介
、
掠
見
阿
捕
は
と
御
尋
あ
れ
ば
、
昨
日
戊
の
刻

に
欠
落
仕
る
由
申
す
。
元
親
心
細
く
思
ひ
、
我
世
に
有
ん
時
二
世
ま
で
と
慕
ひ

し
者
共
も
、

却
て
比
興
の
魁
し
げ
る
所
に
、
汝
一
人
残
り
居
た
る
覚
悟
の
程
こ

そ
浅
か
ら
ぬ
。
調
介
承
り
、

我
二
代
の
御
厚
恩
を
蒙
る
事
誠
に
以
て
不
軽
。
報

謝
し
が
た
し
と
存
ず
る
故
、

更
に
命
を
不
惜
、
愛
に
存
じ
出
せ
る
事
の
候
。
某

は
松
山
の
岸
根
に
上
り
、

元
親
と
名
乗
て
腹
切
る
べ
し
。
其
聞
に
中
津
井
口
を

目
に
か
け
て
高
田
の
方
へ
忍
ぴ
給
へ
と
一
五
へ
ば
、

元
親
聞
て
、
昔
前
漢
の
高
組

の
城
を
楚
の
項
羽
が
責
し
時
、
紀
信
が
諌
に
相
似
た
り
と
感
喜
更
に
不
斜
。
我

身
の
庇
多
く
露
命
績
き
難
し
。
斯
く
云
ふ
聞
に
も
如
何
な
る
下
輩
の
子
に
可
懸

も
不
知
。
汝
は
急
ぎ
松
山
へ
上
り
検
使
を
乞
へ
、
腹
切
る
べ
し
と
あ
れ
ば

正

き
主
君
を
殺
す
敵
を
迎
に
行
く
事
候
ま
じ
。
た
と
へ
罷
上
り
候
共
、
身
命
助
ら

ん
矯
に
た
ば
か
る
様
に
心
得
、

言
の
下
に
可
詠
と
申
す
。
尤
也
、
其
印
に
は
挟

を
切
り
可
遣
。
又
老
母
の
方
へ
は
髪
の
髪
を
可
遣
、
若
亦
不
蹄
来
ば
供
偽
施
借

の
営
を
頼
む
ぞ
と
再
三
進
む
れ
ど
も
、
兎
角
の
返
事
も
不
中
。
明
れ
ば
二
十
四

日
の
早
旦
に
又
禰
介
を
召
寄
せ
、
只
疾
く
登
城
せ
よ
、
消
え
か
、
る
露
の
身
の

置
所
な
き
に
付
て
も
、

益
な
き
日
を
送
る
ぞ
と
て
、

理
を
分
け
て
ぞ
口
説
き
給

へ
ば
、
禰
介
承
り
、
誠
に
敬
は
随
へ
と
こ
そ
申
候
へ
と
て
、
御
印
の
物
御
形
見

の
臣
賞
の
髪
を
と
り
そ
へ
、
高
橋
川
を
渡
り
し
が
、
幾
度
思
返
し
て
も
君
を
殺
害

の
使
難
心
得
所
詮
敵
の
中
へ
馳
入
り
討
死
す
べ
し
と
志
し
、
敵
陣
敷
百
人
の
待

懸
け
た
る
員
中
へ
行
き
向
へ
ば
、
即
時
に
協
取
て
彼
の
印
と
髪
の
髪
の
由
来
を

尋
ね
た
れ
共
本
よ
り
思
ひ
定
め
た
る
事
な
れ
ば
、

子
細
に
不
及
唯
疾
く
殺
せ
と

一
五
ひ
、
二
十
六
日
の
辰
の
刻
に
終
に
空
敷
成
に
け
り
。
松
柏
は
彰
於
歳
寒
貞
臣
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は
見
於
固
危
と
云
へ
ば
、

心
の
操
正
き
下
璃
か
な
と
感
ぜ
ぬ
人
は
無
か
り
け
り
。

巻
之
下
元
親
最
後
之
事

修
理
進
元
親
は
禰
介
が
討
死
せ
し
と
は
不
知
、
検
使
を
請
来
ら
ん
今
や
遅
し

と
待
暮
す
。
徐
り
に
無
莞
束
思
ひ
っ
、
小
高
き
所
に
上
り
四
方
を
見
廻
せ
ば
、

松
山
程
近
く
見
ゆ
る
。
情
々
思
へ
ば
彼
の
山
に
て
自
害
せ
ざ
る
事
こ
そ
今
生
の

後
悔
、
後
生
の
障
り
と
も
成
る
べ
け
れ
。
松
山
に
尋
ね
寄
り
城
、
玉
へ
案
内
を
遂

げ
、
腹
切
る
べ
し
と
思
ひ
、
六
月
朔
日
夜
半
計
に
頼
久
寺
に
入
り
、

亡
父
の
塔

頭
に
て
腹
切
ら
ん
と
せ
し
か
ど
も
、
亦
思
返
し
、

元
親
最
後
の
程
も
不
知
と
世

人
の
云
は
ん
も
可
口
惜
、

又
松
山
に
上
り
な
ば
名
も
な
き
者
に
行
合
て
、
無
由

死
を
致
さ
ん
も
詮
な
し
と
思
案
を
廻
ら
し
、
自
ら
羽
織
の
裾
を
切
り
小
篠
に
は



元
親
落
阿
部
山
事

五
月
二
十
一
日
の
暮
方
に
、
馬
酔
木
・
勢
龍
ヶ
檀
の
兵
麟
る
を
聞
て
、
波
法

市
部
兵
衛
尉
、
其
外
南
江
・
山
川
雨
家
の
者
共
も
、
懸
落
す
る
者
共
を
留
る
由

に
て
、
是
も
同
く
落
失
に
け
り
。
残
り
留
る
人
と
て
は
、
吉
良
常
陸
守
・
同
七

郎
左
衛
門
・
軽
部
・
布
施
・
三
村
・
大
蔵
右
京
亮
・
石
川
久
式
・
雄
西
堂
、

主
(

外
八
田
・
木
村
・
梁
々
尾
・
山
口
・
内
田
・
八
木
・
上
田
・
梶
屋
織
部
・
舞
の

禰
介
・
同
甚
六
・
児
阿
捕
、
綿
べ
て
勇
兵
五
十
騎
計
な
り
。
中
に
も
二
十
四
人

は
一
間
所
に
集
り
、
今
生
の
事
は
申
に
不
及
、
死
出
の
山
迄
御
供
申
す
べ
し
と

誓
ひ
し
か
ば
、

元
親
笑
を
含
み
て
、

君
臣
の
道
、
忠
義
の
誠
、

日
月
末
落
地
と

喜
悦
の
色
を
頴
せ
り
。
拐
新
席
井
衣
裳
迄
寄
せ
、
腹
切
ら
ん
と
座
敷
を
作
り
盃

を
廻
し
、
如
何
に
各
辞
世
は
な
き
か
と
宣
へ
ば
、
芦
雪
と
云
ふ
盲
人
計
り
懐
中

よ
り
矩
冊
一
つ
取
出
す
。
元
親
一
覧
有
所
に
、
早
馬
酔
木
よ
り
鼻
の
丸
へ
火
を

懸
け
、
大
手
よ
り
障
子
ヶ
瀧
へ
焼
上
り
、
折
節
辰
巳
よ
り
吹
き
け
る
風
即
時
に

吹
き
か
け
、
麓
一
里
四
方
は
如
童
成
り
に
け
り
。

元
親
は
只
疾
く
敵
近
づ
け
か

し
、
腹
切
ら
ん
と
計
云
ひ
げ
る
所
に
、
久
式
押
留
め

一
先
遠
島
へ
も
落
行
き

給
へ
。

天
神
・
高
田
堅
固
に
あ
れ
ば
落
慮
の
頼
み
も
候
也
。
先
一
身
を
保
ち
給

ひ
て
、
信
長
の
兼
約
・
豊
後
の
誓
紙
を
も
御
守
り
候
へ
か
し
と
強
て
申
し
け
れ

ば
、
元
親
あ
ざ
笑
て
、
遠
き
味
方
の
頼
み
も
此
時
節
は
無
之
、
縦
へ
明
日
は
天

下
の
主
と
成
る
と
て
も
、
流
石
清
和
の
始
を
汚
す
事

返
す
/
¥
も
口
惜
し
か

る
べ
し
と
宣
へ
ば
、
久
式
、
仰
尤
也
。
乍
去
名
を
高
代
に
残
す
と
も
、
屍
の
欝

憤
を
散
じ
た
る
た
め
し
は
あ
ら
じ
。
日
疋
よ
り
船
際
迄
は
御
供
申
す
べ
し
。
自
然

の
時
を
存
じ
候
て
飛
渡
り
の
使
を
も
求
置
候
へ
と
云
へ
ば
、

一
冗
親
聞
て
左
も
あ

り
ぬ
べ
し
。
乍
去
某
に
お
い
て
は
其
儀
な
し
。
御
法
は
一
先
讃
岐
の
方
へ
忍
び

落
ち
て
、

阿
州
の
役
、

因
丹
を
催
し
、
重
て
本
懐
を
遂
げ
ら
れ
ば
草
葉
の
影
に

て
も
憤
り
を
散
ぜ
ん
と
、

心
強
く
辞
す
れ
ど
も
、
久
式
色
を
か
へ
て
、
御
矯
を

存
る
故
某
居
城
を
も
捨
退
き
一
所
に
龍
城
す
。
震
誰
に
か
A
叩
を
惜
む
べ
き
。

J¥. 

幡
も
御
照
覧
あ
れ

一
足
も
引
ま
じ
く
候
と
高
聾
に
諌
む
れ
ば

元
親
の
家
人

ど
も
¥
主
君
の
腹
切
ら
ん
時
見
捨
て
ん
も
口
惜
か
る
べ
し
。
義
思
へ
ば
忽
ち

命
を
失
ふ
。
所
詮
一
先
引
落
し
、

山
下
に
見
失
ひ
た
る
様
に
し
て
散
々
に
可
成

と
心
底
に
思
入
れ
、
久
式
と
一
同
に
口
を
揃
え
て
諌
言
す
。
元
親
情
々
思
案
し

て

一
人
の
覚
悟
に
て
散
人
の
命
を
失
は
ん
事
も
不
便
也
。

一
先
久
式
を
落
し

置
き
、
岸
よ
り
立
蹄
り
腹
可
切
と
決
定
し
て
、

去
ら
ば
と
て
上
下
一
度
に
座
敷

を
立
つ
。
中
に
も
舞
の
調
介
は
、
暫
く
と
甲
を
脱
て
彼
所
に
捨
て
、
腕
て
申
け

る
は
、
某
年
老
い
候
へ
は
遠
路
の
御
供
成
が
た
し
。
是
迄
こ
そ
と
云
ふ
ま
冶
に
、

鎧
の
袖
を
押
し
ま
く
り
、

巳
に
脇
指
を
抜
か
ん
と
す
。
一
冗
親
蛇
と
見
て
掛
川
介
が

右
の
腕
を
ひ
し
と
取
り
、

我
遠
路
を
凌
が
ん
こ
と
は
期
し
が
た
し
。
先
途
は
此

時
ぞ
、

し
ば
し
止
れ
と
有
り
け
れ
ば
、
無
是
非
仰
に
随
へ
り
。
久
式
塀
に
子
を
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懸
け
る
と
、
元
親
取
て
返
し
本
丸
へ
上
ら
ん
と
す
。
久
式
抜
か
さ
れ
じ
と
引
返

し

rろ

す
。
家
人
共
は
雨
将
の
訴
噛
を
取
て
押
出
し
、
二
十
齢
人
取
次
に
な
っ
て
、
五

月
二
十
二
日
閣
を
返
路
の
幸
と
敷
百
尋
の
岩
石
片
時
の
間
に
つ
く
。
元
家
は
細

道
よ
り
す
べ
り
落
て
、
大
石
に
嘗
て
肩
を
つ
き
正
気
巳
に
絶
ん
と
す
。

族
付

慕
ふ
者
共
も
、

一
冗
親
は
早

跡
よ
り
敵
の
進
み
来
る
と
心
は
急
ぐ
落
路
の
聞
に
、

息
絶
え
ぬ
と
見
捨
て
、
散
々
に
こ
そ
は
成
り
に
け
り
。
年
頃
召
使
ひ
け
る
同
朋

見
阿
禰
・
中
間
加
介
は
元
親
退
出
あ
れ
ど
も
不
知
由
に
て
夜
廻
り
せ
し
が
、

L 、

つ
の
聞
に
か
追
付
き
け
ん

っ
、
と
寄
て
元
親
の
子
を
引
立
て
肩
に
か
け

児

阿
禰
・
加
介
・
禰
介
・
石
田
・
内
田
主
従
六
人
、
高
橋
川
を
打
渡
り
阿
部
山
差

し
て
入
り
に
け
り
。
二
町
計
を
行
く
所
に
又
太
万
の
鞘
走
て
右
の
膝
の
日
深
く

切
り
か
け
た
り
。
又
素
足
に
て
有
り
け
れ
ば
、
左
の
腫
を
一
文
字
に
踏
切
り
一

歩
み
も
不
叶
。
元
親
一
涙
を
流
し
、

天
道
吾
を
す
つ
る
か
。
汝
等
四
五
人
は
従
ひ



危
き
軍
は
無
用
た
る
べ
し
と
云
へ
り
。
時
に
田
中
藤
兵
衛
と
云
ふ
者
進
出
て
、

軍
の
法
は
時
に
随
て
饗
化
す
べ
し
。
今
日
の
軍
は
我
等
に
御
任
せ
候
へ
と
不
俸

申
上
げ
れ
ば
、

一
冗
親
良
々
有
て
、
文
士
は
賎
教
に
随
ひ
、

園
主
は
民
口
を
恥
よ

と
云
へ
ば
と
て
、
曲
て
其
儀
に
同
じ
け
る
。
然
る
所
に
、
軍
兵
三
百
騎
惣
門
に

取
水
り
け
り
。
元
親
も
久
式
も
共
に
障
子
瀧
ま
で
馳
出
で
、

三
村
輿
七
郎
・
梶
屋

織
部
・
田
井
又
十
郎
・
上
田
加
介
を
始
め
と
し
て
、
相
畑
の
城
戸
よ
り
逆
茂
木

散
々
に
引
破
り
、
家
々
に
火
を
懸
け
、
此
頃
心
替
り
し
て
比
興
を
現
せ
し
奴
原
、

主
君
の
恩
を
忘
れ
た
る
天
罰
端
的
に
て
は
な
き
か
、
思
ひ
し
れ
と
匂
れ
ば
、
旬
々

天
神
丸
へ
引
退
く
。
去
れ
ど
も
本
丸
の
兵
は

一
人
吉
千
と
頼
に
か
け
し
大
松

山
勢
、
案
の
外
に
繰
れ
ば
、
大
に
気
を
失
ひ
け
り
。
危
に
臨
て
も
不
幾
心
是
大

丈
夫
と
云
ふ
ぞ
と
、
互
に
教
訓
は
仕
合
ひ
け
れ
共
、

己
に
不
移
時
日
妻
陣
本
丸

へ
押
寄
す
れ
ば
、
叶
は
じ
と
や
思
ひ
け
ん
、
二
十
日
の
暮
方
に
小
原
主
計
・
南

江
馬
右
衛
門
を
始
と
し
て
、

近
習
の
者
共
五
十
鈴
人
引
退
し
か
ば
、
元
親
虞
橡

に
躍
出
て
、
撃
を
か
く
れ
ど
も
不
顧
、
口
ハ
一
文
字
に
相
畑
指
し
て
入
り
に
け
り
。

敵
は
追
々
に
加
り
、
猿
屋
・
高
陣
・
傾
城
が
尾
・
松
岩
・
院
軸
の
林
に
至
る
ま

で
如
雲
霞
充
満
せ
り
。
去
れ
ど
も
本
丸
堅
固
に
抱
へ
け
れ
ば
、
書
州
の
兵
兄
玉

三
郎
左
衛
門
尉
・
井
上
又
左
衛
門
尉
密
に
評
定
す
。
此
城
三
日
停
滞
せ
ば
軍
兵

多
可
損
。
其
故
は
元
親
と
双
枕
討
死
せ
ん
と
相
窮
め
た
る
者
計
残
り
た
る
べ
し
。

窮
鼠
返
て
描
を
噛
む
と
一
五
へ
ば
、
今
此
紛
れ
に
攻
め
落
せ
と
て
手
を
査
す
と
云

へ
ど
も
、
禰
々
無
別
保
控
へ
た
り
。
馬
酔
木
は
新
山
家
住
ふ
ま
へ
、
勢
龍
ヶ
檀

は
田
井
長
門
守
・
同
左
近
↓
水
一
・
阿
部
市
介
・
田
中
藤
兵
衛
・
同
左
京
進
・
ほ
引
和

木
工
助
・
野
口
等
を
始
と
し
て
、

屈
強
の
兵
二
百
騎
計
に
て
控
へ
た
り
。

一
旦
に

は
攻
落
す
べ
き
様
も
な
し
。
委
陣
重
て
術
を
替
へ
、

二
十
一
日
の
早
旦
に
は
馬

酔
木
・
勢
龍
が
檀
へ
先
矢
文
を
射
て
、
其
意
を
見
ん
に
は
不
如
と
て
、
薄
箆
の

矢
に
計
策
の
状
を
付
て
射
込
め
ば
、
龍
城
の
兵
共
寄
り
集
ま
り
、
是
は
唯
た
ば

か
り
て
討
つ
な
る
べ
し
。
只
々
一
所
に
腹
可
切
と
決
定
す
れ
ど
も
、
色
を
替
へ

て
申
送
り
け
れ
ば
、

二
十
一
日
酉
の
刻
に
弛
弦
脆
甲
降
人
に
こ
そ
は
出
に
け
れ
。

浅
間
し
か
り
し
事
共
な
り
。

甫
一
検
校
之
事

受
に
遠
都
と
云
ふ
座
頭
あ
り
・
元
来
都
の
者
也
し
が
平
家
を
語
る
事
昔
時
無

双
の
名
を
得
、
敷
島
の
道
に
も
不
暗
。

一
年
京
都
の
騒
動
故

生
年
十
八
歳
の

時
此
園
へ
下
向
し
、
偏
に
元
親
を
頼
み
よ
る
。

元
親
仁
愛
厚
き
人
な
れ
ば
憐
み

を
加
へ
位
を
勾
古
に
進
め
、

天
正
二
年
の
秋
の
頃
検
校
迄
に
進
め
て
、
甫
一
検

校
と
ぞ
披
し
げ
る
。
彼
甫
一
も
深
恩
を
感
じ
、
松
山
龍
城
の
由
を
聞
て
遠
路
の

波
溝
を
凌
ぎ
、

天
正
三
年
中
春
の
頃
嘗
圃
に
下
向
し
て
、
園
中
戦
場
の
事
な
れ

ば
夜
と
な
く
書
一
と
な
く
山
川
峨
路
を
不
慣
、
漸
く
松
山
へ
忍
入
る
。
元
親
封
面

あ
り
て
、
盲
人
の
日
疋
迄
の
志
し
誠
に
山
海
を
隔
て
し
日
頃
風
月
の
馴
染
な
れ
と
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て
、
愁
眉
を
聞
き
積
情
を
散
ぜ
し
也
。
斯
て
急
な
る
時
節
な
れ
ば
何
れ
の
口
へ

な
り
と
も
忍
通
り
、
時
洛
あ
れ
と
進
む
れ
共
、

さ
す
が
名
残
や
惜
か
り
け
ん
、

一
日
二
日
と
相
延
ぴ
て
落
城
迄
ぞ
留
れ
り
。
巳
に
二
十
一
日
の
暮
方
に
、
甫
一

を
馬
酔
木
よ
り
送
り
出
す
。
悪
骨
量
…
是
を
見
て

い
ざ
や
た
ば
か
り
衣
裳
を
剥
ぎ

さ

〉

め

取
ら
ん
と
て
、
相
語
ら
ひ
送
り
つ
れ
て
渓
路
を
下
る
。
麓
に
て
悪
業
共
の
耳
週
間

く
聾
を
間
付
て
、
す
は
や
時
節
到
来
す
と
心
得
て
、
暫
し
と
て
左
の
子
を
あ
げ

て
、
辞
世
か
と
覚
え
て
「
都
に
も
」
と
五
文
字
を
唱
へ
け
る
所
を
、
只
一
打
に

頚
を
例
る
。
又
中
村
吉
右
衛
門
尉
家
好
と
一
五
ふ
乱
舞
の
事
者
元
親
に
随
身
す
。

是
も
甫
一
と
一
列
に
馬
酔
木
よ
り
下
り
け
る
が
、
甫
一
の
有
様
を
見
て
不
遁
と

や
思
ひ
け
ん
、

走
り
懸
り
日
名
源
六
郎
と
一
石
ふ
者
の
頚
丁
と
打
落
す
。
し
れ
者

こ
そ
有
れ
と
て
、
数
十
人
立
向
ひ
印
時
に
切
伏
せ
た
り
。
誠
に
一
警
に
名
有
る

者
共
な
れ
ば
不
惜
人
は
な
か
り
け
り
。



彼
者
共
よ
り
久
式
守
禦
の
天
神
丸
を
可
討
と
の
略
な
れ
ば
、
久
式
留
守
を
窺
ひ

天
神
丸
へ
法
印
の
有
け
る
所
へ
送
る
と
て
、

人
夫
に
野
菜
を
持
せ
遣
す
。
門
の

警
園
、
武
略
と
は
知
ず
扉
を
聞
き
入
れ
け
る
に
、
竹
井
が
被
官
大
槻
源
内
・
小

林
亦
三
郎
透
聞
な
く
走
入
り
、
久
式
が
妻
子
を
捕
へ
た
り
。
居
合
し
け
る
者
共

(
寛
)

二
三
十
人
、
す
は
や
遁
す
な
と
撃
を
か
け
、
或
は
鐸
本
を
甘
げ
或
は
鎗
薙
万
を

提
げ
一
同
に
懸
り
け
れ
共
、
主
君
の
妻
子
を
人
質
に
取
ら
る
れ
ば
、
番
の
者
共

子
を
失
ひ
、
株
の
上
に
飛
上
り
飛
下
り
進
退
己
に
窮
れ
り
。
敵
方
に
は
合
固
の

聾
を
聞
き
土
井
・
工
藤
・
田
中
・
蜂
屋
・
肥
田
・
土
師
・
神
原
以
下
敷
百
人

天
神
丸
に
押
入
り
関
を
瞳
と
ぞ
上
に
け
る
。
去
れ
共
本
丸
に
は
少
も
不
騒
、
元

親
を
初
め
物
具
堅
め
て
件
の
奴
原
心
替
り
し
た
る
ら
ん
、
大
松
山
・
三
本
松
の

者
共
は
よ
も
替
る
事
は
非
じ
と
云
へ
ば
、
石
川
久
式
は
天
神
丸
の
守
禦
と
云
ひ
、

妻
子
共
の
行
末
と
云
ひ
質
束
な
く
思
ひ
っ
¥
鎧
の
上
帯
し
め
な
が
ら
相
畑
に

馳
向
ふ
。
元
親
陀
と
見
て
、
暫
く
御
待
候
へ
。
大
松
山
の
勢
を
可
相
催
と
草
摺

を
取
て
引
留
む
。
久
式
心
は
せ
き
あ
へ
ね
共
、
勢
の
寄
を
ぞ
待
居
け
る
。
敗
軍

の
有
様
は
日
も
あ
て
ら
れ
ぬ
次
第
也
。

松
山
落
城
之
事

斯
て
大
松
山
の
守
禦
三
村
左
馬
助
親
重
・
大
兵
衛
尉
親
昔
、
三
本
松
の
守
禦

親
氏
、
佐
内
丸
の
守
禦
三
村
助
左
衛
門
尉
親
友
・
法
重
六
郎
左
衛
門
・
同
右
馬

之
介
・
河
上
孫
九
郎
・
渡
遁
左
京
之
進
一
騎
嘗
千
の
兵
へ
、
早
使
を
た
て
冶
申

遣
し
げ
る
は
、

天
神
丸
へ
今
日
可
押
入
焼
、
早
く
陣
具
を
調
へ
馳
出
ら
る
べ
し
。

渡
遁
左
京
之
進
は
河
上
因
幡
が
丸
に
放
火
し

一
門
妻
子
を
大
松
山
へ
苔
ま
せ

ょ
。
相
畑
へ
は
火
矢
を
射
懸
く
べ
し
。
早
々
天
神
山
へ
可
寄
と
、
大
松
山
其
外

渡
謹
平
三
・
同
藤
内
・
平
松
、
西
は
大
強
下
原
遁
迄
相
鯛
れ
け
り
。

各
一
等
の
返
事
に
は
、
主
君
の
偶
死
を
致
す
事
塵
芥
と
も
不
存
、
但
責
口
違
は
ず

粉
骨
の
働
き
御
覧
に
及
ぽ
し
が
た
き
也
。
日
疋
御
暇
乞
に
て
候
ー
也
と
早
速
御
返
事

申
し
、
物
具
か
た
め
て
出
立
た
り
。
然
る
所
に
大
松
山
・
三
本
松
の
聞
に
小
屋

五
六
百
間
有
り
。
其
中
の
男
女
俄
に
ふ
た
め
き
騒
ぎ
け
り
。
こ
は
如
何
に
と
見

る
所
に
、

老
人
立
出
て
云
ひ
け
る
は
、

天
神
丸
を
責
落
す
共
今
日
の
生
涯
明
日

に
も
不
延
、
早
敵
数
千
騎
甲
の
星
を
並
て
岸
根
に
押
寄
す
。
魚
梁
庭
の
前
後
に

旗
三
流
醗
る
は
、
定
て
隆
景
に
て
有
ら
ん
。
天
神
丸
も
禰
々
勝
に
の
る
べ
し
。

運
を
聞
か
ん
事
難
か
る
べ
し
。
只
今
猛
火
の
中
に
妻
子
従
類
果
つ
べ
き
事
眼
前

也
。
先
天
神
丸
へ
相
奥
し
、
数
千
人
の
命
を
扶
く
る
べ
し
と
誹
議
す
れ
ば
、
命

を
助
く
る
助
言
に
は
不
顧
者
な
か
り
け
り
。

中
に
も
心
剛
な
る
者
共
は
本
丸
に

龍
ら
ん
と
、

子
出
づ
れ
ば
親
引
留
め
、
親
出
づ
れ
ば
妻
子
悲
歎
す
。
兎
角
し
け

る
聞
に
三
村
親
成
押
入
り
、
抜
々
に
人
質
を
取
る
。
喚
叫
の
聾
々
は
、
偏
に
罪

人
の
獄
卒
の
子
に
渡
る
も
斯
や
と
思
ひ
知
ら
れ
た
り
。
天
神
丸
よ
り
は
相
畑
に

火
を
か
け
、
火
急
に
責
め
か
く
れ
ば
、
相
畑
の
者
共
は
妻
や
子
共
々
行
き
も
つ
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れ
、
き
た
な
き
降
参
を
ぞ
し
た
り
け
る
。
其
人
々
に
は
楽
々
尾
豊
後
守
・
杉
三

郎
兵
衛
尉
・
轍
所
藤
介
・
南
江
備
前
守
・
升
原
内
議
助
・
布
寄
一
・
佐
藤
右
京
之

進
・
同
右
京
亮
・
石
田
輿
市
左
衛
門
・
同
氏
備
前
守
・
神
崎
豊
後
守
・
同
兵
衛

左
衛
門
・
山
本
左
烏
助
、
其
外
士
卒
数
百
人
、
皆
本
丸
へ
弓
を
引
く
。
中
に
も

吉
良
常
陸
守
・
神
原
輿
三
左
衛
門
尉
、
妻
や
子
供
を
引
具
し
て
、
本
丸
へ
入
れ

り
。
次
に
芦
雪
と
云
ふ
盲
目
の
梓
門
あ
り
。
是
も
本
丸
へ
入
る
。
本
丸
に
は
大

松
山
の
兵
を
第
一
頼
み
に
思
ふ
所
に
、
初
の
返
事
背
い
て
皆
忽
に
融
れ
ば
、
元

島
町
酔
わ
や
の
守
禦
新

親
大
き
に
驚
き
、

巳
に
軍
の
評
議
を
替
へ
ん
と
せ
し
所
に
、

山
玄
蕃
之
助
家
住
進
み
出
て
、
時
日
を
延
し
て
は
叶
ふ
ま
じ
U

明
日
に
も
成
り

候
は
ず
敵
勢
晴
々
可
加
。
今
能
き
時
節
と
存
ず
る
也
と
云
へ
ば
、
元
親
譜
代
の

者
ど
も
も
尤
と
同
じ
け
る
所
に
、
元
親
暫
く
思
案
し
て
、

天
神
丸
の
兵
は
多
は

勢
ひ
得
る
者
也
。
味
方
は
大
字
気
を
失
ふ
者
共
な
れ
ば
、
仕
損
ぜ
ん
は
必
定
也
。



を
も
不
解
、

興
あ
れ
共
酒
を
も
不
飲
、
軍
の
工
夫
の
外
他
事
な
し
と
こ
そ
見
え

に
け
れ
。
軍
士
に
酒
を
給
は
れ
ば
、

士
卒
禰
々
情
を
感
ず
。
博
へ
聞
く
、
唐
の

越
王
勾
践
伐
呉
時
、
醇
酒
一
器
を
江
の
上
流
に
注
ぎ
士
卒
を
し
て
飲
ま
し
む
れ

ば
、
皆
其
情
に
酔
ふ
と
か
や
。
或
時
近
習
へ
語
り
給
ふ
は
、

正
月
朔
日
の
夢
に
、

一
つ
閏
に
て
手
を
ぞ
打
ち
け
る
と
、
亦
三
日
の
暁
の
夢
に
は
、

み
か
さ
の
ま
し

て
鳥
の
か
よ
は
ず
と
、

如
何
様
不
思
議
の
句
也
と
皆
一
同
に
云
あ
へ
り
。
擁
も

教
度
の
合
戦
に
、
敵
味
方
粉
骨
砕
身
の
働
き
、
挫
ん
噌
張
良
も
消
肝
有
様
也
。
委

く
記
す
に
不
逗
。
軽
部
治
部
・
進
藤
掃
部
・
布
施
左
衛
門
太
夫
・
同
内
蔵
助
・

渡
部
・
神
原
・
矢
内
以
下
、

其
外
宗
徒
の
兵
討
死
の
士
卒
不
知
数
。
寄
子
の
兵

に
は
、
家
近
十
郎
・
神
津
・
原
・
梶
屋
・
難
波
・
大
槻
数
多
討
死
す
。
日
疋
は
近

里
の
者
な
れ
ば
往
々
に
記
せ
り
。
其
外
備
警
防
長
の
兵
、
此
役
に
て
果
て
し
事

不
可
勝
計
、
松
山
通
路
の
所
は
石
蟹
・
唐
松
・
穴
田
・
子
の
庄
・
稲
田
・
中
野

野
山
・
多
気
の
庄
・
古
瀬
・
河
面
に
至
る
迄
、

日
々
夜
々
に
相
戟
ひ
討
取
る
所

の
首
数
十
、
十
五
不
記
日
ひ
無
か
り
け
り
。
萎
陣
小
勢
な
ら
ば
保
つ
べ
き
に
あ

ら
ね
共
、
本
陣
に
は
通
路
夜
討
の
噂
も
な
く
、
調
々
武
威
盛
に
募
る
は
、
大
軍

と
は
云
ひ
な
が
ら
、
名
大
将
の
徳
也
と
皆
舌
を
ぞ
震
ひ
る
。

塞
陣
薙
琴
事
、
附
松
山
勢
心
替
の
事

四
月
七
日
に
は
、
松
山
の
乾
に
嘗
て
河
西
の
寺
山
と
云
ふ
古
城
、
北
山
へ
惣

陣
を
移
し
、
古
瀬
東
西
の
委
を
薙
ぎ
け
り
。
松
山
城
内
よ
り
は
、
愛
彼
に
馳
出

て
混
ら
合
戦
を
懸
く
る
と
云
へ
共
、
寄
子
曾
て
取
合
は
ず
。

口
羽
・
児
玉
・
井

上
三
人
一
様
に
云
け
る
は
、

城
中
の
形
勢
を
考
へ
見
る
に
、
丘
(
根
若
自
由
な
ら

ば
態
と
も
崩
折
れ
た
る
様
に
仕
成
す
べ
き
所
に
、
混
ら
合
戦
を
好
む
躍
は
知
何

様
落
城
近
か
る
可
く
、
所
詮
引
退
け
と
下
知
す
れ
ば
、

城
内
の
者
共
は
此
謀
は

不
知
、
捕
々
緊
く
燥
ぎ
立
け
る
。
敵
陣
は
白
地
と
云
ふ
所
へ
陣
を
移
し
、

阿
部

西
野
の
委
残
り
な
く
薙
け
り
。
暫
く
在
陣
有
て
四
月
二
十
四
日
、
義
陣
不
残
成

羽
へ
打
入
る
。
松
山
に
は
息
を
つ
き
安
堵
す
る
所
に
、
捜
地
築
地
上
げ
馬
場
を

作
り
、
長
陣
の
仕
度
し
け
れ
ば
、
松
山
龍
城
の
兵
案
の
外
に
思
ひ
、
打
寄
り
二

心
な
き
様
を
相
語
る
。
抑
、
此
城
は
要
害
能
く

水
卓
散
也
と
太
平
記
に
も
記

せ
ば
、

不
容
易
山
也
。
明
春
迄
は
持
堪
べ
し
と
励
義
章
忠
、

死
を
一
奉
に
可
決

と
頼
母
敷
見
え
た
る
所
に
、

元
親
譜
代
の
郎
等
に
竹
井
宗
左
衛
門
尉
直
定
、
河

原
六
郎
左
衛
門
尉
直
久
と
一
五
者
あ
り
。
強
て
比
興
を
た
く
む
べ
き
に
は
あ
ら
ざ

れ
共
、
初
め
元
親
思
立
れ

一
時
も
今
戟
固
の
最
中
に
て
園
の
力
も
弱
く

四

方
に
敵
満
ち
て
候
へ
ば
、
能
々
御
思
案
肝
要
に
奉
存
と
意
見
申
上
げ
け
れ
共
、

其
後
一
冗
親
父
子
大
き
に
機
嫌
を
背
き
け
れ
ば
、
親
成
に
内
縁
有
し
者
共
な
れ
ば
、

何
と
や
ら
ん
少
し
は
隔
心
に
も
や
見
ゆ
ら
ん
。
今
度
龍
城
に
も
出
丸
の
一
つ
も

必
預
け
ら
る
べ
き
身
な
れ
共
、
左
な
け
れ
ば
、

心
中
に
は
恨
め
る
心
地
に
て
居

た
る
折
節
、

小
早
川
隆
景
は
西
国
無
双
の
大
特
に
て
、
勇
気
智
謀
相
兼
た
り
。

( 6 ) 

親
成
を
便
り
と
し
て
、
若
此
時
忠
節
を
墨
さ
ず
れ
ば
未
来
に
至
る
迄
毛
頭
疎
略

無
之
と
、
熊
野
の
牛
王
に
誓
紙
を
し
て
雨
人
へ
密
に
被
申
入
た
り
け
れ
ば
、
彼

二
人
元
来
心
浅
き
者
な
れ
ば
、

終
に
志
を
蟹
じ
け
る
こ
そ
無
是
非
け
れ
。
是
と

て
も
時
至
ら
ぬ
儀
を
思
立
れ
、

終
に
敵
の
足
を
踏
入
れ
ぬ
固
な
る
に
、
俄
に
大

軍
に
被
押
入
て
、
方
々
の
城
々
も
忠
節
の
甲
斐
も
な
く
、
龍
の
烏
を
し
む
る
心

地
し
て
、
諸
人
心
得
が
た
く
、
衆
議
一
味
せ
ざ
る
故
也
。
去
ば
天
の
時
不
如
地

之
利
、

地
の
利
は
不
如
人
之
和
と
、
古
人
の
言
葉
、
今
割
符
の
如
く
也
。
元
親

も
両
人
の
色
略
々
察
し
給
ふ
に
よ
り
此
者
共
石
川
久
式
を
頼
み
無
別
心
由
本
丸

へ
達
し
給
へ
と
歎
け
ば
、
久
式
直
(
と
心
得
井
山
の
雄
西
堂
を
伴
ひ
小
松
山
へ
ぞ

上
り
け
る
。
久
式
は
平
生
無
油
断
軍
将
に
て
、
本
丸
へ
僕
二
三
人
召
連
れ
上
り

け
る
。
頃
は
五
月
三
十
日
巳
の
刻
計
の
事
な
る
に
、
手
勢
三
十
人
討
残
し
置
き

用
心
繁
く
す
と
云
へ
共
、
誠
に
園
家
の
興
亡
は
自
ら
有
時
と
こ
そ
費
え
け
れ
。



同

周
防
守
勝
静

奏
者
役
、
松
平
越
中
守
男
、
御
入
家
有

(
高
梁
市
立
図
書
館
蔵
)

太
平
記
諸
園
宮
方
蜂
起
事
、
付
越
中
軍
事

(
正
平
十
七
年
)

山
陽
道
ニ
ハ
同
年
六
月
三
日
ニ
、
山
名
伊
豆
守
時
氏
五
千
絵
騎
ラ
ァ
、
伯
者

ヨ
リ
美
作
ノ
院
庄
へ
打
越
テ
国
々
へ
勢
ヲ
差
分
ツ
。
先
一
方
へ
ハ
、
時
氏
子
息

左
衛
門
佐
師
義
ヲ
大
特
ニ
テ
、
二
千
除
騎
、
備
前
・
備
中
南
圃
へ
稜
向
ス
。

勢
ハ
備
前
仁
寓
堀
ニ
陣
ヲ
取
テ
敵
ヲ
待
ニ
、
其
園
ノ
守
護
勢
、
松
田
・
河
村
・

福
林
寺
・
浦
上
七
郎
兵
衛
行
景
等
、
皆
無
勢
ナ
レ
パ
、
出
合
テ
ハ
叶
ハ
ジ
ト
ヤ

思
ケ
ン
。
又
讃
岐
ヨ
リ
細
河
右
馬
頭
頼
之
、
近
日
児
嶋
へ
押
渡
ル
卜
聞
ユ
ル
ヲ

ヤ
相
待
ケ
ン
。
皆
城
ニ
楯
龍
テ
未
曾
戦
。

大
将
ニ
テ
、
千
絵
騎
備
中
ノ
新
見
へ
打
出
タ
ル
ニ
、
秋
庭
三
郎
多
年
務
ス
マ
シ

一
勢
ハ
多
治
目
備
中
守
、
楢
崎
ヲ
侍

テ
、
水
モ
兵
根
モ
卓
散
ナ
ル
松
山
ノ
城
へ
、
多
治
目
・
楢
崎
ヲ
引
入
シ
カ
パ
、

嘗
固
ノ
守
護
越
後
{
寸
師
秀
可
戦
様
無
シ
テ
、
備
前
ノ
徳
倉
ノ
城
へ
引
退
ク
刻
、

郎
従
赤
木
父
子
二
人
落
止
テ
、

思
程
戦
テ
遂
ニ
討
死
シ
テ
ケ
リ
。
依
之
敵
勝
ニ

乗
テ
園
中
へ
乱
入
テ
、
勢
ヲ
差
向
々
々
責
出
ス

一
儀
ヲ
モ
可
云
様
無
レ
バ

固
人
一
人
モ
順
ヒ
不
付
云
者
ナ
シ
。
只
陶
山
備
前
守
許
ヲ
、
南
海
ノ
端
ニ
添
テ

僅
ナ
ル
城
ヲ
務
テ
、
将
軍
方
ト
テ
ハ
残
リ
ケ
ル
。

(
『
太
平
記
』
巻
三
十
八
)

備
中
兵
乱
記
巻
之
中
松
山
軍
之
事

三
月
朔
日
に
は
、
隆
景
を
初
め
諸
軍
勢
成
羽
へ
陣
を
移
し
、
諸
方
を
さ
げ
す

み
け
る
所
に
、
松
山
の
勢
虞
瀬
の
陣
屋
へ
馳
せ
出
て
、
委
州
安
国
土
守
の
僧
模
首

さ
て
は
此
時
雌
雄
を

座
其
外
教
輩
討
果
し
け
れ
ば
、
事
州
の
大
将
大
に
驚
き
、

不
決
ば
、
所
々
の
蜂
起
眼
前
た
る
べ
し
。
去
れ
ば
彼
の
陣
屋
打
破
ら
ん
と
、
三

月
十
六
日
卯
の
刻
に
、

阿
部
川
に
打
望
み
、

玉
の
渡
・
四
篠
原
・
魚
梁
庭
三
口

へ
轡
を
並
べ
、

一
度
に
楓
と
打
渡
し
、
鶏
足
山
に
陣
取
り

士
卒
七
八
十
計
馳

下
り
所
々
に
放
火
し
け
れ
ば
、
度
瀬
の
陣
屋
可
保
に
非
ず
。
軍
士
松
山
を
目
が

け
て
引
退
り
。
松
山
よ
り
は
屈
強
の
兵
共
を
坂
の
麓
に
八
百
騎
ば
か
り
馳
下
し
、

初
の
程
は
遠
矢
に
少
々
射
け
る
が
、

双
方
次
第
に
練
り
寄
り
鎗
届
に
て
相
戦
ふ
。

其
聞
に
八
幡
の
上
に
陣
取
り
た
る
妻
州
の
兵
を
見
か
け
、
松
山
よ
り
は
高
陣
の

後
を
忍
出
て
近
々
と
差
寄
れ
共
、
事
陣
は
夢
に
も
不
知
、
頼
久
寺
の
上
へ
寄
向

ふ
所
に
、
後
よ
り
錨
抱
二
百
挺
計
不
意
に
放
ち
懸
く
れ
ば
、
敵
陣
肝
を
け
し
混

乱
し
て
四
角
八
方
に
楓
と
引
く
。
松
山
よ
り
は
勝
に
乗
て
追
散
し
追
ま
く
り
、

( 5 ) 

鶏
足
山
の
麓
近
責
寄
せ
て
鋒
よ
り
火
を
発
し
て
ぞ
戦
ひ
け
る
。
三
村
親
成
が
勢

初
め
、
諸
卒
の
子
負
討
死
す
る
者
数
不
知
。
松
山
勢
に
は
、
神
原
六
郎
左
衛
門

尉
其
外
士
卒
数
多
討
死
す
。
漸
く
薄
暮
に
及
び
て
双
方
相
引
に
引
退
き
け
り
。

掠
四
月
四
日
に
は
、
松
山
よ
り
多
気
の
庄
大
離
の
陣
屋
へ
馳
出
づ
。
此
陣
屋
毎

度
得
利
、
此
時
多
勢
を
見
が
け
自
ら
放
火
、

四
日
辰
の
刻
に
灰
燈
と
成
す
。
委

陣
は
多
勢
也
と
云
へ
共
曾
て
案
内
を
不
知
、
昧
方
勢
は
小
勢
な
れ
共
輸
易
の
通

四
日
申
の
刻
に
は
敵
陣
粉
々
転
々
と
し
て
足
を
乱
し
け
る
所

に
、
備
後
の
園
の
住
人
楢
崎
隣
左
衛
門
豊
景
・
同
弾
正
忠
一
冗
兼
・
木
梨
元
恒
・

路
能
く
知
れ
ば
、

三
村
親
成
等
取
て
返
し
防
ぎ
戦
ふ
。
其
聞
に
諸
卒
都
市
若
湾
々
と
し
て
引
退
す
。

暮
方
後
陣
よ
り
後
れ
て
通
る
人
夫
共
、
或
は
退
散
さ
れ
、
或
は
討
果
さ
れ
、
陣

具
多
く
は
城
内
へ
奪
取
り
し
か
ば
、
龍
城
の
癖
に
て
、

少
の
事
を
も
大
に
悦
ぴ
、

老
若
男
女
さ
、
や
き
け
れ
ど
も
、

一
冗
親
は
唯
歎
然
と
し
て
、
聞
に
入
り
て
も
帯



弓
三
拾
張

矢
千

鉄
砲
五
拾

玉
三
千
五
百

薬
五
拾
箱
但
十
貫
目
入

借
具
足
弐
拾
領

滑
皮
袋
五
拾

足
軽
具
足
百

浅
野
内
匠
頭
様

火
縄
千

口
薬
入
五
拾

鋳
形
五
つ

長
柄
五
拾
本

笹~
宿

荒
木
六
郎
左
衛
門

元
禄
七
戊
年
二
月
廿
二
日
御
着
、

廿
三
日
午
刻
御
引
渡
相
済
、
内
匠
頭
様
御
家

中
五
百
弐
拾
五
人
分
、
従
御
公
儀
御
扶
持
方
出
る
、
内
匠
頭
様
御
家
来
内
山
下
・

元
禄
八
亥
年

川
端
町
両
丁
ニ
て
川
端
丁
者
口
無
御
座
、
内
山
下
之
内
よ
り
出
入
有
之
候

赤
穂
よ
り
御
引
渡
一
件

御
目
付

御
代
官

井
上
多
左
衛
門

御
宿
仕
合

与
惣
五
郎

菅

沼

藤

重

郎

大
坂
屋

久
兵
衛

平
岡
吉
左
衛
門

仕
合

与
治
兵
衛

大
岡
喜
右
衛
門

草
問
屋

九
兵
衛

元
禄
八
年
亥
八
月
六
日
上
野
国
高
崎
よ
り
御
所
替

御
子
代
衆
ハ
太
田
杢
之
助
屋
敷

安
藤
封
馬
守
重
高

同

宝
永
元
申
年
八
月
九
日
卒
去

知
行
六
万
五
千
石

右
京
之
進
重
行

後
長
門
守
、
正
徳
元
年
卯
五
月
十
五
日
濃
州
加
納
へ
交
代
、
御
父
子
拾
七
年

御
上
使

御
手
代

宮
崎
七
郎
右
衛
門

御
宿
大
坂
屋

与
七
郎

安
西
弥
十
郎

大
坂
屋

七
郎
次
郎

五
月
十
三
日
御
着
、
十
五
日
御
立

海
野
甚
内

多
国
良
郎
右
衛
門

御
宿
富
士
屋

五
郎
右
衛
門

牧
野
近
右
衛
門

五
月
五
日
よ
り
十
五
日
迄

石
川
石
之
助
総
慶

後
宗
十
郎
又
主
殿
頭
と
改
、

正
徳
元
年
卯
五
月
五
日
に
山
城
国
淀
よ
り
御
所
替
、

寛
保
四
子
年
六
月
四
日
勢
州
亀
山
御
交
代
、

三
拾
四
年
城
、
玉
、
御
知
行
六
万
石

御
上
使

御
宿

与
七
郎

大
坂
屋

川
勝
左
京

牧
野
較
負

大
坂
屋

久
兵
衛

" 

御
代
官

経~
宿

γ付
h
ド

ノ

jdwれ
リ
'

毛
U
4
L
白
h
r

川
田
玄
蕃

大
坂
屋

板
倉
周
防
守
重
澄

延
亨
元
年
子
六
月
四
日
勢
州
亀
山
よ
り
御
所
替
、
御
隠
居
弐
拾
七
、
明
和
六
年

丑
五
月
三
日
卒
去
、
行
年
五
拾
一
、

円
乗
院
と
号

同

美
濃
守
勝
武

奏
者
役
、

明
和
六
年
丑
五
月
晦
日
卒
去
、
行
年
三
拾
五
才
、
大
光
院
と
号

(中

田各

( 4 ) 

同

隠
岐
守
勝
従

実
ハ
勝
武
弟
、
後
日
向
守
、
安
永
七
年
成
二
月
十
四
日
卒
、
行
年
弐
拾
九
才
、

康
長
院
と
号
ス

同

周
防
守
勝
政

勝
従
弟
、
始
左
近
将
監
、
隠
居
主
膳
正
と
称
ス
、
寺
社
御
奉
行
役
、
後
国
隠
居
、

文
政
四
年
己
三
月
ご
日
卒
去
、
義
正
院
と
号
、
行
年
六
拾
三
才

同

周
防
守
勝
峻

奏
者
、
文
化
一
冗
年
子
七
月
十
二
日
卒
、
大
洞
院
と
号
、
御
年
廿
一

同

周
防
守
勝
職

始
充
之
進
、
後
改
阿
波
守
、
奏
者
役
、
嘉
永
二
酉
八
月
廿
三
日
卒
去
、
御
年
四

拾
七
才
、
寛
徳
院
と
号
ス

(中

田各



(中

聞各

水
谷
左
京
亮
勝
宗

初
只
今
之
城
ハ
天
和
一
冗
年
酉
正
月
よ
り
御
取
付
、
同
三
年
亥
迄
成
就
ス
、
畑
角

ぐ
す

小
粂
万
助
、
大
工
頭
玉
木
喜
左
衛
門
、
御
寝

兵
衛
、
作
事
奉
行
永
島
万
九
郎
、

屋
迄
出
来

(中

聞各

左
京
亮
寛
文
三
年
卯
御
家
督
、

元
禄
二
巳
二
月
十
九
日
卒
去

同

出
羽
守
勝
賢

同
年
御
家
督
、
同
六
年
十
月
六
日
卒
去
、
寛
永
十
九
年
よ
り
元
禄
六
年
ま
で
五

拾
弐
年
城
主
、
同
年
十
二
月
廿
六
日
落
去
之
由
、
同
七
年
正
月
元
日
中
来
ル
、

依
て
出
羽
守
様
御
養
子
信
濃
守
様
同
年
御
宿
情
ニ
て
逝
去
、
水
谷
主
水
様
江
戸

へ
被
遊
御
刀
口
、
同
国
之
内
ニ
て
布
賀
村
三
千
五
百
石
被
下
置
候
、
為
城
請
取
駒

井
内
匠
頭
様
、
御
代
官
平
岡
吉
左
衛
門
様
、
播
州
赤
穂
城
主
浅
野
内
匠
頭
長
矩

同
年
二
月
廿
二
日
松
山
へ
至
着
、

廿
三
日
御
城
詰
取
御
帰
国
、
御
名
代
家
老
大

石
内
蔵
助
被
相
詰
候

元
禄
七
年
度
二
月
赤
穂
へ
御
引
渡
し
一
件

堀

末葉

御
宿
仕
合

与
惣
五
郎

四

p
hド
ム日
h
p

御
目
付

駒

井

内

匠

頭

様

大
坂
屋

与
七
郎

稲

野

喜

右

衛

門

様

久
兵
衛

大
坂
屋

御
勘
定

桜

井

七

右

衛

門

様

善
右
衛
門

御
宿
富
士
屋

武

藤

重

郎

兵

衛

様

御
代
官

今

井

七

郎

兵

衛

様

与
治
右
衛
門

仕
合

平

岡

吉

左

衛

門

様

{様

々

今
度
城
被
召
上
ニ
付
而
、
家
中
之
輩
引
払
之
儀
、
今
日
よ
り
三
十
日
を
可
限

1ft 

給
人
松
山
領
有
之
度
ハ
心
次
第
ニ
可
被
指
置

事
、
附
り
立
退
輩
者
先
々
ニ
て
無
異
乱
吋
宿
借

旨
証
文
可
遣
事

喧
嘩
口
論
停
止
之
誌
、
若
違
乱
之
輩
あ
ら
は
、

双
方
可
為
諒
罰
、
万
一
A

令
荷

担
者
、
其
科
可
重
於
本
人
事

娘
二
竹
木
切
採
之
義
井
押
売
狼
藷
之
事

種
借
之
儀
、
蔵
よ
り
出
し
借
付
之
儀
於
無
疑
者
、
当
暮
可
収
納
事
、

附

り
年

エ
貝
未
進
寄
指
之
事

家
中
之
輩
、
武
具
諸
道
具
其
身
之
外
心
ニ
任
せ
可
申
事

未
進
方
一
一
取
遣
男
女
之
儀
、

主
従
相
針
次
第
二
可
致
、
弐
拾
ヶ
年
過
者
可
為

並
目
代
事

附
り

並
目
代
一
一
出
置
男
女
無
其
紛
者
並
目
代
勿
論
之
事

借
物
者
可
為
証
文
次
第
事

( 3 ) 

右
之
条
々
被
仰
出
之
旨
堅
相
守
、
此
旨
若
違
輩
之
族
・
一
有
之
者
、

可
被
処
厳
科
も

の
也
、
何
而
如
件

元
禄
七
年
戊
二
月

駒

井

内

匠

堀

四

郎

右
者
、
高
札
立
申
内
御
番
人
内
匠
様
御
家
来
御
組
付
少
し
之
内
御
立
置
、
内
匠

様
御
内
萩
原
重
郎
右
衛
門
様

前
代
よ
り
城
附

弓
弐
拾
張

鉄
砲
百
挺

玉
薬
箱
五
荷

征
矢
八
百

但
玉
薬
無
御
座

ど
う
ら
ん
百

口
薬
入
百

長
柄
五
拾
本

蹟
竿
五
拾

熊
子
三
本

鎌
六
本

水
谷
様
よ
り
城
附



落
シ
テ
今
子
孫
有
漢
ニ
有
之

永
正
年
中
三
河
国
小
谷
よ
り
来
ル
上
野
律
師
義
弁
土
木
葉
松
山
居
城

上
野
刑
部
少
輔
氏
定

家
臣
桑
名
、
横
手
ト
云
者
有

同

備

前

守

頼

久

頼

久

寺

開

基

同

伊

豆

守

大

松

山

城

主

舎

弟

右

衛

門

尉

松

山

城

玉

天
文
二
年
猿
掛
城
主
庄
為
資
攻
来
り
、
伊
豆
守
兄
弟
共
ニ
討
死
、

終
ニ
備
中
守

と
名
乗
り
弐
拾
九
年
父
子
三
代
亡

庄

備

中

守

為

資

同

備

中

守

高

資

同
兵
部
少
輔
勝
資

成
羽
之
城
主
三
村
家
親
毛
利
之
加
勢
を
請
、
松
山
を
攻
、
高
資
敗
軍
し
て
討
死
、

勝
資
ハ
雲
州
へ
退
く
、
後
備
中
へ
立
帰
り
児
島
常
山
合
戦
之
時
、
毛
利
家
ニ
寄

子
之
中
ニ
討
死
、

天
文
二
年
よ
り
永
録
二
年
迄
廿
七
年
城
主
子
孫
今
ニ
有

三
村
備
中
守
家
親

庄
高
資
を
討
て
城
主
と
成
、
然
共
備
前
浮
田
直
家
と
連
年
国
を
争
ひ
、
家
親
、

字
喜
多
が
領
地
作
州
へ
攻
入
、
直
家
、
遠
藤
兄
弟
を
密
一
一
遣
し
、

忍
討
ニ
す
、

家
親
の
息
修
理
進
元
親
、
会
口
弟
少
輔
五
郎
元
祐
、

石
川
左
衛
門
等
、
備
前
へ
攻

入
、
妙
善
寺
合
戦
一
二
二
村
方
大
一
一
敗
軍

元
祐
討
死

同

修
理
進
元
親

織
田
信
長
一
一
勧
め
ら
れ
、
毛
利
家
を
叛
く
、
輝
一
冗
大
軍
を
以
備
中
を
攻
め
、
所
々

の
戦
ひ
破
れ
、
松
山
落
城
、

元
親
城
を
出
、
村
里
ニ
吟
ひ
、
松
連
寺
一
一
て
自
害
、

天
正
三
年
六
月
二
日
也
、
父
子
拾
七
年
程
城
主
、
奥
灘
池
之
辺
ニ
宮
居
を
建
、

元
親
大
明
神
と
称
す
、
毎
年
祭
礼
有
之

古宇

世

錐

湯

櫨

炭

清

涼

殿

銀

樹

刀

山

遊

戯

城

人
と
い
ふ
名
を
借
ほ
と
や
末
の
露

消
て
そ
か
へ
る
本
の
雫
に

当
分

主
主
4
b
1
 

民
部
大
輔

毛
利
家
よ
り
居
ル
、
其
後
又
改
る
、
陣
代

天
野
五
郎
左
衛
門
一
疋
重

同

中
務
大
輔
元
信

慶
長
五
年
石
田
治
部
少
輔
三
成
謀
叛
、
輝
元
合
体
、
関
ヶ
原
三
成
方
大
敗
軍
、

輝
元
関
東
へ
降
参
、
備
中
闘
固
と
成
、

西
国
目
付
備
中
仕
置
職
兼
為
御
代
官
下

元
信
退
去

向
、
天
正
三
年
よ
り
慶
長
五
年
迄
弐
拾
六
年
、

小

堀

新

助

政

次

同

伝
十，aqa 

政

後
遠
江
守

大
松
山
之
城
、
年
々
破
損
し
て
、
其
上
城
地
広
大
ゆ
へ
、

唯
今
之
城
小
松
山
を

助

遠
江
守
縄
張
し
て
御
取
立

中

慶
長
五
年
よ
り
元
和
四
年
迄
父
子
拾
九
年

池
田
備
中
守
長
幸

知
行
六
万
五
千
石

同

出

雲

守

長

常

御
崎
大
明
神
、

元
和
之
初
長
幸
建
立
、

四
年
城
主
落
居
也

威
徳
寺
ハ
池
田
家
之
菩
提
所
也

水

谷

伊

勢

守

勝

隆

常
州
下
館
よ
り
交
替
、

( 2 ) 

聞各

因
州
鳥
取
よ
り
交
替

元
和
四
年
よ
り
寛
永
十
八
年
迄
弐
拾

知
行
五
万
石
、
寛
永
十
九
年
成
羽
よ
り
入
部
、
寛
文
三

卯
年
五
月
三
日
卒
ス



松
山
老
牛
山
伏
草
城
主
暦
代
記

(
別
名
、
松
山
御
城
主
暦
代
記
)

松
山
城

柳
当
城
ハ
人
皇
六
拾
壱
代
朱
雀
院
天
慶
弐
年
三
月
藤
原
純
友
謀
叛
之
時
、
橘
経

氏
軍
功
有
、
帝
其
功
を
賞
し
て
備
中
河
内
両
国
を
給
ふ
、
経
氏
ハ
一
冗
弘
之
乱
ニ

武
威
を
顕
せ
し
河
内
判
官
正
成
に
は
拾
六
代
之
祖
也
、
経
氏
の
嫡
家
ハ
河
内
を

領
し
、
庶
流
ハ
備
中
を
知
行
し
て
此
城
を
築
き
、
仮
名
を
高
橋
と
称
し
げ
る

今
以
松
山
を
指
て
高
橋
と
唱
へ
け
る
ハ
、
仮
名
よ
り
事
起
り
、
又
ハ
所
之
名
と

も
な
れ
り
、
寿
永
二
年
木
曾
ノ
義
仲
追
討
之
大
将
軍
と
し
て
平
家
公
達
六
人
、

侍
大
将
五
人
之
内
高
橋
判
官
長
常
其
壱
人
た
り
、
元
弘
之
合
戦
ニ
鎌
倉
方
た
り

し
高
橋
九
郎
左
衛
門
尉
、
合
弟
大
五
郎
両
人
六
波
羅
の
下
知
ニ
随
ひ
軍
功
を
顕

す
、
力
量
人
一
一
勝
れ
、
早
業
之
勇
士
近
国
に
隠
れ
な
し
、
大
松
山
ニ
高
橋
九
郎

左
衛
門
尉
、
小
松
山
ニ
弟
大
五
郎
と
て
当
国
之
守
護
た
り
、
其
後
平
家
滅
亡
し

て
鎌
倉
将
軍
家
頼
経
公
時
代
執
権
北
保
陸
奥
守
義
時
が
威
勢
を
憎
、
先
帝
後
鳥

羽
院
、
古
今
順
徳
院
と
蝶
し
合
で
皇
子
土
御
門
院
ハ
随
ひ
給
わ
す
、
曽
て
御
諌

あ
り
、
依
之
先
帝
の
近
臣
、
或
ハ
近
国
の
武
士
を
集
め
ら
れ
し
か
パ
、
終
に
関

東
へ
聞
え
政
子
御
前
一
一
お
い
て
軍
議
評
定
し
、
東
海
・
東
仙
・
北
陸
三
子
二
分

れ
拾
九
万
騎
之
勢
を
以
、
攻
登
り
、
先
帝
ハ
隠
岐
国
へ
流
し
奉
、
順
徳
院
ハ
佐

渡
の
国
へ
、

土
御
門
院
ハ
構
ひ
不
申
と
云
共
、
孝
貞
の
道
を
重
し
ら
れ
、
無
余

儀
土
佐
国
へ
流
奉
る
、
其
外
之
皇
子
達
、
或
ハ
備
前
・
北
国
等
へ
流
罪
、
日
芯
を

承
久
之
合
戦
と
云
、
相
州
三
浦
之
一
族
秋
庭
の
三
郎
重
信
、
此
時
之
軍
功
ニ
依

て
備
中
有
漢
の
郷
を
給
わ
り
松
山
ニ
城
郭
を
築
く
、

然
共
有
漢
よ
り
掛
持
、
殊

ニ
城
地
広
大
故
、

少
身
な
れ
ハ
悉
く
成
就
せ
す
と
也
、
よ
貝
応
之
頃
に
て
有
べ
し

秋

庭

三

郎

重

信

同

又

四

郎

信

村

宝
治
合
戦
之
節
於
鎌
倉
討
死
ス

同

良日

義

主陸

同

平

連

ム

ノ、

重

同

i!B 

矢口

重

高
橋
又
四
郎

実
名
不
知
、
所
名
高
橋
と
云
ふ
、
日
疋
よ
り
松
山
と
改
、
元
弘

之
乱
ニ
京
都
六
波
羅
之
催
促
に
順
ひ
、
越
後
守
仲
時
戦
ひ
破
れ
、
関
東
へ
落
行
、

江
州
番
場
ニ
て
野
武
士
に
被
取
龍
、

辻
堂
一
一
お
い
て
主
従
共
皆
自
害
ス

秋

庭

七

郎

重

継

観
応
弐
年
高
橋
中
務
丞
英
光
、
播
州
杉
坂
合
戦
の
先
陣
と
し
て
軍
功
、
太
平
記

に
載
る
処
な
り
、
高
橋
氏
ハ
窪
屋
郡
の
城
に
移
る
、
其
後
高
越
後
守
師
秀
城
、
王

た
り
、
松
山
の
城
ハ
要
害
堅
固
之
城
な
れ
ハ
述
、
細
川
頼
之
之
下
知
と
し
て
兵

根
を
沢
山
用
意
し
龍
ら
れ
た
り
、
然
る
故
太
平
記
に
水
も
兵
根
も
卓
山
之
松
山

之
城
へ
多
治
辺
・
楢
崎
を
引
請
し
か
ハ
、
当
国
之
守
護
越
後
守
師
秀
戦
ふ
へ
き

郎

様
も
な
く
備
前
徳
良
之
城
へ
引
返
閥
、
良
従
赤
木
父
子
弐
人
落
止
て
思
ふ
程
戦

)
 

唱
E
よ(
 

ひ
終
ニ
討
死
し
た
り
、
只
須
山
備
前
守
斗
南
海
之
端
に
添
ふ
て
城
を
捺
へ
、
将

軍
方
連
ハ
残
り
け
る
と
そ
記
し
た
り

同

郎

重

明

康
安
二
年
秋
庭
三
郎
重
明
、
高
師
秀
の
執
事
た
り
、
然
共
師
秀
諌
言
を
用
ひ
た

り
し
か
パ
、

不
和
と
成
て
貞
治
年
中
山
名
氏
ニ
属
し
て
板
屋
・
川
村
と
心
を
合

せ
、
国
中
を
従
へ
再
興
し
け
れ
パ
、
師
秀
、
須
山
備
前
守
か
城
に
そ
退
け
り
、

重
明
ハ
三
河
国
の
産
に
し
て
秋
庭
妙
鶴
丸
と
号
し
て
尊
氏
将
軍
の
寵
臣
、
今
ニ

三
河
国
の
秋
葉
山
一
一
事
跡
あ
り

同

八

郎

頼

重

同

平

之

丞

頼

次

同

備
中
守
一
冗
重

一
冗
祖
重
信
よ
り
十
一
代
弐
百
八
拾
四
年
に
し
て
元
重
(
一
氷
正
二
年
に
卒
ス
、
没
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